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★不莨少年少女联扱の第三段的方法 


J _ 


精#病#に對する取扱賭度は文化の迆展につれて 三 段の變化釔遂げた。卽ぢ、昔は宗 
敎的 迷信に ょゎこれを惡魔につかれたるもの I 又は惡應そのものとして無暗に虛待する 
'態度を とつた。 次にはとれを哀れむべきものとして人道主義の名に於 S て無暗に淚をそ 
X ぎ，た r 感傷的にのみ扱つ.て、何ら科掛的虛涩法を知ら&かつた。共にその態度はあ 
まり生觀的に偏して&た〇第 三に、 やうやく容觀的態度をとることが出来るやうになつ 

# . 華 • . , •--***; - ■ _« ^ ' * - - > * . ,* 

て"その原因の調査と取扱方を科學的にすることを知るやうになつた。この方法は膜待 
的でもなければ感傷的でもないが、そこには峻嚴なものと慈愛的なも0とが含まれてゐ 
る0 

不良少苹少女に對する熊度にも正にこれと同じく 三 段の變化の歷史が見られるであら 
う〇然る m 今なほ科學的態度をとると云ひつ X ，あまり fo 淚の過多なる向きもないとは 
云へない。科學的方法や態 Is ; は，つまり中庸の道である。一方に偏することは科舉的と 
は云へな S 。 それはその人自身が科學的に整理せられてゐない(我々の立場に卽して云 
へば•分析せられてゐない ) からであると云はねばならない。 







ン * y<t.v% 4H 

w ^ 备； 

















不良少年の犯罪性 W 精神分析學 

杉 田直樹 

近時犯罪傾向をもつ兒童少年* fill ち反社#的傾向又は社會生活に少しも木能的關心を持たない幼少年箸が一者しく多 
くなつて來たことは、社會事業乃至少年保^事業 {' C 從事してゐる人の誰しも驚いてゐる所である。私共も職實上斯う 
云ふ少印を：千生に多少扱つてゐるので、何か此の犯罪行爲が個人的の社#意識と境遇との間の鞔輮から發盐する衝動 
的の動作なのではあるまいかと考へ、さすればその結治の上に精神分析的方法を應用する可能性もあり得るわけで. 
小兒分析上の重大なる一部門となし#るであらう、と思つていろ^-〇例に當つて者察をして見た事がある。しかし 
多くの場合1犯罪少年は分析に堪ヘ得るほど内的經驗を！； i : 笛にもつて居らず、又之を自由聯合によつて發表し得ない‘ 
やうなものが多く、1 i はに精神的 C 部生活に於て全く低格であり，深く精神的軋櫟を抑腿し#るぼどに內向的のもの 
でないと S ふことが分り、斯うした少年の犯罪傾向に就いては，やはり從來の如く客觀的立揚からの考察によつて岡 
明するより外*適常の斫究法がな S といふこと ic 想到したのであつた。卽ち多くの不茛少苹の性格異常は、(一 ) M 我 
的愦操 0 發速不位により或木能的衝動 X は無思組の反應的行動に對し’その解發を抑制するの力がなく•至つて無邪 
氣に反社龠的行爲を；£一俊する。(二)又は本能に基く行爲衝動力が異常に强くて，平生他人荥族友人などと 一 所に居る 
時には相常に社會生活に對する逍莪的情操は作働してゐるが、孤獨•暗夜の如き時•飢迤の如き生理的通迪欲求、或 
は遊戯慾、娛樂の謗惑又は好奇心〇如き精神的慾求の强く起つた時などには其の衝動力に負けて了つて，自ら發勠茫 









警戒し つ X も犯罪 行爲 をして了ふ。 (一 5 自我の獨立 意志 ( z > 薄弱な ため友人の •誘惑 やい， 0^ -な媒樂物飲食物等の刺戟 
又は親の 命令な どにおの づと强 く 示唆せられて少しも H ! 智作用の 抑制を感ぜずに出鱈目な行爲を平然して了ふ。さう 
云ふやうな比較的内部的精神作用の銳く&い•廣義の精神低格 者が不良少年の中に甚だ多いといふことは—從來の精 
神病學漭が論じた通0であるやうに思ふ U 

しかし少年の下盘識界に有する I 3 C 社#術動の發露にょつて、惹起せられる犯罪行爲 i 思はれるのも全くないではな 
い。家' M の不良，刚親との不和•顼墙の踮迪特に性格の缺陷などのために敎師友人筇から常に反感を货つて平虫の自 
分の對社#的欲求(变友、^樂，他人の深切を受容すること^)が抑顺せられ滕ち0^が，ひねくれた性格1〕运<0气 
flsm を發展し一植の報復的の衝動から反社#的行爲に出づるものも決して少なくはない〇多くの糚神分析率^ 
は斯う云ふ拗ね奔を小兒分析的に硏究して'社#想識の朱だ備はらざる兒宽の反社#的行爲はつ圭り自己の近銳容に 
對する怨恨不滿の反應を社命に投影するものと解してゐるらしいが、斯う云ふ内的 iHL 櫟に戕いてや\計513!的とも思は 
れるやうな繼賴的の犯郎行爲をするものは、不良少牢中比較的少数に止まり、具體捌邦に氣锊型共に乖離性の特興の 
{秋系的梁因を柯する^に限つてゐるらしい。一般に粮神分析^#は成人に於ては如何なる人でも兆の内#軋櫟が行励 
の上に同綠〇法則で影嚮を與へるやうに考へてゐるが、内界の脱^は主として社#生活と、個人の內部的欲求との背 
馳から發生するものであつて-從つて典の氣質の特質として始めから社交的であり n : 自我的欲求の乏しい回歸性氣筲 
苦に於ては共の生活]1度が寧ろ妥協的であり讓歩的であ bl 丼の自我は容总く轉绵叉は抑制せられ•一般に內部的の 
菸藤の起こることが少ないものである。私共は從來からも精神分析學は乖離性氣質昔特苻の自己内生活 Autilch ® 
Helsl の 一 過程を硏究するものであつて、その原則は乖離症敦又は乖離性異常氣質潑•又或はさう云ふ傾向 sr ^^ fT し 
てゐる精神變質的の人々 IZ : はょくあてはまり、又 C 分も之5:现解することを得るものであるけれども*その H 對の回 
歸性諷質傾向の奔又は內向的精神生活を體驗しない盏には精神分析學的原理も其の應用も金く一種出鱗311の聯合遊戯 
としか%へられないといふ事實にあまりにも尬々常而してゐるのである。叉「ヒステリィ」性又は偏1|^の人は股質 
不庇少年の犯！！性 i 精神分析取 




的には多く肥滿型又は岡士型に M し氣質的には回歸型に類す る やうに認められ てゐる けれども"元來典の氣質は特興 
0列型を なす もので"その感情性は#宫 R 銳敏であるけれども殆ど 全く 自我中心性、自我亢進性であ P 、 少しも他人 
に對 する同情、深切、 槪して社交的傾向を有してはゐない。 ell ち 感情移入 性に乏しい e 乖離症袭が冷淡で殆ど全く自 
己内 生活に0み 跼蹐 してぬ ろのに反し、なまじ「ヒス テリー」紫 •偏執 者は 外向的に自我を 發揮 しやう といふ强劇 な 
る傾向を 宿する浞合 型で あるた めに、却つて外向的傾向が著しいやうに m はれるけれど. 實 際は外界を自我の爲めに 
利用し やうと s ふ 斗りであつ て、 從つて自我の欲求通りにならない と 直ちに外界に反感をいだき易く、精神分析學的 
には幾多の精神內界靴嶸を來し易く且之を抑壓しなければならな s 機會が多いものだといふことは當然の結果と云ふ 
べきであらう。 

冏圆の人の苦樂を思ひやり他人の迷憨といふことに感情を移入し锝べき本當の回歸性型の者は常に自我感情を謙抑 
に歷迫し得べき氣質のものであるから、槪して內界軋櫟の機因が少ない。その行動は外界の则戟に應じ直に外向的に 
解發せられて完了してしまふから、第三者が之を觀察しても直ちに其の行動の原因も結梁も明白になつてゐる。斯か 
る背にはたとひ反社#的の効梁をもたらすやうな行動があつても、共の動機も過程も明白で少しも典の間に抑壓が存 
しないから、極めて明朗であつて、謝罪すればそれで事濟みにな〇て•何の餘殃を貽すことがない。つまり共の犯罪 
性は性格の裡 m 潜む乖離性によるものではなく，從つて斯かる諸の犯罪防止の爲めにはその僴人の對人格叉は對氣質 
的野^的措股をとるといふ如き廻りくどい對侗人策をと6よりも、墩ろ徑ちに刺戟となるべき境遇を改善すろことの 
みによつて確實 に その目的を達し得るものである。 所が， 乖離性型0背であつて小兒期の環塊の不良等のために內部 
的に性格がこぢれて反社#的になつて了つたものに對しては、 m に m 塊だけを改善してやつても、其の性格的の反社 
僉的傾向はそれのみで改善せられる可能性は甚だ乏しい。斯う云ふものは瓚填〇改#によつてよし一時的によくなつ 
たやうに見えても•後日に至つて如何なる單純な內界葛藤のみを動機として何時再び犯罪性を骚發しないとも圇られ 
な S 。 どうしても永く監禁して其の經過を觀察しなければならないことになる。 







I 般に幼少年靈 t て將來肥滿型 isY 含も S が潜伏してゐ K 本當 S 現しな 5 事實幼少年時 
の肥滿體質は凡て腦下垂體疾思によると同樣に、幼少年期には乖離性氣質の本質は未だ完全には出現して來ないもの 
である。多くの幼少年教は社會的經驗がないから自づと社會無視的ではあるが、決して反社會的 A a iliaJ 
ではない。三四歲迄は自我が强 S から幾分社交妥協性に乏しく喧嘩を仕勝ちであるが、六七馐からは社交本能が徐々 
に自然發達によつて现はれて來 • S 我感惝は自づと薄弱になつて來るものであるが、「ヒステリィ」や偏執症衆で'は 
此の幼平期性の 「 H ゴイズム」が何時迤も末辰く强盛に遺殘してゐるもので、從つて或^漭は「ヒステリイ」を指し 
て精神的幼兕姻【ゴ65:男ぎ^?コ5ぎ15に過ぎないと解してゐる。しかし斯う云ふものこそ{豕座や頌塊の事惝によ 
り幼少時よリ餘りに幼兒の自我に對する 千 渉が多過ぎたためか，或は共0 反 對に少しも向我に反裕を 與へ る機會なく 
「我儘一ぱい」 ( pliposno に W てられたためか、何れにせよ自我抑制*特に现钮による自我 m ^' の H ) l 練が足ら& 
かつたために、後天的 1C 發生したものと考へるより外はないのである。斯かる 桃 神内界に少しも彈力性無しに 成 tr を 
遂げて來たものが^^期以後「性ホルモン」の作 m によつて神 M 系の剌戟性に異常を來した機^に外枞剌独と内抓欲 
求との iiiL 櫟範藤を腿驗するときは、徑ちに骚發的に M 神異常や神經症狀を急發するものである。しかし同一 CDM 神分 
祈嶼的精神励機が 何人に 作動してもいつも同 I 湿又同一强度の症狀を發するものとは限らない。それはその^の氣質 
MIC 於いて自我抑制的の朱發逵を伴ふ乖離型氣 rf _ 又は特興生活史の背のみに於て銳敏且强劇に現はれ、比較的世 Hn 
的组活の辛酸をよく坡へ n ■味つて來た容にとつては、さうした，精神机礫が病的症狀を惹起するといふ傾向は微弱であ 
るのであらう。外傷性神經症 Trlf he Kel と名付くる，交通機關や丁場等の褅唞 ft 傷の後に M 々來る©性 
の神經症が、「ヒステリィ」翕、乖離性氣質荠 に 多く來り 、回歸 性氣質 者， 保護翁ある幼少年容 ，低能 漭等には決し 
て來らず、又地震落！3の如き天災地變〇際の負傷後には決して來ないといふ墀 n 醫家の體驗に徴して見ても•斯うし 
た症候の全部が精神分析學的條#によつて發するものたる事过が背かれると共に•精神分析礅は特興の氣質傾向客の 
みに適用せられろ法則であつて.決して人 ful 性の全部に通用するものでないといふ審實も亦货かれるであらう。そこ 
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て懋愛生活の心观 CI 、 贝性の相手選みの型。2、戀愛生活0一般的卑しめ1:ついて0 
處女性 s 禁 S } 二、，0己戀愛槪論。一一1、祟物痺"四、文^的性 S 徳と近代の神經涡リ 
五、ヒステ y 空想と！！性具有性。六、 t ステリ1發作。七"子供の嘘 • 八"婦人の同性 ^ T 
九"嫉妬論‘ 十、 マゾヒスムス論。 十一、 神純^者〇家族ロマンス 90 イド肯像口粉) 


で私共が不良少年の犯罪0原理を精神分析學的に取扱ふこと〇可能性について研究上の失敗をしたといふことの理由 
も納得出來るのである。 r ヒスデリィ」性又は自我亢進背の不良行爲は要するに本當の意味の反社#的のものではな 
く、眾に高々社會無視的のものに過ぎず、瓌 its の事情の不迪意に尉して「意地惡る」をなし"駄々をこねるといふ程 
度に止ま0、謂は^無駿不行儀といふに止まり.決して犯罪的<の1^§〗吾ぎ11と洛付くべきものではない0 

(私は c L まで j 氣 1: 興き來つて更に數節を^き加へ T フと考 へて ゐる問 に、 不 11 し T : ことから 方手中指を总傷してもぅ笨を も 
つことが出來なくなリ、その诒银の卯に締切日1:尨つたので己むなく此處へ一旦擱纸し"|1に好機を得て"外向的氣質者の犄神 
分析的祺業 ]1 ついて具體的の考察を述べさせて鉞<こ£とする。一ース1、二四0來京自宅11て附記) 
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大 槻憲二 


一、不良兒宽の心卵學的盘義 

精神分析學は犄神病裝と粮神的健版客との木質的遊遝を認めざる如く.犯罪溝と正規社#生活^^又は不良少年と 
蔣良少年との lia 0木質的羞違を1亦、認めざるものではある。併し勿論、そこに木質的同一性を認めても.その顯現 
に於ける蒞別を認めないほどに非常識なものであると弗へられてはならない。た ir 我々はその本質的同一性が如何に 
して现象的基別となつて發したかを硏究し、もしそ〇盖別のい、方への除虫が可能であるなら If •その可能性を敦現 
せしめたいと考へるに過ぎないのである。故に綺神分析學の敎育法は正常 M 几に對すると不 lii 兒に對すると"その根本 
方針 ( C 於いて相違あるべき苦はない。斯职に基く敎育法は當然、所謂：止常性$:も、その鹿に不良性への可能性又は傾 
向あるものと用心深く認めて扱ふと共に、所謂不位兒に對してもその歪められたろ顯現を憐れんで、その本質を可及 
的に IE しい形で生かしてやりたいと念賴するものであることは云ふまでもない。 

抑々、不良少年とは何であるか。それは反社會的な行動をなすハヰ少#であつて，つまり少年にして犯罪的傾向を布 
するものである。反社#的であつて弗社# 的、 31は(杉田博士の m 語を偕りれば)「社#無視的」のものではないの 
だ 〇リ-ヒ K — 網綿の概相から云へ ば， 反社#的(不良) 0も©は轉嫁的であつて•自 e 戀愛的ではない。自己瓣 
不 a 少筇少女の心现とその分新的取扱.* 








愛的のも 0 は、 槪して云へ ば、 不良兒となるょりは寧ろ精神病者とな^傾向があると云ひ得るであらぅ。併しこれ等 
の區別は不良兒を狹義に解せんとする場合に容認せらるべきであつて、廣我の場合には社#無視的傾向のものも 亦、 
不良性の内に包含せしめられねばならないであらぅ。その場合は、併し寧ろ■精神的健康 i ? e と不健兒とに二大別せら 
るべきではあらうが：…_。故に、次 g 如き表が與へられ得るであらう。 




精神.的 健康 
精神的不健康兒(廣義の不良兒) 


fA " ナルチス型の兒 f 

兒 1 B - 轉嫁的の兒宽 


"非社會的兒童 

•反社會的兒童(狭義の不良兒) 

杉田博士は「精神分析は特異の氣質傾向者のみに適用せられる法則であつて、決して人問性の全部に通用するもの 
ではない J と云つてゐられるが、それは精神分析學の所謂抑壓現象が外傷性神經症者に於かて最も顯著に見られると 
云ふ事贲を過大に評^する場合には或は妥當であるかと思はれるが、抑腰過程と云ふことは葙神分析學が既ょり 3 T 要 
視する ic ろであるとは云へ、併し決してこれのみが精神分析學の發見では&い〇凡そ人間として本能(エス*リビ 
ド—)と理性(自我)と良心(超自我)と W 程度の差こそあれ、具へてゐないものが絕對にあ〇得ない以上"精神 
分析睾的事®は一切の人間性に妥常するものであると認められねばならない。何となれば、精神分析學は實に、人間 
心理の それ 等の三つの個所の間の動的、力學的莴藤■又はリビ_卜|の愛 的， 經濟的の變動消丧に依〇て、心现〇種 
々な槐相を繩解し說 明し 處逍 せんとす る も 0 だからである。 抑！ g とは一毬の力學的現象に外&らない 0 だ。 

さて、問 M を不良少牢の事 1C 房す。私も亦、只今 0 場合•右に取げた表〇中の 二 0 b 、 卽ち 「反社會的兒童(狹_ 
の不良兒) J を主として問組にして考究を續けて見たい。 

反社會的兒童とは云へ，凡そ思春期の少年少女にして多少とも反社會的傾向を示さな v > 盏があるであらぅか。この 
問題は今更改めて提示するまでもなかつたことであつた。我々は旣に本論の頭初に於いて，不良兒と善良兒との本質 









的差逢を認め & いと斷つておいた駱に盡きてねる。^し I 私がこ、にこれを更めて持ち出したには別の意味がある。 
これはさう云ふ一般的命題として r はなく、特殊的命 eg として t ある。卽ち、思春期に於ける男女少年の心理に於い 
ては、右に康げた三つの心的個所の間の力の均衡が必然的に失はれてゐるからである。人格の中心，又は主體たるべ 
き自我(理性)は未だ極めて幼稚、米發達であるのに，それを批判し指鸹すべき超自我0>威力は，多くの場合病的に 
銳く、而もその背後から迫まり來る本能の力は鹏倒的だからである。かゝる不均衡、不公平な狀態に於いて心现の航 
程に破綻を來たさないことが如何にしてあり得ょう。私は哕ろ、思#期年少漭にして；一經症敦又は不良兒となるもの 
、なほ比較的少數なるに躲啖してゐるほどである。 

二、思卷沏に於ける不位性發現の必然性 

精神神經症と早發症痴果症との跖別診斷が容易でない如く，素質的不良兒と神經症的不良兒との區別診斷も郛易で 
はないであらう。例へば、かの阿部定の不良少女時代の如きを、素質的不良女兒と見るか•神經症的不贷女兒と見る 
かは"餘程細かい調沲を必要とずるであらう が、 恐らくは官憲はそのやうな硏究を試みることなしに、彼女を投獄し 
て了つたも〇と思はれる。私は m 種の合骶と遠察してゐるのであるが"彼女に就いては、なほ後に論及するところあ 
るであらう0 

7 ロィドは， その「禁制論』 Q 中で， 神經症を惹起せしめる三つの原因を•げてゐる ことは、 私が本誌前號に於い 
て詳說しておいた通りである。 フロィドが 學げてゐ る11! 原因の內.第一は生物學的原因で、人 fill の子供は長い問か V 
つて育てられ、その間彼等は全く無力で、庇護者に完金に依 M してゐる。第二は、種族發達史的原因であつて，これ 
はつきり •人間の性感が 早期 幼兒期(三、四歲頃)と思 私 期(十二、三歲頃)との二期に別れて開花し、その中 fnj に 
潜在期の抑颳時代(種族發達史的には氷河時代)を經過してゐると云ふことであり•その間の複雜な(一般動物には 
金く想像も及ばぬ)心理生活の ために H ネ A ギーを消費すること極めて多大であるためである。節 三は、 心理的裝溫 

-不菸少苹少女の心理 i その分析的取扱方 




10 


の不完全と云ふことである0前にも述べた通り_人|«]の心现は三つの機能主體2ス、自我*趙自我)から成立ち* 
それ-^に意志があつて、相互に指令を發して時にその問に搲着を見ること(殊に年少時代には)多く、そのために 
心现エネルギーの經濟に非常なる破綻を生中るからであらう。 

一般動物は大體に於 S てその拒活年數(海命)の！一十分の10年齢に達すれば性的その他一切の生活に於いて完成 
七てゐるのに，人[11]は二十分の一頃の萍齡(三，四歲)では未だ金く不完金なも0).であつて' 何等一人前の能力を共 
へてはゐ戈>0松见腺に異狀あるも CD 、 みがこの時期に於いて不自然な(併し励物的には自然な)性的發逵を示すや 
うであるが、正常なる一切の兒實は、夜間の勃起そ〇他種々な徴候に於いてその第一開花期樣相の片鱗を示すのみで 
患つ て、 朱/ C 全くその赉行能力を具へてはゐない。實行能力は其へてゐないが、その性能傾向は分析的觀察者 S 眼に 
は歷然とその行動の端々に見ぇて居るのである。その後*^^九年間の潜在的抑應期を經て，思春期に至つて猛然た 
る勢を以て性感は第二期调花に入り、少くともその性能力は完成するが、■文明社會に於いては彼等の生活能力は朱だ 
彼等にその成熟完金せる性能力の發抓實現を許容しない。そこにまた同時に愈々高まり來る超自我の批判が加はり. 
他方本能の要求と，超自我の指令とを等分に聽き、公平に諷笳すべき自我の力は未だ殆ど成熟してゐないのであるか 
ら，彼苺の注活が破綻に赴くべきは固ょり常然である〇大部分の少年少女が、程度の差こそあれ、思春期に入ると共 
に不良的傾向の幾分を示すことは己むを^ないことでなければならぬ。思弈期に於いて全然不良的倾向を示さない兒 
踅が果して將來耵爲の材であるか否かと云ふことも.なか<速斷し兼ねることで あらう 〇比較的早熟で、自我の完 
成 n 卜く •他方に於いて HK の力に於いて微弱である如き兒宽は不良性を示すことが殆どないであらうが、さう云ふ兒 
荒は將來に於いて偉大な發展を /X すとは蔣へられない。寧 6 •エスの力のあまりに强く*自我はそれに反して晚成で 
ある炎めに、强力なるエスのために抑されて非社會的行動をなすと云ふやうな少年であるならば，その成人の後には 
(自我は成熟し、>スは昇雖0機#を多く持つてその暴力性を失ひ，超自我と0冏に圓滿なる統制を見たる臉には) 
泡 爲の材となる可能性が多いと云つてょかもう。壁ァクグスチヌスや水戶光 固 〇如きが、大股さう沄ふ 型の 人物で あ 
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つたらしく . 1 彼等はその少年時代 fo は相當の不良性を示したと云はれてぬる。 

三"不良少女としての阿部定の行勸 

私は近頃’かの怪奇殺人漭阿部定の不挞少女時代の生活に就 S て多少の調疵をなし*彼女の兩觀の苦心に多大の同 
情を哿せると共に、他方木人の無意識招藤に對しても秘かなる憐愍を禁じ得なかつたのである0 
!£* 詳しくは M 3>: 精神分析 S - W 究所 m 『阿部定の糈神分析的跄斷』を參照ありれし0 

お定が K スに於いて素質的に强力な少女であつたらしいことは確かである。さうしてその强力な HX は必然的にサ 
ディ K テ4クな形で發现してゐるが，その强力なヱ K に對して向我と超 E 我とは軟弱であつた 。 H K をしてサデ"ス 
テ"ックな發現形態をとらしめたこと、その自我及び超肉我の軟则であつたことに就いては、刚銳の敎 W 態度が不適常， 
(あまりに vy ヒス 1 K 4 ク〕に過ぎたことがそ ( DSC めを M はねば fe らないと思はれる。 S 我と ils 自我とは^だしく軟 
弱であつたとは老へられない。掛我は寧ろ殆ど普：迎であつたと思はれるが'超自我は界品にエスに屈從してしまつた 
やうである。次のやうな事^に就いて*それが察せられる0 

お定は小舉校五平生の時、その珙友久保仙子同 M 登校の途中で•念に 今 H は 休んで 兩國へ il 世物を(常時評判の 见 
世物が掛つてゐたので) E に行くとて壤友に別れて了つた。舉友も一緖に ii に行 t たい諮惑を感じたが，その酣励を 
抑制して了つた。お定にもその抑制がなかつ たと H : 考へられないが-彼女はその抑制に K 抗して願望を充足すること 
に病的な歡崙があつた ic 相違ないと思はれる。抑制とそれに對する M 抗とがあつたと察せられる QtT 彼女〇その時 
の榇子が「怒つてゐるやう* r 妙に取付く岛の& s 態度だつた」と^友 s 描寫してゐるに徴して疑へ feso 
學友は大變氣になつたので•學校から歸ると is ぐにお定 S 家へ行つて it た。ところが、お定はまだ家に歸つてゐな 
かつた。で.學友仙子は家に歸つてその事を母に吿げると，母親はまたその那をお定の兩親に報吿した。夕方少し暗 
くなつてから仙子はお定の家へ行つて見た。すると、仕- S をしまつてガランとした店先きの仕 取 場の隅つこに1お定 
不良少年少女の心理とその分析的取扱方 
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は後手に縛®つけられて轉がつてゐた。暫く ■いてゐたが•いつまでたつても目を閉ぢたま V ぢつと身 1/1 きもしない 
ので，死んでゐるのでは fe いかと思つた。奥の方からは、夕儆でも喰べてゐるらしく"職人たち (# 屋〕 の賑かなざ 
わめきが聞こぇて來た。仙子がおづ—と近づいて「お定ちやん」と呼んで兒ると、お定は E を開いて一ーッコリきま 
&惡さうに突つた。そして大儀さうに半身を撥げながら，「あんた、すまないげど、そこの庖丁取つてよ」と云つた。 
1れが、いつもの否應いはさないやうな口調であつたのと、それにお定をこのやう&目に合はせたのは、抑々自分が 
お定の行動を母親に吿口した i めに兩親の耳に道入つたからだと云ふ、いさ-^か超自我の苛實(仙子が吿白した動機 
の中には嫉妬が混入してゐたのであらう)もあつたので(仙子はさう吿 S してゐる V 担むことも出來ず、傍の庖丁 
をとつてお定に渡してやると"彼女は「お仙ちやんは早く外へ出てゐて」と云つて友達を外へ出してお S て、ゴシゴ 
シと繩を切り始めた。そしてやがて跫音を忍ばせて外へ出て來ると、「い i 氣味！」と云つてクスリと肩をすくめて 
笑〇た。「でもお定ちやん、どぅするの？」と仙子は心配して尋ねたが，お定は平氣なもので、 r お仙ちやん、心配す 
ることないわよ。あたいこれから本郷の叔母さんちへ行つて泊まつて來るの」と云ひつ-^その頃習ひはじめてゐた 
三味線の調子をチリトンシャンなど X 口と手でとりながら、明るい 51 ¢の方へ出て行つた。……と"仙子は語つてゐ - 
るが•如何にも場贵躍如としてゐて、少女お定の不良不逞ぶりの相當に根深いことを示してゐる。 

右は尋常五年の時の事であつたが、お定が高等科に還 A つた年の S の終りにまた、その不良振りに於いて一®進展 
した事件が勃發した。それは魚屋〇鐵ちやんと云ふ若衆との間に起きた問 m であつた。鐵ちやんとの間に就 s て浮い 
た嗯が摘がつた後に間もなく*お定は擧校をやめて家に引込んでしまつた。仙子がお稽古の_りなどに立寄つて見て 
も ■お定 s 兩親は不機嫌な顏 をして、 「お定は親戚に行つてゐますよ」と S つて、 何故が會はして くれず、 またその 
行先も敎へてくれなかつた。併しその後十 H 1 ほどしてからお定は再度姿を現はし•お針の師匠の許に通ふことになつ 
たので•お仙は會つて話して見ると、親戚の家へ行つたなど-云ふのは喊で、二階に監禁せられてゐたのだと云ふこ 
とであつた。その時，お定は兩親を非常に怨んでゐた。さうしてその愤慨ついでにこんなことまで云つたと沄ふ T お 
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仙ちやん I くやしいぢやないの"お父ッさんもおッ母さんも•學校の先生までも*あたい0ことを"鐵公と何かあつ 
たんだらうつて"さういふのよ。いくらさうぢやないと云ひ張つても•身體 S : 見りや分る、强情な奴だつて"てんで 
きいてくんな S の。ほんとに、あたい JE 直いふけれど"そんなこ i ないのよ。た ir 鐵八ムと一緒に、活動見物に行つた 
り、おそば屋へ行つたりした V けなのよ。それなのに*あんなことするなんて、馬鹿にしてゐるわね。」と云ひつ i 
彼女は少し淚ぐんでゐた。さうして「あたい'だから"本常にそんなことしてやらうかしら」と云つて疳性らしく# 
をかんだ。 

こ i まで根深く不盅化した子供に對しては懲诎は何等 S 効果がないどころ か、 却つて惡 S 反励を示す。懲罰はもつ 
i 早く加へ られ ねばならなかつた 0 .さうして' 服從の快感を十分に經驗5せておかねばならなかつた。で•次に私は 
お定〇場合を參考として懲 M の葸義に就 S て少しく論じて見なければならない。 ■ 

四"懲罰の意義及び方法 

右に擧げた三秤の不良行爲の心 f 1 !! 機制に就いて、まづ分析硏究を試みてか\らう。三鈕0不良行爲の笫一は無斷休 
校であり•第二は縛繩切斷であり、第三は鐡公との自由遊興であらう。これ^の行爲をなすに當つて木人はそのよく 
ないことを知つてゐな S のではないことは、旣に私の云つた通りである。彼女の自我はそれが刚親の忌諱に觸れるベ 
きことを十分に液知してゐるのだが、彼女の超 E 我は自我に M 祖せずして、 H スのた，めに自我と共に克服せられてゐ 
る。併し始めから克服せられてゐたのではなく-蓝い HI ] 逡巡はしてゐたのである。愈々 V 自我が超自我を克服してエ 
スと馴合つた0は自我としては餘程の決心を要したのであらう？それ故に彼女はその時「怒つたやう&」表情をして 
ゐたのである。それは兩親〇見えざる僻1聞えざる聲(超自我)に對する反抗を 1 C 味してゐたのであらう。縛繩を切 
斷した時も.その心现機制は全く同樣である。自我はそれを切斷して兩親の怒りを更に質ひ^すべきを十二分 Ic m 知し 
てゐるのであるが、兩親(超自我}を克服することの快樂の方が、彼女の H スにとつて、兩親の怒りを貢ひ拊すこと 
不良少年少女 の 心理と その 分析 mj •取扱方 
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の恐怖よりも大きかつたのだ。否、その恐怖の興密さへもが彼女 tc とつては•一種病的な性的快感であつたに相連な 
いと思はれる。第三の場合の心现機制も全く同嫌である。その兩親(起自我)の怒りを贺ふべきことは百も承知の上 
であつたのだ。果然、雨親のみならず"學校の先生までもがこれを憤^^彼女を徽1 g したが"そんな懲罰は彼女にと 
つてはた ir 恐怖に因る性的な快感を誘惑する機會たるに過ぎなかつたと思はれる。彼女は實はもつともつと懲罰して 
贳ひたかつたのであらう。そんななまぬるい懲前でなく、もつと嚴しいサディズムを加へて貫ひたかつた0だ〇さう 
してそのサディズムによる恐怖に依つて性的な興密を嫌^たかつたの^。彼女はそれほ；：〇までにサド•マゾヒスティッ 
クになつてゐたのだ。で、これ以上兩親や先生(超自我) 0苛责徽韵を誘惑するには、それ以上の惡蔡を働くよ0外 
に道はない。そこで彼女は「本當にそんなことしてやらうかしら」と云ふ決心にまで追ひやられたのである。一つに 
はそれが彼女の本來の願望で、超自我の官判を待望してゐたのだ。であるから、かうまで不良化した子供に對しては 
W 通の懲一前は全く何等のよい効果を辯さないどころか、却つて益々彼女を惡くする0みである。これほどの苛酷なる 
(彼女の主觀にとつて)懲一利を受けた以上、もつ i 惡いこと$:してやつても當然•たと云ふ無意識論理が働く 0みなら 
ず"もつともつとサディズムの淫樂を享受しようと云ふ慾望を强めるやうになる。 

では"かう云ふ不良兒に對しては懲前は全然加へないのがのであらうか。懲 ㈣ を加へてやらなければ何處か外 
へ行つて他人から懲卸を加へて貰ふやうな行励をとるかも知れない危險がある。懲罰を加へずに一室に監禁しておく 
ととも，£の年齡に達した子供に對しては^:際上不可能であらう。現にお定の兩親がその方法をとつて•やがて十日 
ほどしてまた彼女を解放してゐるのである〇尤も，懲罰/ C : けは一通り加へるには加へたらしいが……〇 

かくまで不良化した子供に對しては，甘やかしておいてもいけないし、懲剖を加へてもいけないし，放任しておく 
ととも事 實上 出來ない。事^ 上 何とも方法がな S やうであるが •分析 以外の方法としては、形式上に非常に大事に す 
るらしく扱つて而も効艰に於いては非常な懲節になるやうな態度をとることだと私は思ふ。換言すれば•性的亢锻を 
與ヘないやうな 懲 iu (サディズム〕の加へ方をする こと 共に、 他方彼女の 超 自我を 费醍 させて自我との位置を 轉倒せ 
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しめる如き方法である。例へば、シユイクス.ヒアの「じや"^^馬 III らし』の男主人公ペトル I シォがその主人公カサ 
yl ナを取扱つたやうなやり方である"こ1に「じやじや M - 馴らし』の筋書を蜜くことは煩はしいからやめるが、そ 
れを知りたい人は"拙恶『精： t 分析•社#生活法 J の附錄『女心0分析 J に粮しく分析的に論じておいたから，參照 
せられたい。そ〇女主人公ヵサリ—ナもお定の如く、幼時期 1 C 兩親から甘やかされて靑つて來て•その IH しいサデ" 
ズムの醍猢味を享受すべき機會を持たなかつたのだ。ユスに於いて非常に强力なものが正しいサデ1スムの醞蝴味を 
寧受し&いと.自分の方がサディステ1クなり、丁谀痒ゆいところを嵇いて贳ひたい对が、周閲0人から爪を立て\ 

は可愛さうだと云ふので存分に搔かずにそつと撫で-1だけ A かれたりすると、木人の方がイライラして來て却つて周 
囤の遛にかうして搔く〇だと云つて爪を立て、向つて來るやうなものだと、私は右 .TT 及の論文の中で論じておいた。 

その意味で.お定も亦その幼兒期に於ける取扱はれ方の惡かつた不幸な女(幸嗍すぎて不幸な女〕であつた〇だと私 
は思ふ a 

とは！ K へ"お定の父親は彼女に相常のサディズムを加へるには加へたのだが、そのサディズムは全く#華せられざ 
るサデ"ズムで、彼女の超自我を養成し得る程のものではなく、たじ彼女の性的興笟を誘诞する程の、洗練せられざ 
るものであつたらしい。现に彼女の幼友達仙子は、その - M の思ひ出をかう語つてゐる。 r お定ちやんのお父さんは* 

昔氣質の®人でしたから、何かと云ふとすぐに打つた0析艦したり’ずいぶん手荒な叱リやうをしたやうでしたけれ 
ど、それがお定ちやんには"ちょつともそれほど叱られて6ろと感じないやうでし”。一と。 

註* 恐怖が性的一儿夼 を 誘發すると沄ふこと (1 性心 M 的现象1:就いて分析刺®^ して ii たことのない人々には 不您識に思はれろか 
t 知れないが"それに|1數々の货狀-か舉つてゐ5。試鹼极で射粘しれリ、殺杏される|:防して塍内に分泌したりすること|1 
人々のょ{知 5 ところ T あらう0 

恐らくは彼も亦、世 0 大部分の父親たちのやうに、たぐ自分の感情や亢嵆にまかせて子供等を打捣し懲前 し、 子供 • 
の超自我を養成する程の 1 IU を如へるの遒を知らなかつのであらうと m はれる。併しそれは分析を學ばざるものであ 
不良少苹少女の心理とその分析的取扱方 
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る限り、相當に敎育ある人に就いてさへ期待し難いことであるから*彼の如きあまり敎養なきものに對して、これを 
要求することは無现であらう。超自我を養成する程の徽调の加へ方とは*つまり子供をして「服從の快感」を知らし 
めることである。つまり、自分の主觀にまかせて怒つたりするのでは&く、子供に十分に道理 ( 7 ) 微底するやうな叱り 
方をするのである。それにはまづ子供の無意識心理の機制を十分に洞察するだけの分析服を具へてゐると云ふことが 
先決問题であらねばならないのである。幼少の子供の無意識心理の動きに順應して客觀的に、子供自身が今は自分に 
懲罰が必要'たと考へてゐる時に析ょく懲罰を加へてやるやうにするならば，子供の超自我は加速度的に强化せられて 
行くであらう が、 自分で必要と認めてゐる時に懲罰を加へてやらず*自分で必要 i 認めてゐない時に感情的に懲 1111 を 
加へたりするから、子供の超自我は不完全ながらも兩親を批判して•その權威を M めず、これに反抗す〇ことに却つ 
て亢诞を锼えるやうになるのである。卽ち「服從の快感」を知らずして V 反抗の快感」のみを知るやうになるのであ 
る。旣に「反抗の快感 J を资えてしまつた子供に對して新たに「服從の快感」を知らしめることは、『じや—-馬馴 
らし J 式の非常手段を113ゐるょり外に道はないと私は信じてゐるのである。 

私は近頃、自家の子供等がその母親と次 0 やうな問答を交してゐるのを聽 S てゐ て、 秘かに自家の子供等が「服從 
の快感」を知つてゐることに安堵を嫌えた。 8 P ち、 子供等の學友はその兩親に對して‘ドアッブを貫つてくれなけれ 
ば、 蛀强しな S と駄々をこねて、兩親からその願ひを辞れて^つたと； H ふことを や、 羨ましげに話してゐたに對 し、 
母親は「さう，それではお前がたもさうして御党」と云つた〇すると子供等は「自家ではそれは駄肖だ」と斷念して 
ゐた"我等は子供等に现想的な敎 W を施したと云ふ自信はない が、 分析を知つてゐたお蔭でまづはこの程度には大過 
なく育て#たかと思ひ、秘かに斯繆の恩溫に感謝してゐるも0であることを吿白ずるために•こ ilc この#話を傅へ 
て，本論の結びとする。 Q 3 
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少年教育に於ける心理學上の問題 

北山 隆 

1、無意識の存在 

諸氏もヒステリ！恐怖症•强迫神經症•バラノィア练といふ名稱を御承知であらうが、さうした人聞きの惡 S 名 
を被される人達の中には、案外立派な智能•人格を持ち，非凡な社命的地位にある様な人が、隨分と存茯するのであ 
る。彼等の中には長い[11]、首屉ょく0分の苦痛や症候を隱しおほせてゐる渚が多く、近親游〇爲に故意にそれを隱し 
て *る 場合もあれは、自分一個の淠惯として深く恥かしい取に rn o たり、 自ら 1JE に努めたりしてゐる緹合もある。 

故 ( C 社#的には立派に通る人であり乍ら、分析的见地ょりすれば、自己の愆識的生活方針に反する樣な利己的本 • 
能•破壞的感情に捉はれた赤ん坊になつてしまふ漭が出て來る。か X る心 sfl には W 通の智的社#的心现生活とは逾つ 
た平而にある M 望のせいである事が觀察せられる。而してこのやうな心理は心の發逵が不平均なためで"そこには自 
律力は半分程しか及ぼされてゐないのである。心现紐織といふ物は種々の敁から成立つてゐる。卽ちそこには進步發 
達してゐる時期もあるし、停滞してゐる時期もあるし" 5e7tr や退行を示してゐる時期もある。その各時期の特徴が檠 
まり、全體として所謂人格を形成してゐるのである。 

こ 、に敎育に關する問題として、先づ「無意識の爲す所 、そ0 莴藤•その現はれ」を論じょう。この無意識 & る語 
少年 敎 W 1: 於ける心瑰舉上の問題 




を、不快な耳ざわ & な g - 葉として嫌やに感じられた方があるかもしれない〇しかし我々が この 語を よく 理解す る 時、 
5うした不快は必 f や消失するであらう故に、私は理論や定義を述べるととは よして直ちに 實 例によつて無意喂り現 
はれをお目に掛けよう。 

二、兒瘛心理に於ける無意識 

C ( 1 ) ml 歲未滿の男兒。一人子で極く小さい時から*父親が母親へ愛情を J せると忽ち激しい嫉妬を起してフ 〆 
返り力へ顏を眞赤にし足をバタ<ゃつて邪-魔しようとするのだつた〇この子は肉體的にも粮神的にも健全であ 
つたが银近喷啼相手と否の區別なく他の子供達を無闇に攤る桡になつた 0. 史に面白いのは他人を酷く打つた後でき 
つとその子に接吻する？、「何故なぐる？ • J と問はれると-すつかり消氣て返事もしない〇唯、或時 かう 云つ た。 
「僕は蠢だから」と。又或日、二人で f 卜に f 乍ら私が水 S 魚5いて話をしてやつた時•子供はかう答へ 
た_「愣.お父さんを水中へほ b 込んでやるの」—0 S になると母親は子供と田舍へ行き、父は週末に來る事に 
たつてゐた。父が S た朝、子供は大眞で「お父さんが町2金を^！けてる屮だけ•おん s 僕と結婚 
するのよ」と云つた。又こんた夢も Ff た〇 f 鳥が一羽飛んで來てお衆を壞しちやつたの〇俱そのを殺してやつた0」 
(殺すといふ語を非常に强く云ひ乍ら足をバタ-.^させた0 ) 

>§.を分析すれば疑ひなく父親への嫉妬と m 惡の表現である事がわかる。强い父、 g する 父へ その糖を 向ける 
耶が出來ない子供は•それを遊び犮逵の方へ轉移したのであつた0 

(二)五歲の女兒があつた。雨親は「やがて生れ-0赤ん坊」の事を よく 云ひ合つて ゐたが•生れる三週肋はかり前 

から共？？ ti 一人1 f i — 裳。私1 S 靈 Qf に父 Qf 辛、 ハミチ 忘せ た 上 

に父の阳子をかぶせた。そして si を姑めは緩くだんく早く f 出し、「新し皇は f 給へ ； cs (>震 
King hs—u ごと聖書の文句を唄ひ乍ら遂に i 中になつてしまう〇「お嬢ちゃん•それは今度生れる赤ちゃんで 
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すか」 と私が 問 ふと彼女は走るのを止めて非常に恥かしさう に 逃げて行つた。生れる日が近くなると VV よ^^その遊 
びは 甚しくな P 、丁度その前日に一人でそつと凌を飛出し——そんな事は今まで無かつた_^ 大分遠い 友達の所へ行 
つて，その日と次の日を過した。歸つて來た時、彼女の態度はすつかり成人になつてゐた〇兩親から離される恐怖* 
新來の闖入若への子供らしい抗議、及び新しい家族 gl ] ち「新しき王」を可喪がらうとする成人らしい、倫现的な態度 
$:其處に見る事が出來る。 

(三〕一人の熒磡盏が九歲の男兒を連れて私の所へ來た。一人子で學校では I 番•病氣をした m もない0この二週 
問 程 •この子は 强： 511 的に 絕 InJ なく頭を横に 振る症 攸が起つて、止る m が/ II 來なかつた。人目につくし"自分でも^痛 
なので學校へ行かなかつた。一踮診 察し， 又夢を調べて見ると，それは何かの抗議を愆味するらしく思へた。「お子 
さんが御出來になるのじやありませんか」と父親に訊くと，彼は次の部 M から妻科を呼んだ'〇彼女の恰好は立派にそ 
れに對する答へとなつた。その後の豫想外に鯢期 fa] の分析によつて"この子は赤ん坊が母の愛を^ふ取を恐れてゐた 
のであり•その痙_も頭を横に振ろ否定の身振りによつて、來るべき取件への抗議と拒絕を衷明してゐた祺が明かと 
.§ た0 

三、兒筮の無意誠に於ける外傷及び願盟 

右に述べた幼兒的な無意識の外に•外傷と云つて"特に酷 SEIC 逢つた樣な經驗がその人〇生涯に心现的障害を起 
.す事がある。外傷には「出糜、步趙、離乳/ 3 e 庭よりの獨立、思#期の到來、第二次的性的成熱(聲變り •$? 其他の 
出現•初潮)等」がある。例へば*出產外傷を漪へて兒るならば*我々は勿論生れたばかりの赤ん坊に出產の S を 
訊く譯には行かないが、 fi f l 產の前後に於て、胎兒が何等の nil 象を持たない事はなからうと思はれる。嵴い胎內と外の 
光、 温度の變化•及び胎内の具合と蒲幽瑢物竦との差異-これらの物は呼吸典他の身體的變化を除 s て も 常然万人の 
，終生忘れられぬ外偽となる可能性がある。敁近の硏究によれば不安神經症の如きは出産外傷に起因す るらしく•フ& 
少年敎 WU 於ける心理氓上の卵 JS 
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•ィドも人間最初9經驗たる出康外傷は、個人の一住に於る苦しい感情的反應の原形となり•衆を離れる時、愛する人 
を失つた時など特に e うであると云つてゐら。(以上の外傷と些か趣きを異にした物に全くの個人的外傷として•幼 
い時に頭へ何かを酷く落されたと云ふ樣な場合がある。) 

外傷と共に幼兒心理を形づけるのは幼 M ■の根本的な願望、特に愛情5:得んとする願望が重大な物である。かのアブ 
ラハム敎授の引かれた古い物語によると，或時7レデ y ックニ世がかう云つた。「 一 邊も言葉といふ物を聞いた事のな 
い子供がゐるとしたら、そいつらは一體何うしてお互に遊ぶだらう？」物好きな王樣の命令で、一つの言葉も身振り 
もなしに何人かの子供を育てる事にした。が、王樣の質問は未解決のま\終つた。何故なら、それら子供達は皆死ん 

でしまつたから。親し S 言葉や身振りなしには赤ん坊たちは生きて居られない物だ-と。又かう云ふ話もある。や 

はりアブラハムの云ふ所によると、世孤大戰中 K ィッに至れり盡せり Q 保育院が作られ、出征兵士の赤ん坊が育てら 
れた。熟練した保姆がついてゐたに拘ら中赤ん坊は忽ち槌子が變になり、「保育院病」と名付けられる樣な狀態に陷 
つた。その症狀は食慾裒失、發育停止' 內臟障害、神經不安' 不眠等であつた％とれは如何に設備はよくても*心 
理的要求の滿たされざるために幼兒らが死ぬといふことを示す例である。人間は時問通りに飯さへやつて it けば良い 
樣な機械ではない。この原則が承認されな S 限り、母の乳及び母の愛撫から離して-子供を保 W 院等へ入れ6譯には 
行かない。尙愛怙について云つて篮きたいのは，愛情といふ物が往々にして何か行爲の報酬として與へられる事であ 
る。 r お前がチヤンとさうしたらキッスして上けますよ」と云ふ風に。だが、かう云ふ取扱を敎育篆たる者は泱して 
濫用しな s で]?!きたい。それは r 不變 s 愛 j を否定し、愛は他の代惯物で質ふ事が出來ると s ふ事を敎へる譯になる 
故に。但しそれが惡 s と S つてその反對へ極端に走〇のも又よろしくない。敎育家は「絕對の愛」と「報酬的な愛」 
の中間を巧妙に用ひる事が望まし so 

四、 敎育老自身の無意識 
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始め.分析的な自己觀察の 必要を明かに する 爲に•上流階級のモダンな智識 f 二人の母親の 話を述べる。 

一人は四人 ( D 子持で"不感症であつたが"時々•氣まぐれに子供をいじめては"すぐ後で自責感に攻められる0だつ 
た。 彼女は"八つの男兒が「お母さん何處いくの」の訊いた答へに•「お醫衰さんへ~~お醤 -^ さんは、私がお前達 
を 可愛がる様にして 下さる からね」と云つた事を自慢げに話した。一昆この答は子に對する誡實と愛を表明する様で 
あるが、 無窓識には又もや此の母親は子供への惡想を示したに過ぎない。「子供を可愛がる様にして贳ふのですごと 
s ふ言によつて I 母 la の疑ふべ からざる， 本能的な愛と善意への確信を 崩し、 逆に母への不信と悲しみを助長した0 
である。 分析の示す所に よると、 彼女は子供時代へ0定珩を 持ち、 その爲に麥及び母としての自らの地位を悟る祺が 
出來ず、無意識的には子供として止つてゐたが 故に、 自分の子供を敵對漭として遇したのであつた。 

今一つの例は•或母親が六歲の出兒に「どうして供には兄笫が一人もないの？」と間はれた時•子供に對して常に 
正 ts なるべき茁を知つてゐた彼女は「これ以上子供の出來ない様にしてしまつたのだよ、赤ん坊は IE 介だからね」と 
答へた話であ％こ i にも正 La の假酣を被つた*酷い子佻への M 盘が见られる。この母親の言葉は「自分が愛され必 
要とされた爲に生れて來た」といふ子供の確 fii を動描せしめ*ぬ分が坐れた時も一向歡迎されなかつた 1 C 違ひないと 
港へさせる様になる。この母親にも諸種0神經症的傾问があつたが•その中核を爲す物は矢版®子供時代への定蒞で 
あつた。 

かうした 定葙が子供に及ぼす寄毒は非常な ものであるが、 もし 敎 W 家が典 0 傾向 5: 持つてゐる 場合が起つ たとした 
ならば、それは 傳染病保凿袁同槪〇恐しい ^ になる。敎育家は是非 自ら 〇心理的 ^ 藤に法 意し、 子供の無意識を傷つ 
ける ¥のない 樑に願 ひたい。 それには敎師の從き鏡で ある 兒實の無意識的態度を仔細に觀察 し、 更に精神分析の硏究 
によつ て 自身の 無意誠を 悟られるならば， 敎 W の 効 架は 一段と進步され る 事と思ふ〇さもない 時は、 敎師が不本意乍 
ら知ら ず <子 供に取り返しの つかぬ惕害を 與へるに至る。 

先日、ある 女の先生が面白い話5:してくれた。卽 ち、 一 人の所謂劣等兒(男)を扱つた 際、 その先生には万更 さう 

少年敎育に於け S 心理學上の間 e 
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とも思 K な匀た Q で、そ Q 冷淡で無關心な子供基に注意し、常に元氣づけて § へさせる嫌 ES が、子供 

は次第に先生へ心を向ける様に&り•遂には大いに自己表現を行ふ柒に なつた_ と。 

私Iいて、それは必 f?s 零—けるベ墨 Q 缺蒙ら來た、外蠢味へ Q ナルチス的禁止 Q 表はれ 
であつたらうと云ふと、先生は急にその子が繼母に育てられた事を思ひ出した ので あつた。 

この場合•子供が母を求める に 對 して 先生が女性であり且•その 人格が 子供 好きであつた爲に成功した譯である0 
この點から私は•敎育上に最も H 大た「轉嫁及び逆轉嫁」の問 g を S しよ i 思ふ0 

五、敎育に於ける轉嫁及び逆轉嫁 

轉嫁はフロィドによつて發見され，フュレ V チ等 ic よつて强調された、斯學の重大問！ M であつて、幼兒心理に大き 
な 役削を持つた 人(親兄弟等)を 思はせる様な人物に對する，發意的又は 惡意 的な 感情の轉移を 云 ふのである。 (西郷 
や 乃木が父を思起させ* 吉祥天 やマ 9 ァが母 5: 思はせる如き ^ 

前报 Q 兒宽の話では、無意識的に母の姿を求めてゐた子供は、その，安住する處のない子供としての感情を早速、先 
生へ轉嫁した？ある。そ Q 先生が若いに拘らず母性型だつた爲に、子供が母の姿を先虫へ轉嫁す票を許し•同時 
に X 子供の？うした態度に對して、先生の方からも子供を稂極的に愛したのであつて(逆轉嫁) * 之によつて先生自 
身がその母性的本能を滿たす事が出來、二んが相互に轉嫁し合つた形に & つてゐる〇卽 ち， 子供の母 5: 求める聲と、 
先生の子供を愛さうとする感情とが、相互利益として結合された譯である〇菏へて見ると-この場合うまく行つたの 
は*實は偶然の^^であつて、先生と子供の態度がたま'^ - j 致したからである〇もし、この先生が母性型ではなく 
神 經症的 性格で、 - P 供を目の敵にする 樣な 人であつた ならば、 どうなつたであらうか 〇 恐らく.軍に共の子供の指潘 
に 失敗した r けであく，更に一魇子供を M くしてしまつたであらう0 

最後に結論として、かう云ひたい。 . — M 觉の取扱を誤り，爲に兒宽に惡蟛驟を興へる事なからしめんには，第一. 
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に兒竄の根本に於ける無意識的要求竝びに願望 S : 察知する事•第二には敎育家自身が、自らの無意識機制を研究され 
ん藤が最良法である一 T - i 。 

六、 補 記 

右は11 n — クのファィゲンバウム (Dorian Fefnlai ) が一九二七年 1C カナダのトレントに於ける世界敎育 
總 # に於て行つた講： M を紹介 布衍した物である。論 中. 彼の英才たる事が遨々 に感ぜられる が、 瑕 後の轉嫁 及び逆轉 
嫁の [ M ] 題については狴か說明を附加する必要があらう。 

右の例に於て彼は"+供の敎師 1 C 對する轉嫁のみならず•敎師が子供へ指し向けた逆轉嫁をも敎 W に必要な、金く 
菸ぶべき现象であるが如く述べてゐる。子供が敎師を愛し、敎師も又子供を愛せば敎 W の理想は旣に盡きたかの嫌に 
龙へられる。すると，分析眼ょりする敎苛はベスクロッチ流 0 、或ひは近來流行の.お安い母性愛 7 J 能 生 笾と同一で. 
あらうか0 

吾々 は 分析療法 1 C 於ける逆轉嫁 こそ 分析坼の 股 も^戒すべき 2] f であ？、 陷靡で ある祺 B : を忘れる m は出來ない〇不 
幸なひし？ VK - を解放」、祟我統制 下 Q 客 析娘法的 S 票を 知る 背は* 想 
背の轉嫁のみならず逆轉嫁をも rp して•その P 迷ひリビドーを軍に右から^へ移す如き方法には斷じて譜同し難い0 
それは、 mL 校内の敎 W と云ふ rtt のみに於ては、或ひは一向袭支へないかも知れぬ〇しかし-その生徒一生の敎筲(卽 
ち分析的敎育の G 2 的) を苟へ る時は、實に寒心すべき敎竹法 では あるまいが〇相瓦に糎綿し合つた生徒が其の敎師を 
離れねばならなくなつた時*如何になり行く かを，敎育凌 は钳る必要がないであらうか。®:際上、卒業後も無闇に先 
生を訪れる子;' C 祿な背はない。敎師は父たるも母たるもょ し ——だが、同時に常に嚴正なる分析#たるの fe 置を 下る 
ベからず(特に高學年に於て)である0 

フ^ ィゲンバゥムも其の邊充分承知であもうが、讁翁の誤解を恐れて念の 爲に申添へる。 (完〕 

吵年紋育に於^る心 J 1 B 學上0叫通 
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精神分析學力ら觀た不良兒 

長 崎 文治 


神經症的犯罪の機制 

ft ュ|ョ1クの有名な心理學者、ディヴィッド：ゾィベリー博士は、過去十年間に 於け る精神病考累加の統計を取つ 
た蕺句"二-白年後には地球上は狂人で滿た されるだらぅとの 嘆鏺を發 した 相 だが、 文明 病として 〇精神々經症患者を 
加へたならば、今でも常態の精神を保持してゐる者を探す に 相當な苦心が s る だら ぅと思ふ0 

犯罪容0精祌鑑定をした醫者が、殆んど云ひ合せた樣に、犯罪者には何等かの程度に於て精神素質の異常が認めら 
れると云つてゐるが，併し輝際に於て"遺傅から來る中樞神經の器 rf 的疾患の爲めに道德性の缺如してゐる者の犯罪 
行爲ょ〇も*神經症者の犯罪の方が多いから，多數の犯罪者は生活環境に依つて生ずると考へられる〇併しこ X で生 
活頊境といつても、それは普通一般に環塊論者が考へてゐる様な純容觀的な機制ではなく、本來決樂にのみ支配され 
てゐる人問の非社會的な傾向を現' B ; 生活に锑くところの心理機制であつて•つまり H デ"ポス . n ムブレクスの克服 
如何にあるのである。卽ち生育の最初に持つた，異性親への性的牽引、同性親への排拆傾向と異性親に對する關係を 
二致させて、異性親と同一化し、嚴格な父親の原型を道徳律として攝取して人格の內部に一つの部分人格としての起 
自我を作^これが所謂良心と&つて非社#的な衝動を制禦する目付役となるのである9それ故、小供〇最初にして 
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s 要なる生活環境とは兩親であつて、子供に對する兩親の正しき處遇によ H デ1ホス . n ムブ u クスは克顯せら 
れて•子供の人格の中に社會性が獲得せられることになる。若し兩親の小供に對する態度が寬に過ぎ，又は鲅に過ぎ 
た様な場合には、小供の精神の中に發達して行く超自我，卽ち人格の髙尙なる部分の發達は阻害され，又は異常な方 
面にそれて發達をす6。その結果.エス卽ち衝動に支配3れてゐる自我を統御する事が出ないで"人格の社會的部分 
と弗社#的部分との莴藤が起きて精神〇负擔が加重せられる。この負擔といふのが罪障感£21贫01といはれる 
ものであつて、これは本來"超自我の要求が過大であるか"自我自身がその负擔に耐ぇ虢ねるか，何れかの場合に生 
ずるもので、この罪陳感、卽ち糌神的の苦悶が•肉體的苦悶として、一の具體的の症候として肉體の上に肩代りさせ 
られたものが神經症であり、犯罪行爲はそのやぅな神經症が積極的に一つの行動として表はれて來たも0であるとも 
見られ得るであらぅ。それで あるから 神經症と犯罪行爲とは同:®興態で、前袭は所謂內向型の人に表はれ•後 ^ は外 
向的性格背に現はれる。 

この 罪障感といふの tr 現 ^的 行爲に因つて生じた感情では なく、 純粹に精神的原因に よつ て も 起り ^ るものであ 
るが•結局は これ 等は同一精神過程を經る ものである 。 fill ち.一般の犯罪漭が犯した罪狀を 自白し、 これに 對して適 
當な刑を與へ られ る yt によつて、今迄の不安焦燥の氣持から脫して、平和安心を得ると 同機に、 神經症激 は 自己の抱 
く 罪隙感に對 して、 これを除去する爲 めに 徽调を要求する。併し现迸社 # では非社#的願望も一定の行励的表現に迄 
達しなければ懲剖を與へ ない。 そこで何等かの犯罪を行つて懲 M 要求を滿さ せ， それに依つ て 罪障感を消滅させるの 
で，ある。か、る神經症的の犯罪行爲は罪陷感に依つて11り立てられるのであつて •フロィドは、 犯罪葱•殊に年少犯 
罪# 1C は犯行後に罪障感が現はれるの では無くして、 犯行前に 兄ら れると云つてゐるのは此の 點に 就いて ir ある。そ 
して不 li 兒は殆んどと云つてよい位神經症的犯罪者である。 

不良 兒は懲罪 や訓戒は役に立たない 

葙神分析珙から觀た不良兒 





不良兒の多くを _ 疲的犯罪^であるとするならば.かういふ小供 $: 矯正するには如何なる方法を講ずるのが最も 
よいかといふ事が問題となる。 

勿論、懲罰といふも Q は餘り m ふべきでなく •その效见は極めて少い。槪して神^症的な不良兒に對して懲训を以 
て臨む琪は.如何なる場合に於ても效报は取らない。 

これが他の器質的疾患に依つて腦中樞に故障を來してゐる不良兕とか v 又は終始非社會的な環境に育てられた爲め 
に犯罪に對する正しい認識を缺い'て、 H 不正のけじめをつけ得ない衆や、犯罪的な雰幽氣の中に生活してゐる爲めに 
道德性がいびつになつてゐる樣な場合——例へば「仁義」や親分于分〇關係に依つて成立0てゐる特殊の團體で、こ 
の團體では、時には非社會的行爲を•義理とか人情とか、又はその團體のみ0指領精神の上から敢然として行ふので 
ある——さう云ふ場合には、懲剖によつてその非社#性を知らせ，又は部分的團體〇有する指縷原卿■道徳は全體的社 
會〇道德の前には何等の力が無い事を懲罰によつて锂說して V 植道に外れてゐる道徳意識を取戾させる蕻は出來よう 
が•神經症〇不良兒は懲罰を受け度い爲めに犯罪を行ふのであるから V 燃 fj を與へる事は、彼のこしらへた S の中へ 
巧く落込む事になる。併し、それでも懲罰を受けた®によつ て、 彼を犯罪行爲にまで驅り立てた罪障感が根切りにな 
つたならば、この迷へる不幸な羊を救ふ事が出來るが，罪障感と v > ふものは_我と超自我の蒭臟の產物であるから、 
その本源を洞らさなければ無くならないし、罪障感のある限り永久に犯罪行爲は續く〇であるから"罪障感といふも 
のは恰度 m 々として m き出る泉の樣なもので•いくら斟み千しても後から後からと溜つて來る。不良兒が、その犯し 
た罪の故に析檻され i ばされる程，必中しも反抗的でなくとも，益々惡人の傾向5:强くし、折檻を受けてゐる時にで 
も、 それに對 して， 苦痛は感じてはゐるが 1 決して苦悶してはゐな S 。 寧ろその時、又は折檻 is 後には滿足氣な表 
情をさへ示してゐる。斯樣な子供には S くら折檻してもするだけ無駄である。唯彼の被虐性感情を滿足させるだけ 
で、終ひには折檻を受ける事自身に快感を感じ•折襤して贳ひ度い爲めに犯罪行爲を行ふ樑にさへなる。 

又 V 訓戒もかういふ子供には役立た t い。訓戒といふものは、感情が意識によつて統制されてゐる健康兒童の場合 
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には效果を 掰らすが、 神經症の不良兒は、自我が H スから の衝動に 尻押しされ て •理性の領域に迄 高まつてゐる起自 
我の 命令に 反杭してゐるものである か， 又は超 自我の要求が過大であつた 爲めに 自我の反抗となつて ゐる かで あるか 
ら 、超 自我に左擔する様な訓戒の方法は却つて自我の超自我に對する負擄 性を！ t める許りである0 

それでは不良兒匡正には如何なる方法が最も；^效であるかと云へば、それは分析的再敎 W である。神純症的な不良 
兒はその出發の姬初に大きな禍根を琰してゐるから ■これを 刈り取つて了はなければならない 。この 禍极は ヱデ d ポ 
ス • n ムブレ クスである。不良兒の心 现をいま 一度幼少 時のエディボス •コム ブレクスに 误してそれを克服させ、そ 
の上に 自我と 超自我の調#: を 計つてやらなければならない。£の H ディ. ホス . n ム .フレ クスの時代は兩親の愛 W の下 
にある時代であるから1不良兒は愛の敎 W によつて撫謹されなければならない。それは不设兒の心现機制をよく分析 
してゐる保匯漭、又は敎師によつて行はれるもので、不良兒をた 1 T 横若^とかひねくれ^とか、外的にのみ iil てゐる 
様な人達には不可能な事である。 

- - .. vJi i.k- •#.,▲■ 

不良 兒矯正に於ける轉移の方法 ■ 

不良兒が感化院の中とか"敎師の下では極めて善良であ 0 、金く犯罪性から脫却し切つて了つたかの如くみえる 
が"一且敎師の手を離れ、叉感化院から家庭に蹄されると幾何もなくして又犯罪をなすといふ事は M 々卵くところで 
あつて•この點に於て感化敎 W とかその他の矯：止施設は何の役に立たないとさへ非難されてゐる嵇だ。取找、感化敎 
育が連りに硏究され、矯正施設が盤つて來てゐる割合に、その成賴は擧つてゐないし、單に一區刺内の保護下に、又 
は敎師の監視下に於てのみ不良行爲が屏息してゐるといふのでは感化敎育の愤値は無い。感化敎宵の目的は横道に外 
れて來た不斑兒を正しい社#生活の常道に還す祺でノ歪められてゐた彼の自我を整理してやり*社#性を獲得せしめ 
ることである。ととろが、從來の感化敎 W は自我の整理の方にのみ m きを逝いて社#性の獲得といふ方面に注意を向 
けなかつた爲めに、切角矯正された不良兒が、社#的適應を得る事が出来ないで蹉趺し、再び犯罪行爲に陷る樣にな 
糖神分析琪から觀た不良兒 
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るのである 。最近 この 點を痛感 して* 感化敎育〇中に社會性の獲 樽と 云ふ一瑣を重視して來た〇は•斯界の一大飛躍 
である。 

併し社#性の獲得といふ事を單に社#の靡象を認識 させ， これに對處して行く、所謂意識的方面の敎 W を以て足れ 
りとするならば1一般の敎 W と少しも異らないし•何等感化敎育の特色を持つものではない。矯正3れた不良兒とい 
ふものはもぅ一度幼兒期の纖弱な感情狀態に蹴らされて來てゐるもので、 H デてホス•コムブレクス克服期に遡ぼつ 
て自己 p 無意識を整理し，父へ0同一化、母への同一化を行つて最初の社會性を獲得し、これが次第に洗練されて他 
人と ■-© 關係に推及ぼして、正しい社會的適應が出來るのである。そして小兒〇家族、特に父や母に於ける愛の關係と 
いふものが將來の總ての愛の關係の形式や經過をさへも決定するものであるから、社#生活に於ける對人關係は•小 
兒期の愛の生活にょつて規定されると云ふ事が出來る。 

不良兒は、必ず最初の小兒期に於て愛の要求が滿される事が少なかつたか、又は、餘り多過ぎたかの何れかであつ 
て、愛0生活が障碍されてゐるから•不良兒を矯：止する爲めには敎師は不良兒〇幼兒期の殷初の愛の關係を自分に移 
して來なければならない。これと同様 iT 矯 Jb した子供は更に整理された家庭に還して、正しい家族關係の中に 
敎師と0紐帶を移させしめなければならない。この靱移が巧く行くか行かぬかにょつて不良兒矯正仍赏が擧がつてゐ 
るかゐな S か 5: 分るのである。 

不良兒が、感化院の中では嘘も隘しもなく眞简に籍良となり*最も信賴する敎師の側では•如何なる場合に臨んで 
も，假令敎師の監視が緩んでゐても•決してその信賴を裂切らな S といふ事は當珉者から聞く處であるが/これは感 
化脘を出され度さに殊更に裝ほつた P 、 敎師の眼を恐れて不良行爲を行はないといふ祿な常識的な#へ方は®際に於 
ては當てはまらない。又、感化院から歸された子供に對する家庭や社#の取扱ひ方に缺陷於ある爲めに.又もや不良 
行爲を犯すといふのも遡源的の觀方ではない。 

感化院に於て不良傾向を矯正され> 又社會性が附されたとしても•轉移の方法が巧く行かなければ何の役にも立た 
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ない。胎兒から母親 Q 手へ、母親 Q 手から 8 關 S 中へ、家庭から交友關係、又は學校へ，舉 校から社會 生活へ と 
いふ轉移 Q 道程が調子よく行く所 yy しい人間性鑒性 QS が蠢 q p ある〇 jj q 轉移宗 要性は幾度 か述べた 开 
であるが、十：！來總ての人間生活に不可缺の役割を持つてゐるものである。 

現代の感化警？ Q 轉移の機制に靈し、感化院、又は；^師から社炱 a 親 Q 手袅く移してゐる であらぅか。 
胎^-にある中®親と胎兒を繫 いで ゐた孵緖は出涅 よつ て斷ち 切られなければならない。 兩親の 愛を 一含集め，いぅ 
とする 利己、も； i ； 胞 Q 抗諮によつて或程度の徹回を餘儀 なくされる。そして、 餘り衆庭で 我® に资てられた子供は 
S 生活 u 於51に、交友關 f 於ては友 f 、 i が出 f い。それと— に、 If 於て證された 
子忉は こ i で// 1.られた感惝關係を徐々に刚親又は社#への感俯關係に移し* それと 共に*感化院に對する感 U 關係 
を次汉に如めて行4な方法で取扱はれなければならな3。アイ aj ホぐ\は AJS 移 Q 關係を麗视し" JU 1 U よつ 
て不良兇矯：止に成功を收めてゐる。(完) 


柬京精神分析學研究所出版部發行 

—rNr - 
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靈魂二元觀ご雙生兒崇拜(ォく！ランク〕 

I —恐怖と自我•我々はこの二激を持つ雙生兒である——ホッブズ 


我々が度々接する雙生兒を素因とする考へ(モチ—7) 
は多くの場合別自我を素因とする考への具象化なること 
が確め られてゐ る。其中には自我のみが見得る純然たる 
幻想的別自我の 他に、 ジ ー キル博士とハィド氏の埸合の 
■に相矛质する二性格への自我の分裂が あり、ミユセー 
の例の如く兄弟の二 m 人格があり•又雙虫兒の二 M 人格 
も あつたが 、 ilb 股 後の 形態 (ナルシス神話)にあつては 
異性£雙生兒卯の戀愛まで見られたのである。文蔡上で 
は： 雙生兕のざ題は混同喜劇に好んで用ひられた。 t £ 口 
民俗學、祭儀、又宗敎生成などを參照すると_此雙生兕 
問題は我々を人類文明の始源にまで遡らせる〇スコヴト 
ラン r の學背ハリス Rendel Hprrig が其一聯の科 a 的 
勞伟 i > で示すところに よると、 鐵生兒崇拜は人類の最 


延島吏 一譯 


4 a 且つ最费遍的な制度に屬してゐる。それは原始人の迷 
信の中に見られるのみならず—現代の我々 CJ > 宗敎的信仰 
の中 [ C も痕跡が殘存してゐると s ふのである。 

此ハ y K の示す人類文化發達に對する雙生兒崇拜の非 
常な m 要性、それから又偉大な宗敎的諸淵系0■有する二 
元的性格、此二つの事實は兩若の相關々係に關する我々 
の斫究を JH 當化すのである。ハリス博士の研究は常に科 
擧的愼 II を期すろことを特街としてゐるが、典愼 1 K な彼 
が雙生兒崇拜の中に111:界文明及宗敎生成の最深の极#5: 
見ざ〇を得ぬといふ意見に傾いてゐる。此意兑を支持す 
る爲に彼は無 m の就據を提出して.叙上の關係の存在に 
疑惑を 懷くこと 6殆んど不可能な ことを 示してゐるので 
ある。 しかし 我々 としては，か、 る說明可能な事實を越 
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ぇて、何故雙生兒が此重要性を有するに至つたか、又何 
故其崇拜が文化の俾達具となるに至つたかを全く思辨的 
な仕方で問題とせずにはゐられな 50 此問題に答へるに 
は、我々はハ y スが原始人の間で染めた事贺の他に•靈 
魂に對する信仰©發生及典梁次的變型の研究を必要とす 
る槪に」考へる。卽ち別の Br 葉でいふと 1 我々は雙生兒怨 
拜は二苽蔽魂の存在を；^じた一結艰と il て、共反對の別 
13我を索因とする％へがなる此 ！一 か特姊な现象に迎い 
て生じたとする ii 方に同じないのである〇從つて我々は 
雙茆覘砰の中に別自我を素因とする^への神秘的具欺化 
を辽ざるを^ないのである。そして又此別 m 我を素因と 
する港へは•一方は可死で他方は不死な二 H の腕魂の# 
在を信ずる ことから 生じた ものと するので ある0 

我々 0 此见解を證明する爲には、先づ雙生兒战拜に關 
する我々の知識の#子を雛めて、別向我存在の信念を一 
時度外視し、二元的 m 魂觀に就て我々の知るところとそ 
れを比較しなけれ ti ならぬ〇ハリ K は如何してゐるかと 
见ると•彼は殆んど柯ゆる原始：^族の問に^酷な、 fi る 
辟格な雙生兒猜忌が存してゐるに反し，苽の雙诈兒崁拜 
がヂオキュ—ル兄弟に M 人的能力を歸する開化 M 族に於 
て始めて m 现する部 B : を出發點とし*此問题の歷史的發 
展に悲き、次の如き結論を下した。卽ち职始的には雙生 

遐魂一一元觀 i 雙纯兒鍩拜 


兒は其母と共に殺されたがノ後にな 0 て此愤習は緩和さ 
れて雙生兒だけが通槊3れ、その次に雙生兒崁拜が起つ 
た.といふのである。しかし問趙の此見方には大いに批 
評の餘地がある。といふのは原始足放と開化扰族の布ゆ 
る椅大な比較と同樣，それは原始開化兩種 K 族101の木質 
的相述點"文明を脔盧に入れてゐないからである。問跹 
は斯ぅ首へはしないか？卽ち開化 K 族が原始狀態を脫 
却し、間化的發 MS : 成就した所以は、正に彼恶が铿生兒 
の幔悉な资议を恥敢に It 定し.以て典祖先の! J ] t 始的恐怖 
を克服し"雙生兒を殺す代りに^敬し^たからである， 
と0 

我々は n 存0始秫族の W 俗， 級初の開化民族0神話及 
傅說，並びに個人的不死に對する人類の宗敎的倍仰など 
が 今！！： まで保存して來た諸徘徙を少し比較して見たい0 
ダルヴィ H ラ仙爵 custe Goblet d、AIViel r は' ベルギ 
—のクール•サンテチアンヌに於ける發掘に關する報诸 
で"一見甚だ珑酷な雙免兒に對する M 始人の猎忌に就て 
次の如き明晰な愆見を述べてゐ<。样 C 

「大部分の未開尺族は雙组兒の出產を常に M 自然的、 
少くとも胡亂千萬な事^ r 一つの呪咀と看做し.共結见 
產兒，又往み其母をも殺害したが"しかるに稍進步した 
民挨は、それを禁忌することで、卽ち彼筚を追放又は隔 
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離に處し-全住民へそれの傳染するのを避ける ことで滿 
足してゐ る。 しかし未開人は超肖然とい ふことの 中に* 
汚穢と淸淨'禍 i 福の觀念を简單に混同する。雙生兒は 
超人的力の生殖と看做されるが、其事の爲人々は其勢力 
との和解を願ひ"死後彼等を神禮を以て遇するのであ 
る。故に我々の祖先が，雙生 M の或漭を兆母と共に殺# 
し、それと同時に彼等を崇敬したことは、逛も不思議と 
するに當らない。」 

カトリックの傳道師セス I T . CIU は m 部アフ 
リカ(リベリア)から"雙组兒の占術的才能に W する信 
仰に關し次の如き報吿を送つてゐる。 

【雙生兒は實際、夢で種々學ぶ無類の特權を有してゐ 
る。其譯は多分彼等が彼世で此世のま X の生活をしてゐ 
る死若の靈に夢の中で#ふからだと思はれるど 

玆に我々は雙產崇拜と靈魂に對する信仰との間に存在 
する關係を明白に見る。此信仰は原始人の問 では 動物膨 
祖の形態を取つてゐる。此秘族、卽ちゴラ t 族の第一の 
f 小 忌は、 或一動物(人若くは寧ろ死^の靈を象徴するブ" 
シュゴ I 卜) を食べてはならぬ ことである 〇だから時挢 
子供にグヴシュゴ I 卜と いふ^がつけられるが、セス—は 
猶其說明を戤けていふ。 

「では何故雙生兒はブザシュゴートを食べてはならぬ 


か？老人の語るところによれば、ずつと皆に雙生兇が 
夢で死漭の鍵がブヴシュゴ—卜になるのを E たといふのが 
.共輝.由らしい。彼等は m でない人間のブゥシュゴートを見 
たのである〇或特徴ある逃方をするブッシュゴートが〇た 
ら、それは M ではなく死^の靈である。だから夢で M て 
或/ッシュゴートが人 R1] なのを知つてゐるII生兕は，それ 
を食べてはならぬのだ。もし食べたらそれは惡事である 
のみ&らず，其上それによつて彼等は其特權を喪失し、 
能力を失墜するに至るであらぅ0」芒し 

靈魂に對する信仰に於て旣に動物擬祖を脫したか 7 X り 
開化した民族 Q 間でも•雙生兒崇拜に太*の動物崇拜の 
痕跡が混じてゐるものが ある。 例へば ギリ シ ★では 雙生 
の天制の子、カストル i ポルクスは妹のへ レネと ntl 樣、 
鹄とレダの子として祟敬され、¢11マ古代史では雌狼 
(一 說では膝木鳥)が棄兒された雙生兒ロムルス i レム 
スの養母として尊崇された。 アスヴ ィン ae の例で明ら 
かな 様に、文明史は雙 虫 兒祟拜 は 或種の 動物 (馬 か 牛〕 
の家袼化，並びにそれを人^の役に立たせること、配合 
してゐ5 ことを〗 7 K して ゐ ろ。アスヴ ィンは古 ft インドの 
宗敎に大きな役割を演じてゐるが "アスヴィンとは雙生 
の騎士の意である。锻初期のアスヴィン信仰によると* 
彼等が馬又は寧ろ馬身の神を祖先とするといふことは疑 
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はしいが、彼等が馬の諷敎密_殊に軛を發明した御者と 
して祟敬されたことは疑ひない。雙生兒娱拜が同一の轭 
に繫がれた i 對の馬の思想と關聯してゐることは却々人 
に倍ぜられない。しかし鋤を帝く一 對の馬、相並んで波濤 
と戰ふ一對の舟子の場合に我々が此同一思想 1 C 描する以 
上、此一對思想の盘雜に關する疑惑は常然消滅すべきで 
ある。ぢ〇此問跑に關する盘兄はどぅあれ、神架#坐兒 
が從敬されたのは•彼等が牛を軛につけ鉀作に從はせた 
半神人といふばかりでなく、軛と鋤の發明1 rstf ち文化 
の進^に貨献した:1:眩であつた爲であることは確^であ 
る。ハ yK の發兒にょれば、雙生兒は舟を初めて造つた 
ものと潸做されて伉り、は—マの宗敎では航海^の守趣 
祌とまで^められてゐたのである。 

然るに原始妈族の ! IiJ で ii られるのはとれら開化的諸機 
能の做 か 一つに過ぎず、しかも雙生兒魏忌と結びついて 
ゐる设も原始的なもの、 GII ち岡：3の饳立でしかない 。 a 

ムルスとレムス、アン7 " オンとツ玉トス，カインと T 
V ルの物語は、彼等の一人は殺され、！人が闽邑 srMt て 
たことを敎へる。我々は勿論此殺人の中に、阈虽乃至凌 
の述設の際の晒罪的賴牲の思想を见ざるを^ぬ。だが家 
或は S の耐久を使期、或ひは永速に保說する爲に生人の 
锬牲卜要求すろ此 m 習は、一體何ういふ意味を持ってゐ 

孩魂二元觀4雙生兕盌拜 


るのだらぅか？此問题〇解答が、趣魂に對する信仰の中 
にあるのを示す前.我々は先づ笫一に原始段族の問に於 
ける此國邑刟立の端緖—硏究せねばならぬ☆共痕跡は今 
日で も朱 / cf 77 y 力の或地方で见られ、其處には各種の 
架•域があるが■禁忌された Jt 银兒と兆母は死を避けたけ 
H ば或期 liil 又は永遠 1 C 非處へ移住し、典處で生活せざる 
を得な SQ だ。此母〇负ふ禁忌にも枸らす"彼女と結婚 
同槌を望む W は•同じく此雙生兒 Q の作人と&るよ〇仕 
方が&い〇岛や森で隔絕した: h 地にある此 S は•斯探に 
r 禁忌された^」の住地 tc 漸次なるのである。 

ハリスによると此鹦生 zvnn 3 はョ la ”パに？へ或時期 
には滞山あつたといふ^兆瓶史を我々は細く齔いては 
屈られない。我々が唯だ記德して ffi きたいことは，そし 
てそれは Jii も m 要なことだが I 脫姑 W 族と開化托族の! J 1 J 
に#する MIS 創立の仕方の相逆である〇此 M 別は我々の 
説明にとつて彼/ cm 要性を有してゐる" SP ち M 姑 K 族の 
nn では、安全地域(聖域)は雙生兒と一紐に追放される 
母の手で創立されるに J 5 C し、 幾分文化の進んだ W 放 tc 在 
つては，同邑は成遐した©法兒の1人の手で.母の沒 
後•又北一人0殺害後0立されるといふことである"我 
々は人類の命植砷領域に5:つて、文化一般及偶人の發速 
は母性支配からの粜次的解放によつて行はれるといふ那 
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實を確認し得る。^ £ 此傾向(個人をして個人的創造に 
より_己 ?: 表現せしめずには M かぬ傾向) は， 又動物擬 
祖から別自我の妖怪 fc 至る多樣な形式の靈魂に對する信 
仰を發生させたのである。1|<)事遛に於て個人の中に宿 
り 乍ら、 しかも不死の生命乃至永遠の再生を含んでゐる 
爾魂に對する最初の信仰は、母性及肉體的出注とは獨立 
な一原則、 私が「自己創造原則」 と 呼ぶ 一原則を作り出 
したのであ so 

靈魂の思想は死者に對する恐怖に よって 人類の中に極 
く早く生じたが"それは斯櫳に侗人に於ける最初の二元 
論を生んだのである。靈魂の原始的思想は*自我と出來 
る^けよく似た別自我の形態(影' 反射)の下に生じ 
た。玀魂觀の發達に關する新斫究 は、 靈魂の表象は婚初 
から二元的なること、 SP ちそれが個人の生存中活躍する 
生戤と死後初めて生じ彼世で生活を镄ける死镪とに區別 
されてゐたことを示してゐる。これらの新研究註 i は、 
又 ギリシャのプシヶ 【 VBJmg : に於て錢初に結 rwl した我々の 
薇魂一元觀 は、 洗練された知識の所產であること，それ 
に 反し宗敎の反映する民衆的 信仰は， 今尙昔の如く可死 
玀魂と不死餒魂とを區別すること5:明らにした。しかし 
別自我が不死の生存を保存する守護天使から個人的可死 
Q 警報漭に變 じ、 更に進んで死の近接の豫吿葱に變って 


行つた [ al に，雙產現象は具體的樣式を以て靈视二元觀を 
證明し、更に典事'^により個人的不死を立證したかの觀 
がある。雙生兒は可視の別自我を#つた一人の人 Its] の典 
體化と姑られたのである。か k る人問は當然超自然力を 
驅使し得るに速ひなく、そして多分それを布褡な仕方で 
用ひるものと見られた。先づ第一に雙生兒は典肉 fss 的別 
自我の爲に不死であると見られたが"原始民族の信仰で 
は此事は他人の生死を支配ずる力を彼等が荷する意味と 
なる。此信仰の特色は雙生兒の一人0神聖な不死的性質 
に關するギリシャ、ローマの傳說の中に見出されるのみ 
ならず、此主題の最古の文藝的表現、 H ジブトのお伽噺 
「兄弟物語」の中にも見出される。此お伽噺の二人の兄 
弟は實際は雙生兒ではな5が、しかし魔術の絆によつて 
生死に對し互ひに不可分に繫つてゐる。その爲に一人が 
苦みを感ずると，も一人も*其同じ苦みを感ずるのであ 
6。此に類似した傳說は、南アメリヵの原始民族 QM に 
も弘く流布してゐる。これに就ては後で又論ずる。 ^ i 
雙產と0業との間に或關係の存在することが生張し得 
るならば、それは雙生兒なる思想の含む奇躞的な多産性 
の爲ではなく.寧ろ靈魂獨立の思想によるとする方が正 
しい〇雙生兒或は少くとも雙生兒の一人は、死の li (跌 
又は紳)から純然たる靈的方法5:以つて自生したもので 
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あるから、從つて彼等は其魅力を用ふれば、植物を土か 
ら成長させることが出來ると見られた。雙生兒が野牛を 
馴らし、其性的力を農業に用ひ得る所以は、彼等自身が 
靈魂の不死の欲望によつで自生し、其故に性的组殖から 
獨立した卜—テム動物であるからである〇彼等が舟を M 
明し，航海背 G 守護神となる所以は、彼等が其二道人格 
によつて不死を保說されてゐることが、溺死をも么む一 
切の死から彼维を保謎するからで&る。腿閊の拗合' 
スバルタでは雙生兒が^隊の前銜となつて迆雕し、口 — 
マでは廸國の鲣生兒の表徴たる二名の執政 W が驰士の砹 
前列に立つて進取した) 〇蹩生兕は共 m 先虹後¢1ちに水 
の試練$:經るが•それ is ふのは彼^は大抵小能に入れ 
られ(モ—ゼ)"ロムルスとレムスの株に水上に桀 K 1 さ 
れたからである。 fl : 十こ前に述べた様に彼等が都邑の趙設 
漭であ ofiil 立荠である所以は•けだし都邑は母胎の無上 
の象徴/ C から、锊つて尚己創造によつて獨立を表明した 
様にそれによつて兩親からの獨立を表明したのであると 
見られる。 

最初は雙生兒が半神的行爲を期し得る のは 二人が 力を 
協せた場合に限られた機に見えるが、其所以は彼等の不 
死が保踨されてゐるのは、 JH に彼等が雙砟なるが故であ 
る。此事は南アメリカの傳說に、極めて明瞭に表れて居 

M 魂11 7 C 觀と雙生兒崇拜 


り、雙生兒兄弟間の衝突は彼等が其使命を果した瞭初め 
て起る0 ( 工 I レ >• ヲィヒ蓊『神； g 』 五十 JSV 雙生兒は一 
人は可死で一人は不死だとする廣く流布してゐる思想 
は、人 flfl は唯だ自己の不死を信ずるが故にのみ文化を進 
抄させる半神的行爲を行ふと說く磁魂に對する信仰の表 
明に過ぎない。雙组兒は自然の常能に反する獨立自生と 
思はれたことが、又彼等が自然の中に典前に無かつたも 
0、我々が文化と呼ぶものを創造し秒た现 ffl と見られた 
0である〇雙生兒を獨立自生とする思想は I 私の兄ると 
ころで tt 興性雙生兒は母胎内で出生前旣に性熒を遂げ、 
それにょつて•族外婚の鎞忌に逆反したとなす、弘く流 
布してゐる佾仰の中に明瞭に表れてゐる槌に M はれる。 
辛ョしかし雙注兒の一人を蛾極とするといふことは， 

唯だ異性雙生兒の場合に對してのみ定められた ことでは 
ない。それは般も一般的な似習であつて、二人共殺して 
しまふ殘酷な fft 習の緩和と沿做される。あらゆる@生兒 
神話の 中に、 使命成就の後典一人が他の 一人の手で 殺3 
れるといふ典型的考への見出される mlef は、 又 別の說明 
1嬰求する。此事は旣に別自我の歷史で、邪魔な第二の 
自我を殺して除く試みを我々が見た以上自明の ことで あ 
30 

しかし人類の近い時代 tcM する別自我の傳說では"策 
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二 o 自我の紋密は常に必ず半神人其人の死をも招くに Jx 
し、 原始時代に在つては反對に雙生兒の一人の殷寄は他 
の一人の殘#の條件であつた。とにかく原始民族はさう 
確信して"〇うしなければ二人共必ず死ぬといふ說明で 
雙生兒の一人の殺害を正當化しのである。此權牲思想は 
開化托族 CDfin でも.尙多く©「棄兕」神話の中に見出さ 
れ . 人を共朱來の行動の爲に救ふ名目で同時に生れ 
た他の子供 1C 雙生兒を象徴させ"それを棄兒することが 
行はれてゐる。半神人出誕神話研究の爲に私の览集した 
資料は，次の疑問を我々に起させずには還かぬ。卽ち半 
紳人の年神人たる 一 切の實質 は、 ®際雙生と關聯してゐ 
るのだらうか、それとも共資質の或ものは超人的力を具 
へた或無比の個人の屬性と E られはしないかと5ふ疑問 
が生ぜざるを得ない0である。ハリスは雙生兒崇拜の中 
に半神人崇拜と宗敎との基礎を a やうとしてゐる人であ 
るが、其ハリスでさへ M 生兒の M 性と5れろ资赏の多く 
が雙生ならぬ半神人の中にも U られる£:と、そして又そ 
れと反對にキリストや聖トマスの例の如く"或半神人" 
又 id : 說111:主は•とかく雙姓兒と着做される傾向のあるこ 
とを認めざるを餘儀なくされてゐる。 

もし雙生兒の問題と稍萵い餵魂に對する信仰の間題と 
の關係を考察するならば、我々は原始民族を自然の奴隸 


から半神人に、文明の isij 始漭に變じたのは.一方を不死 
とする二 X 的 Ml 魂の考へであつて，決して雙產の事®で 
はないことを認めざるを得ない。別自我の問 IMtc 關する 
硏究にょつて我々の到達した此結論は、ハンス •>;- ル 
ブの近著 r 世界文藝のぉ伽噺に表れた强健兒贲の主想. 
其宗敎史的意義及發展 J (一 九三〇年)にょり確乎たる支 
持に接した。此人は雙生兒崇拜を全く知らないのである 
が、ハリスが雙生兒の風性とする一聯の特質を神話とお 
伽噺の半神人に見出してゐる。例へば米 だ 出產 せぬ 存相 
の麼術的能力、殊に墓9彼方まで慈愛又は兇惡の力を及 
ぼし得る死の力に對する恐怖や•不死性と關聯ある不死 
身性(アキレス、ジ—グフリードなど)を素因とする^ 
へ？： C や •彼等 半神人が自己の名を自分で〇けたと S 
ふ 綠なことである。« 

しかし依然次の如き主販がなされるかも 知れぬ。®ち 
典起源に於ては半神人の思想は雙產と結付いてゐた 0 /C 
が、衣說又は血緣の思想が次第に雙齑の地位に代つたの 
である•と。此抗辨に對しては 半祌人 思想の如き 極めて 
帶迎的な思想が、典起源を雙產の如き極めて稀有な事® 
に 負ふ锫のあり得べからざることを指摘し得る。旣に鹪 
產現象に先立つて出產现象典ものが原始民族を辩異さ せ 
てゐたに邋ひな い。けだし 今日の 我々にとつてさ r 出 
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產は、猶自然の神秘的奇 _ に厨してゐるものだからであ 
る。雙產を異常視ずる祺贤は、常態出產が旣に考虛の對 
象となつてゐたと想定せしむるに足るのである〇雙组兒 
の出生に關して M 始段族のみならず、中世の H 衆の與へ 
た說明はそれを充分に說明してゐる〇雙生兒祟拜を知る 
前に ^ かれた私の著作孕 H} に、 私は以衆の問 ic m られ 
る此極の傅說を$して逍いた^ r それは多胎出齑は贞 
滞の破毀を传たずに/±起らないことをすべて就明する M 
向が;&る。 ilt 侃念が中 -[ It の扰衆文怒の中に餘り多く ii ら 
れる爲に、或 m 識な雖#の如きは、此話の夥しいのはセ 
衆の過ちを防ぐ爲であつたといふ E 解を發丧した程であ 
る"尺衆は女性が一人の父 1C ょつて、 lm-lc 二人又 rt そ 
れ以上の子供を赃娠し fl ることを fit じなかつた V けでな 
く m の a に一度 1 C 幾 iill も子供を生む女は 1 1:と關保を 
結んだに述ひないとまで出張したのである ofEti 

监命の^合其父を二 31 と推定するのは屮世の迷信の士寸 
徴ではなく •それは民衆の^識中に古い背から保持され 
て來たものに他ならぬ。けだし兆信念は原始 i ^ 族の fin の 
みならず"十 M 代開化 Jnc 族の問にも Ji 出されるからであ 
る. 0 唯だ此父の二 31 性 Q 形態が、民族の宗教的或ひは社 
#的思想に從つて變化してゐるに過ぎぬ〇だから•例へ 
ばキリスト敎で極惡罪と看做された欺との銳子關係は、 

笾魂二元觀 isp 生兒患拜 


動物 擬祖的宗敎0民族の 間では 或特權を 享有した ばかり 
か、杏代民族の間では半神人たるべき豫定徵表とさへ爱 
做されたのである。同一信念に關して斯く解釋の異る理 
由は"次の带實の中に觉めねばならぬ。卽ち原始托族0 
社舍組織は父の法律的權利の上にではなく1母の自然的 
權利の卜：に成立してゐたが、其故は父が未だ子供の削造 
讲の役割を： M ぜず、母は祖先の破によつて受胎すると信 
じられてゐたからである。此銳先の爾は大抵或定つた種 
節の® I 物(擬祖動物) 1 C 托身してゐると思はれてゐた 
が" # i 物又は鳓物の形をとる^合も0>つた〇此 m 魂に^ 
する卜—テム的信仰は，不死の欲望から生じた ものであ 
り% lit 欲望によつて人 [10 は殊に g 分を啖ふ動物の中に、 

已の神出可能の歙微を紀たのである。 

故に®生兒は m 生に常つて自分の不死の別 R 我、卽ち 
纖を伴つて來た人叫かの如く感ぜられ’又兆 S の爲 
に S と Q 性的親編係—む他 Q 一切 Q 不死 QS か 
ら獨立した人 fill となる0である。我々の n 儿方によると雙 
座兒出，は半神人祟拜を發生せ丨めたものではなく•喵 
だそれに具！！的な表現を與へたに過ぎないが*とにかく 
半神人の原型を成すものは以上述べたことである〇 _話 
に現れる雙生兒は自分答の力/ ctt を賴り、他人の力を跻 
〇ない。彼等の生命は極めて密接 I - C 繫り.合ひ，一人の無 
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殘&死は他の一人の锻期となる。此事は H ジブトの兄弟 
神話では頗る明白で、兄弟の一方は他の一人が危機に而 
し死に瀨してゐることを知0 ( 或徵表に ょり)、 彼を救 
ふことが自分を救ふ所以であることを知つて直ち其救助 
に馳向ふのである。南アメリカの神話にも同じ事があ 
り、無敵(卽ち不死) 0雙生兒は死の徵表に雞かれて戰 
闘に參じ 、其 戦鬪で彼等を世琚の主人とする賞品を得る 
0である〇¥5 

雙生兒といふものは斯樣に全世典を敵として戰ふもの 
らしい。母の仇を討つ時でも(ツユトスとアンフィオン y 
父を尋ねる時でも(ボポル•ヴ1 )、 又妹を守る時でも 
C チォスキュール)、彼等は實際にはもぅ家族と VV ふもの 
がなく一本立であるが、しかし彼等の力は又そのことか 
ら成つてゐる。だが神話の言葉では、此力は一方を不死 
の半神人とする二 m の自我として表現される。そして此 
一一遊の 自我は、 私が今分析した半神人神話の示す樣に芄 
出生を否定するか"叉は或雙生兒物語の語る櫧に少くと 
も共出生を異常なものにするのである。從つて雙生でな 
い半神人が共父を否定し*母を禁忌して、自ら出生し再 
生し得る自己自身の創造索となつても.我々はそれと類 
似の特色を自生した原人の創造を語る郝話に見出すから 
少しも驚かされぬ。茲では此問題の研究はこれで打切 


り、れ十七；唯 ff ィヴがアダムの肋骨の一本で作られたと 
いふ 舊約聖啬の 物語に言及するに止める j 此物 rr は人類 
の原始に遡る一神話、卽ち母胎内で旣に性交を遂げ"そ 
れによつて自分鵁が自生したのみならず人類.1:も創造し 
得た とする 神聖雙生兒神話の一興說であると私は考へる 
のである。 

玆に堪なる假說として與へた此說明は、ギリシャのナ 
ルシス神話の一異說に見られる互ひに戀愛し合ふ II 生兒 
に再び我々を磡くのである。此雙生兒問題に我々が與へ 
た說明に從 へば， それは自己創造をなし得る兩性具荷の 
其體的表現と關聯してぬるととが分る 。 Jfe 十 C 我々は此 
思想が世界の迆化の原始時代の生物學的事段によつて生 
じた もの か否かを硏究する氣はない〇我々に興味のある 
のは、 男性が彼等$:創造者たらしめ得る唯一の若である 
不死の原則を母性から僭缏しなければならなくなつた事 
實の心理舉的說明だけである。此僭瘅は性的方面では、 

相共に世#と人類を創造する興性雙生兒によつて姐さ 
れ、精神的方面では，一切の性的生殖から獨立 した S 我 
自體の可死面と不死而を表現する同性雙生兒によつて果 
されるのである。斯くて雙浓兒の主想は別自我(雙生兒 
は共具體的赞例に過ぎない) の 問瞪と同じく、結局に於 
ては我々を自我の不死の 永遠的 欲望に 導ぐ のである。 人 
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間は锻初素朴にも死〇ない永遠の生命を信じたが、しか 
し實在する〇は集團的不死だけであることに氣がつかざ 
るを得なかつた。此集國的不死に對して_分を守ろ爲に 
人問は自分の別自我を作り出したが、だが共處でも結局 
人問は敁初自分の個人的不死の象徴と して 否定した死を 
認めざる を得なかつたので ある。 S 6 
姪 I ギリシャ菸削の不滅のメネクメ は、 幾世紀を通じて相簡 
らす花劇的®贷の主題か佻し M け"卜夕 y •ベルナーシ 
q r ブラィトソの ^ AirllJlc ^ 及ん T & る、^エクスヒ*-ア 
t 幾 E か此史題を其苒劇に ;n ひ f : が、それは 「 n : I 迪ひの薄劇」 
及「御避の吏に於て飛である〇此二作はいづれも 
X ン r ル n の小脫 r 雙生兒」 UM 柯か得れのである。 

二 7R 人格の土 M はロシア史上の僞ヂミト y に關する妙多の 
作品で、肋脚の形式で劇化きれれ。最迄エルンスト.ぺンン 
ォルトが、ポルチュガルの二 m 人格「セバスチアン」を『ボ 
ルナユガルの冏啪』と®す S 興味ある一诹に描^してゐる〇 
挂二『キ”スト敎神話の雙生兒』 ( 1九0三¥)『神驶雙注兒 
の0#』 ( 一九〇六年)『ボーナジ*ス』 c 一九一三年) 『P1 マ 
は雙注兒邑であつたか』(一九二七年：}。 

眹三 クール•サン•テチアン K の十：：器.原史逍物』 ( 一九〇 
八平)同一問 mK : 關す S ネッ h ヲインのドイツ語の硏究『雙 
生 5a 出産の迷信的意■』!!『宗敎科繆文集 J 第五卷に收錄 5 
れてゐる。 

通魂 二 元觀と雙生見蟲拜 


往四 Anthropg ^ o ^ lslTPP . lssa i < 
s £ 五ミリア V トィス『アリアン人種の f オスキュ ー か、アス 
ヴィン』(一八七八年〕 

1£六セム系言語 U は S 然の中一對の形式で表明され6ものを 
すべて女性と沿倣す傾向がある。ゲィルへ火▲，シュルツ U 
其俊見な基礎 i して此一對の宽蕤を取丸 C 雙止の兄弟として) 
1:も亦移3ぅ i し?:が、しかし此 M 想{ I 文化の別の期に M す 

, カストル 

01のであ S (カストルと肷の泡裡4の腿係〕 

眹七拙著 rHI 墘外傷 JC 一九二八¥〕黎照 U 
眹八拙淠 S 魂倍念と心 m 2 (1 九三〇印：！#照。 

1£九オットオ『死镟 frt 仰の EC 型"亡 mj (1 九二三。一:ッ 
ケル！ T * メ a Kr : 浚はれ t : 銀魂0仰』(一九二五苹)〇ボ — メ 
『ホメロス史詩中の狨魂と n 我^一九二九苹 y 此般後の迸作 
II アルブマンの『脱姑的镟魂假砘』な茈礎と1てゐる0(課漪 
sfeyMt #?- の魂她はやはり一方が nr 死の 51 ■他方が不死の m を 
愆哝してゐる〇) 

m 十 H 丨レンラィヒ1 r 一 般神話堞及其人 M 彤的基礎』 C 1 九 
一 o ® o 同じ < If 南米 JKI 住 KI の神話と傅脫』(一九〇五^) 
參 gr ベッ为アは非 m 浞亂した落作 r 古代口碑 M 釋の鍵とし 
ての雙生兕傅 St 』 (一九一八苹〕の中で、雙 /fc 兒の此#遍的 
意義％明かにしてゐ5。 

SI 十一此即題は拙迸！ T 半神人出誕神話 』 a 九ニニ年)で硏％ 

乙てある〇 




40 


1£ヤーー此比方は近親婚の■禁思一般の窓_か明かにし得る。私 
U 別 CO 拗#にこれか猫闽的恐怖を以て說明し nc 卽ち近親婚 
にょつて可死人が自已尚體を一$生し得 KMU 至り、 mM 的イデ 
オ n ギイの也む不死 ilt 獨立尨個人的不死な發生せしめると 
いふ m 刚的恐怖^以て說明し1;のである。 R 镟魂信念と心理 
磷5參照 d 又 『 H ディボス • n ンブレクス， K 執班中〕か比較 
せょ，) 

it 十三ベルト I ルド r ギリシャ人の傳說と迷信に表れた不死 
身性』 C 一九二年〕 

辑十四 『 plK ソグ9ソ傅說•其主想形態及解釋ヘの一寄與 J 
C 1九11年〕百六十四頁、百七十二莨ノ 
It 十五わが國でもか X る出產者な「啬生腹 Ji 呼んでゐる| 
—譯港。 

li 十六シュルツ r ホ•ホシ•ヴー序說』 c 一九一三年〕 

II 十七私は此間題を他の薪作で部分的に硏究して砬いれ〇 
it 十八私©見るところでは、 JH : れと同一の ii 解をアンドレ • 
ジ—ドが『チルシス硏究•象徴の理論』で Mis してゐ50ヴ 
ィンツイ K が最近中央オーストラリアの住民及典他 Q 土氏の 
間で確認し t : 兩性具有の m 大たる; E 適！： r 私の見るところで 
はこれら股姑民族の nn で R 足的； g 性具有の艰を取る不死 a 念 
0演ず S 大^な役割^證明する！！過ぎぬ i ^ へる。 

X 

後記-上に譯出したのはオット！ランク otoKauk の 


「ドン . フアン*別自我の一研究 JJon Jin 、 c!neff>ude 
fu】r lea9-bo 」 の一節で、口 — トマン Dr_ s- Lautman 
の怫譯によつた。 

私が淺學不文^翁ず敢て此•生難な研究の翻譯に手を 
出したのは、これが日本神代史の硏究〇一助と なると 
考へたからである。日本锷紀•古墨記，- a 語拾遺によ 
つて 拜察 するに、 日本の國土を削成 あそばされし g #" 

Iv»vl なみ あ 6 

1 T 伊伸冉兩神 tt 耦坐(異性II生)に在します。「元先 
づ成りて地後定まる j (書紀)時 .r 天地初發之時」(古 
事記)「天地剖判之初」(拾遺)化爲0ませる三柱の 
神は、「懸 f f ，船^此の椒爾を成せりしと 

自免の男神で在したが、次で rgf の道相! T りて成 
る、所以•此の男女を成す」と伊#謀 v 伊#冉兩神に 
至る其後に化爲 P ませる八柱 ( 四代)の神は、错稱生 
であらせられる〇此天神七代は皆不死であらせられる 
^;伊#譜、伊弊冉兩神に至って「始めて|^||ぎ災 
波比」を爲したまひて國土をお生みあそぼされ、其結 
扱次 yffl 出產の折「伊#冉棘岬,ぞ13の爲めに,かれ 
て終りましぬ0 J 

喾 g 本文及拾遺によれは、兩祌御創成の國土山川草 
木の主たる天照大神、月猜尊、素笼嗚#は母祌御在世 
の折の御出生と見奉る が， 書紀一書及*事記に2¢案 
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ずるに、伊羿諸尊は伊弗冉瑋を追つて黃泉に至りたま 
ひ、典地にて御疎隔の事あり、斷然御絕緣あつて御歸 
來の後‘筑紫の日向の橘小戶之阿波岐原にて®除ひの 
御■事 Q 時"雨限を洗ひたまひしより生りませるが天照 
大祌と月讀尊•鼻を洗ひたまひしより生り ませる が素 
戔嗚翱とある。此の1 U 神は、夫々國土を分つて治す神 
に在すから、母神崩御後に至つて初めて國土御俐成は 
完成した と 見奉る ことが 111來るの である 0 

W 本の雖園神話に於ては、雙藐は神業に做ふものと 
見られてゐる。御紀に日く「次に位岐洲と來滅洲とを 
雙に生む、世人或は雙味むことあるは此に象りてな 
¢0」 

天照大神と素戔嗚#との鉀軋櫟は m 人も知ることな 
がら•大祌は又 i - JM 翰とも御不和 ( C 在らせられた。进 
紀 im に日く r 時に天照大神怒ります C と彼だしぅし 
て日く、汝は赴れ悪 しき 神な り、 相兒 じとの たま ひ 
て j ' 乃ち W 夜見離と 一 n 一夜隔て離れて住みたまふ。」 
茏阬屮闽の P 剖連の次讯は、これら御軋機 I 御不和 
後に至つて初めて御漭手あそばれたのである。 

私は , 0本 GE 國神詁に表れた諸事赀をランクの假說 
によつて律し やぅと いふ0ではない。た/それは以て 
他山の石となすに足るといふのである。 (譯漭 ) 

銥琰一一元趿と雙注兒错拜 











教育者の爲の精神分析概論(ァナィド) 

宫田 齊譯 



處が*敎育の方は必ず兒宣から何物かを要求いたしま 
す。但し、茲で铹樣に1過去現在を通じての薇々雜多な 
敎育の目的を 一々 御說明 中 上げてゐると•私の御話の本 
筋から離れて了ふことになりませう。一體、敎育苕と言へ 
ば、兒觉が所 M する成人環墙を指すのでありますが，此 
の敎育容は決つて•兒宽を自分達の氣に入る者に仕立て 
、行かうとします。從つて夫々の時代、社會的地 位、 社 
會階級，所屬の 4 MM 等々に應じていろ<異つた莕に仕 
立て やうと 致すものであります。併し乍ら、此等の 1に 
興つた目的の凡てに共通すろ點があります。それは、凡 
ゆる敎育が 、兒 觉を成人に宵て上げる事•而も彼0環境 
を形成して ゐる 成人の世界と殆んど兹異の無い成人に育 
て上げる事を以て目的としてゐるといふ點であります。 
從つて敎育の出發點も亦明かになるわけで、孰れの場合 
でも敎育 は、 子供が成人と異つてゐる點 、卽 ち兒童性と 


いふものを對象として始められるのでぁります。さうと 
すれば，初期0鈥育とは何ぞやといふ問に對する答は、 
『敎育は兒實：の本性、大人の言葉で言へば、つまり子 
供の惡 M と M 爭するものでぁる。 J といふ事になります。 

子供0悪戯、等といふ事はどんな敎師でも敎育者でも 
各々自分の觀點から 眺めて、もう 十分知つ て 居るのだか 
ら■といふ理由で此の m 合5ろ—の例をお話する事を 
差し控へてはなりますまい0 

公〇敎育の場所で兒宽が演ずる惡戯は•健かに事の眞 
相の微かな投影に過ぎません。子供の悪戯の特性は、乳 
兒の頃から約五歲位迄の間’終始その世話をして來た人 
々にしか解つて居0ません。試にさうい_ふ人々に尋ねる 
と大抵は次の■やうに話して设れまず。 

r 子供は手に負へない程向ふ兄ず で、 自分本位&も0 
だ〇自分の意志を遂行し•自分の望みを滿たす事にばか 
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り專心掛つてゐて•其の爲めに他の奔が迷惑を受けやう 
と受けまいと一向問越にしない。子供は汚くて、感じが 
惡くつて"どんなに氣味〇惡いものでも平氣で手摑みに 
するばかりでなく" 口迄持つて行つたりするし、_分の 
身體に就いては恥しいと S ふ琪を知らず、他人が！！さう 
とするものには好奇心を持ち•意地汚しで、报贫ひが大 
好きだ"それから、^分ょり弱い^物 1 C 對して {1 殘忍で- 
無暗に物品を壊したがる。身體にも VV ろ{悪戯をや 
る。指をしやぶつたり*爪を咬んだ 你をほじつ た 
り、性器を弄んだりする。しかも，かうした M 戯を非常 
に熱心 1 C •夢中にな〇てやつたり" 一. a 或る^锭を持<> 
と兆の滿足に向つて熱狂的に突進し•聊か0锕 J & をも我 
悛する m が出來ない OJltfco 親速が防る斯极な體驗談の 
うちには何時も宛つて二つの不滿の膝が極立つて冊えま 
す。その一つは•了 M に前の见透しがつかないこと、つ 
ま^^何か一つの癖をやつと矯正したかと思ふと3:た別 
なのが代つて出て來るといふこと。今一つは"一體何故 
かういふ現敛が起つて來るのか.勿論刚親が手木を示す 
わけで ti fe く.他所〇惡 s 子供速とは一紐にならない や 
うに十分注意してゐる にも 不拘•こんな衔栊なのはどう 
した譯か、と S ふ不可解な疑問であります。 

處で，^樣方は.只今述べましたやうな兒®の特性の 

敎百溝の爲の精神分析槪論 


例證は要するに、客觀的な敍述といふょりも寧ろ不平を 
並べた公訴狀に過ぎないと仰言るかも知れません。併し 
抑々成人といふものは兒宽の特性に對して朱だ嘗つて客 
觀的態度をとつた寧はな S のであります。過去幾世紀か 
を通じて敎宵は•兒 31 £の觀察に對して宛も、虫徒の fa ] に 
何か問 IM が起ると初めから m 激して之に臨む嚴格な敎師 
のやぅな態胧で臨んで居たのであります。此の极な敎師 
は、調洗硏究がすつかり濟む迄は注愆して荷罪の判14$: 
港按へて m 3くことを蜞ばたい限り，训の實相を！ i 明する 
ことも、 ?! f 件の . ffifl I を識る ことも 決して /H 來 るも〇 で II 
ありません。一體親遂が數へ琳げる子供の『避 M Jfe る 
も m は、實は、いろ^—^の特 iT(Ef n s m 】 icllkeiten ) の 
泥亂、鉛維した堆精に過 r ないのですが•人はた r 之に 
對して II つた <と首ふばかりで施す術を知らない釘機 
です。 

過でI親速ばかりでなく事問的硏究も，今 tj 迄は兒笟 
に對して’餘り弈觀的な態度をとつて來ませんでした。 
在來の科哄は、秫々の假說を基として挤らへ上げた兒览 
の木質 om 造！Iに當嵌まらないやぅに思へる微候は之を 
凡て抹殺否记して了ふ C とを以つて知識5:将る手段とし 
て思たのであ0ました。玆に粘神分析は始めて兒市；の本 
質を判斷する際に從前から用ひられて居た種々の決論や 






44 ら> 假說やら、偏見やらから自己を解放したのでありま 
す。 そして其の代りに、 今迄 不可解とされてゐた 諸々 の 
惡戯が鲦く程盤然とした一つの有機的全體に整頓され， 
故意にする異常行爲と％へられて居たものが、宛も人體 
の發育に於て見るものと同じ様な發展段階の必然的繼起 
である事が解つて參りました〇斯くして、世0親達0二 
つの大きな^みに對する解答が與へられた©でありま 
す。 

外部からの形4 f 依ることなく •一つの惡戯が他の惡 
戯に急速に解消して行く現象も、此等の惡戯が決して憂 
ふべき偶發的な兒宽の異常行爲ではなくて、運命的に制 
約された發展連鎖の正常な一部分であると考へられる 
時、最早や不可解な謎ではなくなつたのであります 1 〇 

種々の現象の斯様な髁系の發見を辫き出した端緖は> 
兒赏が惡戯の對欽とする身 { S の部位が任意に選ばれたの 
ではなくて、先天的に決定されてゐる一定の系列に從ふ 
ものであるといふ觀察で ありました。 

错様は•前回の講演に於きまして、子供 ( D 母親に對す 
る愛■避が，母親に依つて與ヘられる般初の榮養と養謎か 
ら起つて來ると申上げた¥を御記憶なさつて居ると恩ひ 
ますが"子供の惡戯も之と同じ動機に依つて、而も同じ 
場所から始まって居ります〇生後數週間 0 兒童の生活に 


於ては食物の搦取が統も箴要な役割を演ずるので t 此の 
時期には身骼中で口と典 cf 周國の部分が一番大切な場所 
となるのであります。母親の乳首を吸つて•乳を體內に 
流し込むことは快感を與へますから、幼兒は，滿腹 して 
居る時でも、此の快感を繼續しまた反覆し度いといふ 
願 M を起しまず。そして間もなく、食餌の攝取とは關係 
なく、乳&與へて吳れる母親とすらも無關係に自分の指 
を吸つて此の感じを再現する事が出來るやうに&るので 
あ P ます。これを私共は子供が「おしやぶりをしてゐる」 
(das Ic s ' d ^ ll sr uht o と申しますが、其の時の幼兒の r 
には"乳首を吸つてゐる時と同じやうな滿足げな表情が 
表はれるので•詭しもこの操作の動機が「ょい氣持にな 
る爲めだ J とい ふことを明瞭に了解するのであります。 
斯うして、 最初は 食物を攝る際の副齑物に過ぎなかつた 
此のしやぶる快感は子供の大好きな、大人0嫌 ふ、 獨立 
した操作-つまり、惡戯になつて了ひます。幼兒が口に 
依つて快感を求める操作は軍に食餌を搦ること、指を し 
やぶる こと、 に限られて ゐる わけではありません〇幼兒 
は自分の周圍にある凡てのものを口5:通じて識らうとす 
る樣&機子を見せます。手の^く限りの品物を咬む紙 
る|味ふと云 ふ 具合で、大人達は、其の爲めに子供を淸 
潔にして置くことが困難に なり、 また其 0 結猓子供の健 
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康にも危險を及ぼす惧れがあるので洵に面白くない C と 
i 考へるわけであ5ます。斯樣に、快感を獲る源として 
好んで#を用ゐる現象は、大體生後ーヶ年0間持續しま 
す。 

前に叙べました兒苽に對するいろ<の「苗惝 J を想 
ひ起して m けば、その中に' 丁庇此の生後ーヶ卬の tjl か 
ら始まつて.相常の¥齢迄統く惡戯 * つまり 撖任ひ i 大 
炎とが數へられて居る ことに 抑^忖 きになる - 7 ] f で亡う 0 

拉で、次に、 n# に代つて n 立つ役刺を：： g 卞ろやうに 
な0#微の部位は艄騙に依つて外的に決定されます。今 

- S ち.生後滿ーヶ年——迄は iailc を取〇刚む成人0 

世抓は彼に對して非常に宽大な態庶5:と f 叫ら北の^ 
謎にのみ精力を集中—て只成る柷取給边や腿眠時叫〇統 
ftl と规你への s:m をつけ〇那に您を;' fi ひて來たわけで 
す〇が 、 lit の ffllc なる iz 几前の生活のうちには漸次一つ 
の新たな要^が加つてま50ます。兆の^梁といふの 
は•淸潔にさせる蛻けであ幻ます。®親や乳母は骨を折 
つて子供の膝小便や兆の他の身®を不潔にする傾向を焙 
めやうと致します0 

併し，子供は屮々此等の邪を抑制するわけに行かない 
ので、生後第ニケ年は、先づ全然と屮してもよい程、時 
には隨分? i: 努力を拂つて此の方 [filo 敎育に捧げら il る m 

敎 Yr 者の爲の精岬分析槪跺 


になるのであります0 

處で掛樣は * 子佻が淸潔にするこ <h を學ぶ迄 tc 弗常に 
说い年月が掛かるからと言つて•これを子供の惡戯とい 
ふ風に考へる〇は從らな S とお思ひになるでせう。子供 
の括約筋は何しろ朱だ充分な發 tf を遂げて居ないのだか 
ら.膀胱に溜つてゐる ^ を我梅して W たり•排便 5 : キチ 
ン <としたりするわけには行かないのであり! fc す。成 
る程淸潔教竹の初期には此の說明で flji に介ふかも知れ ま 
せんが、後になつて來ると私兆は C づから是と M つた印 
欺を受けるのであります。 

よくよく觀怒して U ると，どうも子供は^體を淸潔に 
して®くことが出來ない^ではない〇唯肉分の M ふま i 
に，铽の向いた時 1C 排便し/ C が 0 、内分の^體の砟物で 
ある便を斯様に思ひの生 V にする權利を離はれ度くない 
のではなからうかと漪へられます。平供は内分の便: C3 ?) 
して^しい碑味を：/ K します。便をいぢつたり、弄んだ〇 
す 6 ばかりではなく"うつかりして M ると口の中に人れ 
たりさへしようとします。此の垛合〇子佻の及惝や其の 
熱心さを見れば斯樣な振舞 5 :する励機が容姑に判斷され 
ます。つまり子佻は此の爲めに快感を贽ぇるのです〇虛 
で、此の快感は、級平や防胱や肛門の括約筋の强： 5 とは 
何の係はりもありません。乳兒は*乳を®む際に副砟物 
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ノイフ=ルド原ネ 

平塚義角譯 

本書の內容 



r 人向 F ストイ"フスキ—の分析 

一、 t ; 1 の如を 1 ±格二、父の理想三、父に對する佾惡四 > 條槪五、彼 Q 性生！ S 六^帝に 
對すろ : to lli } 度七、ハ又粒し八、脑邵丸、サド•マゾヒスムス十 1 宗敎心理十一、彼の愛^心 
十二 > 彼の滞惡 S 十 11 r 戀愛及び結婚の心理十四、贫困と肛 n 性悠十五•防饨癖十六、口 
辱住^十七、®祖慾と銪⑴慾 

I 「ドストイュフスキーの作品分析 

一、幼：：ル性^の描^二、初 M 作" IU 1 中のエディボス三"彼の11ヒリスムスの分析四、 H ディ•ホ 
スヘの還元 - 1 ----- 

ip^!' 


として口の周圃に快感を ^ えた やぅに、 今度は排便作用 
の副產物として"肛門に挽感を微える0であります〇そ 
こで此の 時期には 肛門の周園の 帶域が 身^中で一番 萌要 
な 部分となつて參り ます。榮養とは無^ 係に MTL を? K め 
て、自分で n の快感を產み出さうと力めたやうに•干供 
は便を耐え此部分を弄んだりして同じ結见を得ようとす 


るのであります。そして此の操作が钕育に依つて極力鹏 
迫されると砂遊びや水いぢり、汚物いぢり、等に依〇 
て*又後に fe ると繪具を滎つたりすることに侬つて"嘗 
ては非常に貴 1S なものであった。此の快感のせめてもの 
名殘$:留めようとするの T ? あります。(未完〕 



四六版 
定價 


六〇頁•凾入 
则•送料六錢 
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y イラの初舞踏#!?ニスフィ上ド作〕 


岩倉 具榮譯 

いざ舞踏#が始まつたとなると"リイラは口を利くことが出來なかつたことであらう。多分"彼女の敁奶の本常の 
相手は吐姐事であつた。彼女がシェ9ダン0娘たちやその兄弟と一紐に辻姆讲に乘り合つたのだが，それは |!!] 尬でな 
かつた。彼女は辻 M 取の小さい一隅に凭れて自分の席を取つた。すると彼女が手を！ gs た肱木は兄知らぬ若い53の上 
衣の初の极に感じられた。かくて I 行は，般柱と家と fu 根と樹木とを迎へ兄3 aolv ルッをおどる條に£ろがつて行 
った。 

「リイラさんは木常 tc 之迄舞踏^に行つたことないの？まあ、何て不思議なんでせう - J とシ3リダンの娘1 

が聲商に云〇た0 

「私達のお隣&は、一番近くつて十五哑もあるのょ。」とリイラは*^を開いた0閉ぢた〇しながら、おだやか C 、 
や？しく 1 K つた0 

お V 、木常に、他の人迷のやうに無頓涪にしてゐる L いふことは何てむづかしいんだらう！彼女は微笑し過ぎな 

い！；？にした。あまり蘇をつかはない Y 1 にした。併し凡 X のことが一つ I つあまりにも珍しくて刺彼的であつた . 0 

メッグの月下^:. ジ "- KQ 長い雲 Q ， 雰屮から？出でた花 sy 、 白い毛皮 q 上 5き出て t “ ォラの 小 
さ S 黑い馨々々。リ 1 N には何時 f 忘れられな VQS るやうに f れた。彼女 Q 從兄 QT ? がそ G 新し 

?イラの初舞 M # 
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い手袋 Q 包んで 含 麗 Q 紙を引はがしそ Q 習投出す Q 15 r 彼女はハッと思つた"彼女 ts の f 記 
念品として"思ひ出として取つておき度かつた。ローゥ—は前か r みになつて、その手を。ォラの膝においた。 

「忘れないやう 1 C するんだよ、ねぇ」彼は云つた。「何時もの通ゎ三番と九番だよ•分つた？」 

あ\"男の兄弟があるつてことは何て素晴らしいんだらう！リィラは }1: 铤して"若しそんな余裕があつたら、若 
しもそれ％不可能 S かつたら、 自分が獨りつ兒で 、與 兄弟から「分つた？」なんて？て貫つたこきないのを泣 
かずには? b られなかつたら うと 感じた。その時メッグがジョーズに1「今晚程あなたの髮がうまく結へたのをわたし 
見たことない わ」と 云つたが"女同胞としてこんな云 ひ 方をするものはなからうと思つ た。 

片し，勿論、 そんな時間の余裕はなかつた。彼等は もう 練習場に若いてゐた。練習場の HfT にも後ろに も 辻 馬車が一 
杯で1 S 何れかの 側は 動く 扇形の光りで輝いてゐた。そして—の上に i しげな二人連れ達が空中を浮ん 
で來る槪に思はれた。小さい襦子の靴は番ひの小鳥の樣に互ひに追ひかけ合つてゐた。 

fitc つかまつてゐらつしやいよ _ 9ィラさん*はぐれてよ J とロオラは 云つた。 

「さァ 、女の連中はみんな僕について おいで 。あそこまで驅けて行かう〇 口"* y — は 云つた。 

リィ ラ ？ f Q 桃色 QI 銳 Q 外蕾二本 S 指を當てた。そして彼女等はまるで持上げられる T にして、大き 
な金色 Q 提燈の前をょぎり、廊下をずつと述ばれるやラに 走り、 「婦人室」と記された小さい靈に押し込まれた。 

こ1には人々が大勢込み合つてゐ て、 彼等の身につけた物を脫ぐ場所もなかつた。その騷ぎは耳を狸するばかりであ 
つた。何れかの側の二つの椅子には外奪肩褂が堆 fm 上けられてゐた。白いエブロンをつけた二人の年取つた女 
が、 腕一杯にそれ等の脫ぎ拾てたものを抱へては何度も何度もあちへ行つたりこちへ行つたりして述んでゐ九 。そし 
てみんなは室のずつと端の方にある小さな化粧^と鏡の所へ行かうとして押し合ひへし合ひしてゐた。 

大きなふるへる瓦斯の光りが婦人室を 照してゐた。 もう待て暫しはな かつた。 もう ダ i は 始ま？ ぬた。 戶が再 
び開かれて響室から突然音が聞ぇた 時， それは殆ど天井に迄 跳ね上つ た。 
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證ぃ娘達' 霊な娘達 tr 髮叢で" 9 ボンを結び直し、胸衣の前の矣差つを押し込み•大理石 

の樣に白い手袋を' きつちりさ¥ゐた。そして、彼等はみんな笑つてゐたので • yl フにはみんなが良^ 

れた〇 

「見えなくなつたへアビンがないでせうか」とある聲が叫んだ〇「をかしな こと / C わね一見えな くな つたへ アビ ン 
なんか見えつこないわ。」 

「租の背中にお白粉つけて"あそこに U 广がゐるのょ」と他の誰か L * 叫んだ。 

「でも私*針と木細女亦なペち々 M るの。私、ひだのある綠飾を隨分提く破いちやつたの、」と三番1の教が泣き 
聲を出した。 

その時、「ブ0グラムを巡々にお配&下さい。巡々にお彼し下さい！」といふ膝がして、ブ11グラム入ゎの麥わら 
バスケットは腕から腕へとヒ？イ^^と派された〇桃色の鉛^と綿毛の MI のついた、愛らしくて小さい、桃色と銀色 
0ブログラム。バスケットからその一つ5:取つた時，リィラの指はふるへた〇「私も一つ^つてい X のね？」と彼女 
は誰かに訊かうと思つたがノての gy 次の文字が目に道入つた。「ヮルツ' 二人、力 KIQ 中 Q 二人づれ二一人づ 
れ。ポルカ4、羽を飛ばして。」その時、 〆 ”グは叫んだ〇 「 m 益はい、？リィラ」と。そして彼等は廊下の人ご 
みをつき拔けて練習室の大きな二 m 戶の方へ押し進んで行つた0 
ダンスは米だ始まつてゐなかつたが-樂除は調苦を止めた。すると人々の騷ぎが大變大きかつたので、^葵が始ま 
つても到 JKpf ] え5う 1 C もない嫌に思はれた。メッグにしつかりと寄り添つてゐるリイラは"メマグの肩越しに眺めてゐ 
たが、天井に狠られた小さなふるへてゐる色とりどりの旗さへもが何加お喋舌りをしてゐる樣に感じられた〇彼女は 
全く恥づかしいのを忘れて了つてゐたノ翁物$:葙る潑中で彼女は、一方 0 靴はまだ穿かず一方の靴は旣にはき、ベゥ 
ドに腿をかけて、從兄弟に馄話^:掛けてどうしても行けないからと斷つて^ふ樣にお母さんに賴んだのであつたが， 
をんなことも忘れてしまつてゐた。そして月明の中でふくろふの雛が「モア•.ホ—ク(厥肉をもつと) j と嗚いて* 
3ィヲの初舞 m # 






CO 


る s に甲を傾けつ \ 彼等の淋しい田集®ベ t ダ y 坐つてゐ疵いとい金みをはげしく抱い s であつたが.そ 
ん&望みも今は旣に沄れられて*一人で堪えるには六づかしい程の甘いはげしい喜びに變つてゐた。彼女は la をしつ 
かり握つて、光り輝く 金色の,つつじ、提燈'赤い力 if が敷かれて鍛金した椅子と議とが一角にある一方 
Q 舞? S を見つめ乍ら、「何て，美しいんだらう。只もう何て美しいんだら う！」 と息を殺して ^ へる 0 であつた。 

_少女>||1みんた戶の一方の側に集つて立ち"^達は他の側にそして黑い济物を浩た附添の^人は"何だか痴果^に 
撖笑ひをしながら、みがき立てた麻の上を舞豪の方へ注意深く小股に步いて行つた0 

「この人は田舍の私0小さい從妹の y イラです〇どうぞょろしくね。相手を a 付けて上げて下さいね。この人は私 
• が而倒 II てあげて居るのです OJ メッグはさう云つて"次から次へと少女0間に觸れ歩いた。 

見知らぬい6いろの顏がリイラを見てぼ i 急んだ^—やさしく、ほのかに。初めての人のいろいろの聲が答へた。 
「え\モチ、眾知だわ。 j けれどもリイラは，少女達が本氣で彼女を P てゐないやうに感じた。彼女等は男達の方 
を見てゐた。どうして男達は始め&いのだらう。彼等は何を待つてゐるのだらう。あそこに彼等は立ち、手袋5:きつ 
ちりさせ"光滞のある髮を撫でつけ、お互同志でニコニコしてゐた。すると、金く突然"まるで自分迮のすべきこと 
を今丁度決心したのかの樑に、男達は前土問をすべつて來た。少女達の^に樂しさうなさ\やきが聞えた。丈の高 
い、綺麗な^がメッゲの所にとんで來て、彼女のブログラムを摑み、何かつぶやいた"メッグは彼をリイラの方に引 
波した。「一帟におどつて下さいますか。」彼はヒョイと頭を下げてにつこりした〇そこへ服鏡をかけた淺黑い男が來 
を。それから從兄のコが友達と來た。又、ロオラはネクタイの曲つた k 少しそばかすのある男と一緖に來た。次 
には全くの老人——肥つて"頭に大きな禿のある——が彼女のブログラムを取つてつぶや S た、「見せて下さい"見 
せて下さい！」そして彼は名前を寄き込んで黑<見えた彼のブログラムと彼女のブログラムとを長い rln 比べてゐた。 
比べて見て老人は大變困つて? J る樑子なので•リイラは恥づかしくなつた0「あら，困りますわ」彼女は熟心に云つ 
た。けれども 肥つた男は答へないで何かを^いて" もう 一度彼女をチラと見た0 r この明るい小さな顏は見资えがあ 
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るやうだが。 J 彼はやさしく云つた。「前から知つてゐた顏だらうかなごそ〇唪間樂隊が演奏し始めた(〇で、肥つた 
男は行つてしまつた。光 0 輝く床の上を流れる如く襲ひ來&、人の群を一組づつに分ち•彼等を 散らし， 速かに送り 
つゝ湧き出た大きな音樂の波に，彼は運び去られた。 

リイラは寄宿學校でダンスを習つたのであつた。毎土曜日の午後、寄宿生達は小さな波形鐵板のミサシ"ノ •ホ—ル 
に急 s で行つた。そのホ ー ルでは(ロン F ンの)エクルズ嫂が、そ a ) 「選ばれた J 組を受持つてゐた？けれどもその 
埃臭いホ I ル I 壁にキャラコの織物が掛けてあ 0* 褐色の天^弒の綠なし峭を冠つた哀れなビクビクした小さい女 

が兎の樑な耳を持つて冷いビアノをゴツ^^た V き、エクルズ謂はその長い^い杖で少女達の足をつふついた^-と 

こ ゞ のホ—ルとの違ひが余りにひどかつたので • y イラは、蒞しも相手が來ないでた VM くべき音樂に聽き入り、他 
の人々が金色の麻の卜¥すべるの$:兒るだけであつたならば、彼女は少くとも死にさうになるか' 氣絕するか" lil : 
あげて•星が m える暗い窓から逃げ出したでもあらう。 

「御一緖に•如何です _1 」誰か^おをし、につこりして、腕を彼女に羞出した。彼女は結局.死んではゐら 
れ&かつた。そ〇扔〇手が彼女0腿5:押へ、そして彼女は池に投げ込まれる花の樣に流れて行つた。 

「本當にい-*麻ぢやありませんか」との聲が、彼女0耳近くかすかに、ゆつくりと聞こ灸た。 

「大變滑らかで、素的で御座いますね" J y イラは云つた。 

「何と仰言いました？ J かすかな聲が而喰つたやうに云つた。リイラはもう一度同じことを云つた。 r ると一寸間 
をおいてその啓は答へた" r いや全くです！」と、彼女の身體は，また振り廻はされた。 

彼は相手の身體をあやつることが如何にもうまかつた。少女達と踊るのと男の人と M るのとではその點が大きな逸 
ひであると，リイラは心でうなづいた。少女達はお 3 T : ひにぶつかつて"お5:ひの足$:踏んだ。紳士役となつた少女は 
いつものやうに相手を搁むのである。 

つ X じはもう別々の花ではなくなつた。それは畋き流れる桃色や白0)旗の様で*>つた。 

9イラの初舞路會 
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「先週べルさん0所へ行きましたか」あの聲は再び聞えた。それは疲れてる樣に聞こえた。 

リイラは彼に娴を止めませうかと訊くべきかどうか"速つた。 

「い i え，今 B は私の初舞踏ですの」と彼女は云つた。 

彼女の相手は一寸喘<^やうな笑ひをした。「まさか、そんな^- J と彼 i ± 受けつけなかつた。 

r い X え、本當に初めてのダンスなんですのょ。」リイラは一所懸命に云つた。誰かと話すことの出來るのが氣を 
樂にするのであつた。「私は今の今まで、ずつと田舍に住んでゐたんで御座いますの……」 

その時音樂は止まつた◊で、彼等二人は壁の前の二脚の椅子に坐りに行つた。リイラは桃色の襦子の脚をつゝまし 
く隱して 、 a を 使つた。その間に彼女は他の幾 M もの男女があちこちの扉 口を 拔けて通つた D 見えなくなつたりする 
のを幸福さうに眺めてゐた〇 

「お樂しみね、 y イラさん？」とジ " 1 ズが、金髮 の 願で ぅな づきながら訊いた。 

ロオラは行き過ぎてほんの一寸ばかりめくばせした。それを見て y イラは自分が本當に大きく&つたのかどうか"一 
瞬疑はしく思はれた。確かに彼女の相手は餘0多く口を利かなかつた。彼は咳をして、ハンカチーフを押込み、チ'ョッ 
キを引張り 下し， 袖から糸くづを取り去つた。併しそれは何でもないことであつた。忽ちにして樂隊が始まつた。そ 
して彼女の二# S の相手が天井からとび出して班る樣に思はれた。 

「麻は惡くない。」今度の聲もさう so た。誰でもいつも床のことから云ひ始めるのだらうか。すると又"「木曜 B 
に一一1ヴさんの所へ行きましたか。」と訊く◦で"もう一度リイラは說明をする。彼女の相手達がそんなこと以上興 
味を持たなかつたのは一寸奇妙であつた。何故なら彼女にとつては初めて0舞踏#でぞ《するやうな思ひがして 
ゐたからだ。彼女は凡ゆる事の門出にゐるに過ぎなかつた。今迄^とはどんなも < D か一寸も知らなかつた樣に思はれ 
た。今迄夜は暗くて1靜かで•極めて屢々美しかつた i さう、屢々美しかつた I 併し何だか悲しかつた。嚴肅だ 
つた。併し今や诀してもうそんな風ではないやぅに思はれた。——夜はまぶし S 程明るく開 S たのであつた。 
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「氷を食べませんか」と相手が云つた 0 さうして彼等は扉口を出て、廊下を逋り•食堂に行つた。彼女の頬は燃え 
て"恐ろしく咽喉が渴いてゐた。小さなガラス皿の上で氷は如何にもおいしさうに見えてゐた〇そしてひえたスヅ— 
ンも 、何にも冷た さう であつた一氷もやは办……。そして彼等がホールに歸つて來た 時、 肥つた男が扉の所で彼女 
を待つてゐた。彼が如何にも年を取つてゐるのを見て" 9ィラは二度喫驚した。彼はお父さん連やお母さん連と共に 
舞籙の上に ゐるべきで あつた 〇そ して” ィラの 相手達と比べて見る と、 彼は如何にもみすぼらしく見えた〇彼〇 チ5 
キは皺くちやになつてゐて"手袋の ボタンが 取れ、上衣はまるでフランス•チクで汚れてゐる樣に見えた。 

「いらつしやい、お孃さん J と•その肥つた男が云つた。彼は堪かましく彼女を捕へた。そして二人は大變おだや 
かに步き去タンスをしてゐるといふよ々も步いてゐる樣であつた。併し彼は來については一言も云はなかつた。 

「初めてのダンスぢやな S んですか」彼はさ i やいた。 

「どうして御分りになりましたの？」 

「それはね」と肥つた贝は云つた。「年の功ですよ！」彼は下手な一組の側を行きすぎて彼女をあやつつた時にか 
すかにぜいつた。「何しろ今迄卅年阳もかういふことをやつて來たの t ? すからね。」 

「，卅年ですつて？」とリイラは叫んだ。では、彼女の生れる十二年前からだ！ 

「殆ど#へられないことですか"さうでせう？」と肥つた男は陰氣に云つた。リイラは彼の筅げた頭を見て"本當 
に犯が氣の毒になつた。 

「今だにずつとしてゐらつしやるのは素的だと思ひますわ OJ 彼女は親しげに云つた。 

1,親切なお踉さんご肥つた男は云つた。そして彼はもう少し近くに彼女を引寄せてゥォルッ01節を唸つた。「勿 
論」彼は云つた •「何でも加う云つ た m をそれ 程長く 續か せる ことは出來ませんよ。どうでも出來ませんよ"」肥つた 
與は云つた。「さうな るず つと前に大抵の人は綺麗な黑 s 天鵝絨かなんかを着込んで、あそこの舞盛の上に坐つて眺 
めてゐるでせう。そしてこの可愛い i 腕が肥つた小さい腕に 變 つて. , 別の種類の扇で、黑い骨つぼい M で拍子なんか 
0イラ〇初舞路會 ‘ 
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取〇てゐるでせうよど肥つた男はふるへてゐる樣だつた。「そしてあなたは $> そこにゐる哀れた牢签〇達の樣にニヤ 
-I ヤ してあなたの隣りの年上の婦人 1 C 向ひ"あなたの娘の方5:指し■てあの娘を恐ろしい男が クラブの 舞踏會で接吻し 

ようとしたことを話すでせう。そしてあなたの心がづき-^痛むんでせう j - -肥つた男は彼女をもつと近く締めつ 

けた、如何にも彼が本當にそ〇哀れ&老いた心を氣の 5 K がつてゐる樣に-。『何故なら、 誰ももう あなた 1 C 接吻し 

ようとは しないからです。そしてあなたはとのみがいた床が步くのにどんな tc 不愉快で、如何にも 危險だ と 云 ふでせ 
う〇え，， 、ト プノクルトー 娜 さん？」肥つ た男は やさしく 云つた a 
リィ ラは輕 くちよ つと笑つたが、笑ひ事とは思はなかつた。それはみんな本當だつたのか——本當であり^たの 
か。それは、恐ろしい事赏の樣に聞えた。この初舞踏#は結局、彼女の般後の舞踏#の初まりに過ぎなかつたのか。 
その時、音樂は變る樣に思はれた。それは悲しく，悲しく驟いた。その音は大きな溜息に高まつた。お*、何とす早 
く樣子が變つたことか！何故、幸福は永久に續かなかつたのだらう？永久とは"餘りにも長い一瞬間ではなかつ 
たか。 

「私、止さう と 思 ひます 0 j 彼女は息を殺して云つ1肥つた男は彼女を扉の 方へ連れて行つ た0 
「い、え」彼女は S つた。 「私、 外に行かうと云ふのではありません。私は腰掛けようと云ふのではあ U ません0 
私は£:のま i こ、 に立つてゐたいのです。ありがたう御座いました。」彼女は壁に寄りか V り、足を n ト コトい はせ • 
手袋を引張り、微笑んでみようとした。併し彼女の心の典深くでは小さな少女が涎掛4頭にかぶつてす、り泣くので 
あつた〇何故彼は凡てを駄 W にしたのだらうか？ 

f ねえ■お踉さん」肥つた男は云つた。「ほんの冗談を云つたんですよ。本氣にとらな S でね•お®さん。」 

「私つ たら！」リィ ラは、小さ S 黑い頭を振り、下#を吸ひ乍ら 1 K つた■:…〇 

もう一度 幾 組 もの 男女が おどり 出した 。いくつもの 扉は開 S たり 閉つたりした。 今や 新しい 音樂が樂 長によつて 演 
奏された。けれども U イラはもうおどり度くなかつた〇彼女は家にゐて，あの雛〇ふくろふに 耳を 傾けつ、 坐つて ゐ 
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度かつた。彼女が暗い窓を通して根を見つめた時■それは翼の樣&長い光りを持つてゐた……" 

併し、 すぐに やは らかい、とける機な、恍惚り させるやぅ / X 調べが始まつた。するとち ir れ髮の若い男が彼女の前 
で お 辭儀した。彼女は メ "ダが見つかる 迄、 禮儀 上、 おどらなければならない と思つた。 甚だぎごちな く 彼女は 眞中 
に步 S て行つた"極めて傲然とリィラは男の袖に手をのせた。併し一つの瞬間^ T 10の廻轉に、彼女の足 H : 滑り、 
滑つた。光線_つ ゞ じ.着物.桂色の顏、天鵝絨の椅子、凡ては一つの美しい飛び翅ける职輪となつた。そしてリィ 
ラの次の相手が彼女を例の肥つた男の腕にドンと 引渡し、 彼が「御免なさ SJ と云つた 時に、 リイラは前ょ〇も輝か 
しく 彼に ほ、 焱みかけた。彼女は再び彼をそれと認めさへもし&かつた。 § 

网後に^^事の始めにわ?:つて事の終 y か愁へ"歡钥未だ抛 irb ざるにいとど哀怵を资ゆ S ことの辱^はマ X スフィールドが焖 
的神經の锄きの常 i は沄へ、我々 It 旣に『猓£ (岩翁課『遡想の家族』 Q 内〕 It 於いて類似 £D 主®に接したが、こ'て ts 
方その M なれ S 表 Bi を兑るこ、となつ T:o の內に愁傷かた、へて、作渚獨0の文埏英か味は、しめる。 ( B ) 


岩倉具榮譯 sfsH 八十錢-—6 研究所出版部敬行 

『理想©家族』マンスフイ—ルド讀集 

▼美しい珠玉の短篇小說數篇とその分析鑑賞案内とをお陆ひ下 e い。 


リイラの初舞踏曾 





文藝學ミ精神分析 


この約二十年間、文藝學の硏究領域の題材に關す iI 
文とスヶールの大き s 書物が•たえず引きつづいて 靨 學 
渚の側から發表されてゐる。しかし、現代〇文藝學は、 
この事實に對してあまり■多くの注意を拂はない。それに 
もかかわらず*一方、ジ I クム■ノト•フ P ィ Fl ' c ょつて 
創始された精神分析の仲展と結びつきながら、 s まやつ 
ぎのやぅな現狀が持ち來らされるにいたつた。すなは 
ち、 ベンをもつ野者の一派が文藝擊の資料に對して頑强 
に一つの要求を主張した結艰、すでに今 P では多くの出 
版物にょつて、この要求の性質と板據が追究され得ろの 
である。 

しかしながら•ここでは、精神分析の主要命 fs につい 
て討議を開始すべき場合ではない。むしろ、この學說が 
文學史寂の硏究領域に對して持つ地位を齋き改め、もし 
これらの二つの觀點が竝立し得るならばそこからいくつ 


武田忠哉譯 

か0結論を猫き出すこと、われわれはそれだけのテスト 
によつて滿足を感じるのである。 

精神分析の文學的•藝術學的關心は直接にそのスタ— 
夕 I にまで還元されるので ある。 例へば、 7 ロ イドの初 
期の論文の一つに"「ヴィルヘルム•イ S ゼンの『ダラデ" 
—ブ J における 妄资と夢 JC 1 九〇七 〕 といふ硏究 が 數へ 
られる。これは.な (1 現存す る 一人の文學漭の作品 m お 
S て、夢の生活の見解——(精神分析 ( C よつて代表され 
る 見解と同一の)1^を證明 しよぅとする 試みに 外なら 
ない。 さらに"フロイドは" 同じ時期に M する，よ y 大 
きいスケ ー ルをもつ 書物 、 r 機智。それの*無意識的な 
ものに對 する 關係」(一九〇五〕にぉ s て、美學的 ■體系 
的論文の 土地へ 歩み入るにいたつた。 

さらに，彼の「夢の解釋 j c 初阪一九〇〇年 C には翌富 
な文珙史的資料が見いだ されるが" 特に それは2 ディ 
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ボス J 97/ レス)と「ハムレ,卜 J の Ifi : 聰において 

その頂點へ到達した。その後、この說明は精神分析の構 
成にとつて決定的な役割を〗 7 K したのである。 

フロィド0>著齊 e 多くの部分から，文學-—特に、シ 
クスビア I に對する一つの深い尊敬が明かに現れ、 
これらの著書においては最近にいたるまで絕えず新しい 
文藝學のテーマーが取上げられてゐる。例へば T 不氣味 
なも0 J ( 1九一九)といふ論文では 、 E • T • A ■ホッ 
フマンの姿が、そして、^詩と疵遛』における小兒時代 
の I つの思ひ出 j a 九一七〕といふ評論 [€ おいては、小 
兒のグ I テが陶器を役げつけた有名な H . ヒソードが"い 
づれも避も ill 要な結趿を含む新しい解釋を加へられてゐ 
るのである。* • 
*フロィドにょれぱ、兄弟は父に對して"すな[1ち、亡3.も01: 
の躲威1:反抗して立つと ^ にのみ タィ •アッ，フするが"本 
來> 彼等 U 競氓赍て不和でめり、敵 i して規定されて 
ゐる S である〇小兒ゲ I テが陶器/ i - 投げつけ t : Q は、弟0 
出現 It 對すろ嫉妬から動機％鸽かれ n ものと解釋 マる こ i 
が S 來る。股初、この见地は必ずしも成立し得なかつれ 
が、多くの粒神分祈的^驗の結趣> やうやくフ D イド II こ 
の解釋の確信か持-〇にいたつたのである。 

フ P イドの硗も著名な學徒たちは、純文學の說明に對 
文藝嘐ズ耥神分析 


して同じや5な一つの要求を示してゐる〇 

例へば、アルフレート•ア 1F5—* は、いくつかの 
文學作品にょつて彼自身の認識へ雜かれた。彼は"それ 
らの作品における r 個人心理學 e 實際と现論 」a 八七0〕 
といふ彼の論文において、メールヒユン•聖書—シ，1ク 
ス ビァ ■ゲ— テに 對して敁高の シ I卜を規定したのであ 
るひ文學莕の創作——(ここでは現にかやうに呼ばれて 
ゐる〕^、それが新しい 硏究 方法にょつて 理解される 
で&らう範圍、それらが.果してアードラーの個人心理 
學が正しい n !スにあるか どうかを 判定する照尺になる 
やうに 思はれる 〇さらに、 この場合には、 ドス トイ a フ 
スキ— に對する觀察が この 敎科寄のIつの m 要な# を 形 
づくつて ゐる のである。 

* C 1 八七〇—— ) ヴィ—ソ。心 1 f 织•精神病 •個人 心理學 
を战攻。神經镫。 

fK 才的なヴ"ルへ > ム•シュテーケル*は、後に"粗 
野かつ無£省的であるとしてフロイドから拒否されるに 
いたつた。彼は一九一二年「文學者の夢」を發表し、そ 
の際に、ケラ|とへッべルをかつて例のない夢想哀とし 
て推獎した。 

この「文學衮•神經病音.犯罪^における無意識的衝 
動力の比較硏究」は、結局、皮相的に綴〇合されたもの 
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に卞ぎなかつた。しかしながら*それの結播は一つの他 
の論文の！！名の 下に， 同じ彼のベン 1 C よつて徐括 され、 
「文斟と神經病」(一九〇九〕と名づけられた〇 
彼は" f 文^奔をその夢によつて測觉かつ認識する」 
ことに對して贵任を負ふ。そして、彼の m 集によるこれ 
らの記錄をただ一見するならば•そこには，明かに何か 
深く掘り下げる要素の內在が理解されるのである。 

このことは私が知つてゐる嚴も印級的な一つの#にお 
いては 一 it よく適用される。すなは ち， 「榈励と感動の 
生活における妨碍」シ ly — K 第五卷「性慾心现的嬰兒. 
症」 (一 九ニー)に收められた論文「ジャンニ V "ク•ル 
づソ to 一 人の露出症患容の分析。」それによつて， C の 
著衮は文藝學の領域へ7 T ゥルしたのであつた。 

シュテーヶルもやはり粘神分析舉容が文學の確實&知 
識を持つことを極度に m 要視した。何故なら、多くの卜 
ラゥマー 5 は喪物から出發し，また多くの普物が粮神的 
發展に對して一つの決定的影_を作用してゐるやぅに思 
はれるからである。 

* 0八六八——〕精神分拆。性慾學" 

##外傷)犄神的負傲)ショック。 

力—ル•グスタフ•ュング*0彼は他の一つのパースぺ 
クテ"ダから，文學者に對するかやうな CR 證を聲役して 


ゐる。彼の「心现學的タイブ J (一九二0においては、 
集合的無想識的なものを M み取る彼等の才能が認められ 
る 1 C いたつた。 

「彼等はそ0時代の優秀な人間として、地下に動く不 
思議な潮流を推測する。そして、それは個人の能力にし 
たがつて、多かれ少なかれ言語的象徴によつて爽現され 
るのである Q 

彼等はかやぅな眞の豫言者として、無意識において起 
るもの，おそらく舊約聖喾の用語において神の意志であ 
るもの、それによれば將來不可避的に一般現象として生 
じるであらラところのもの"それらのルボルタ—ジュを 
與へるのである0 J 

この巒物は、シラ—の哲學的文獻 I 特に、「美的敎 
育についての手紙」一^シュビッテラ—**の虛女作「ブ 
ロメ ート イスとエビメートイス J C 1 八八 〇 /こ n らに關 

する M 大な极本的11論を包含する。さらに V 同じユング 
の「リビ I ド ー の變化と象徴」0九 rl ) には「ファゥ 
スト」0解_が加へられてゐる。 

しかしながら I それ以前の他の場合にも•このシュピ 
ッテラ—は I 「ホーマ ー の末孫」 として 1 數人の補神 
分祈雖漭によつて彼等の研究のために像約されたのであ 
つた。彼の最も個性的な作品 r イマーゴ IJ c 小說) 
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0九 0 六： > は、彼等を余く魅惑したに相異な S 。 かぅし 
て•それ以來、この薪物の標賊は、 ！ o の棘神分析學的 
槪念 V 竝びに、一つの雜誌の名にまで高められるにいた 
つた。すなは ち、 この雜誌は、一九一二 印、 精神分析を 
賞際に自然科學と粘神科學へ適用し■さらにフロィドの 
言葉にょれ•は，7カデミ—の偭々の科から新しい研究才 
能を誘ひいだす意 M の下に 0 IJ 刊されたのであつた。 

*(一八七五-——〕"精祌祸と心观嘐か部攻」神經槪。70ィ 
ドの精神分析から離れて"彼 rl 腐の分析心理堞の nl スを 
冏扣し、優れた强術起殷論な持つてゐ a 。 

S (一 八 l-'r 五 I 一九二五 ^詩と 短篇小說。ノ * ペル赏企 
ハー九二 o v 彼の散文詩「グ ロメートイス とエビ メートイ 
ス Jfc 關して II つぎの一つの判定が與へられて & so 

「この"初期 LL 現れ t : 作品 It 、 かたり潢然とし7:"しか 
しながら"ゆたかな詩的理念を f ¥ つてゐ7;。それは】|丨チ 
工0『ツァラトゥストラ I 』の胃萊 i 近似してゐろが、彼 
に從熵したものではない。」(クルト*マルテソス〕 

最後に、フロイド學徒の中で tf ォットー•ラ. V ク * 
がすでに早くから取門の文藝學渚になつた。 

彼は一種の偏愛をもつて —— しかしながら、排他的で 
はなしに——、ドイツ文擧史の资料を硏究する"彼の今 
までに最も大きい寄物、「文蜈と傯說に現れた近親姦の 

文热取と精神分析 


モテ"丨フ。文樂創作 1 C 關する心理學槪說」は，一九一 
二年 1 C 初版され、われわれの觀察に對して最も多くの收 
褪を約策するものである。 

彼の坪文はつぎのやうに說き起されてゐる。 

「われわれはこの害物において、一つの狹く限られた 
资料によつてつぎのやうな試みを行ひたいと思ん。それ 
は、金く新し VV 粮柢の上に、斬新な觀點から、藝術品の 
敁も内的な構造、文蜈的 ialj 作の條件と過程、それらを一 
瞥することに外ならない L _° 

この迸物においては"世界文壤の作品と傳記から遝び 
いだされたおどろくべく多 [fu 的な資料 (C よつて 、 「H ディ 
•ホス銘藤は無数の文擧的7ァンタジーの M 言の根柢に描 
つてゐる」といふ證明が試みられてゐる。 —— こ (D エヂ" 
ポス銘藤は、低と結婚し褂るために，父を殺害するとい 
ふ、息子の欲求を意味するのである10 

ことでは他のテーマーと^んで、ゲーテ r ゾラ！グリ 
ルパルツァー■バイ a ン•運命 P が詳しく論じられてゐる。 

これらの哿物は、精神分析による文舉考察にとつて楞 
準的な存在 K なつた。般初それらが發行されてから*多 
數3"同じやうな方向をもつ論文'か现れるにいたつた0 
シュークスビアとシラーは"明かにこの新しい硏究方 
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法のための優秀な實料である。さらに、「綠のハィンリッ 
匕」の夢に關するオットカー•フスシャの論文 1 C は、 
早くもまたゴットフ yl 卜•ケラーに對してとの側 M から 
一つの關心が表明され、その後‘この關心はなほしばし 
ば主張されなければならなかつた。 • 

同じやぅに、つぎの一聯の人々が"詳細な「性格病理 
舉 J ま1あるひは、ょり多く附隨的なノート t メ乇に 
おいて、かやぅな，精神分析學的な取扱を受けたのであ 
る0 

トルスト1イ、ドストイ1フスキ1 ク - N イスト 八 
，ベル"ゴブトへルフ"オブト f •ル1トヴィヴ b " コ.ごフ1 
卜•フ真ルディナント•マイヤ— * y ッヒアルト•ブ1グナ 
I "7 a ベ1ル"アナト1ル•フランス、ストリシべリ1 
イプセン"ハムズン"ヴ X ルハ—レン"ミルトン•グ y 
メルスハウゼン、ハルトマン•フォン•アウエ"ヴルタ 
t •フメンニブァ • フォーーケルブイデ。 

* 現存の、フ P イド 0 ，； 弟子 デ 聰明な精神分析學潘 ◦ 傅說の 
研究： i 詳しく、 L ば Lft フロイドに资料を提供し？:。本誌 
本號所載！ r 雙迚兒祟拜 j の原蒸若。 

八八三 ■ —:}チニック大瓔。ドイツ文み£敎授。 

J > alsgraplde 「爾獅パウル•モモ 1 スニ八五一一一- 

一九 0 七)！ 2 よって生みいだ 5 れ n 術餌。一舷 1 -柄的な症 


候が、その m 希の性格と世界觀に尉して tr のやぅな葸味を 
1っかを考究する趦學の一部門。」(マィャ1〕 

「1人の人問の生 si 行爲を、それらが涡的な釤窃に基づ 
くか^ yLi 妇いて吟味彳るこ ioj (7 y ッツ•ギーセ「心 

珂雲典」) 


附 記1 

(Junker und Duennlipt Yerlag Bt-rlin 1 93 c > 

これ[1>ッュ|リッ乜大取鄹舢ヴルタ1*ムジシユク0"苘 
大彤における就任雜筑であ50:设敬の念をも 0 てヱ 1 ミー 
ル•エルマティンガー敎松に捧ぐ J といふデディケ'-ショブの 
言萊が示されてゐる〇 

これは恐ら{すぐれた文蕤琪者にょつて锵かれれ"最仞の 
粘神分析琪に關する勞作である。同じテーマ—^取扱つ r : も 
のとして、エーブルト•フォールハルト、アードルフ•フォ 
ソ•グロールマソの研究があ5が、取材の把■の IE 確51 i お 
いて、ムッシユクに及ばないや.*1に思はれる C 

ここでは"この文澳辔渚は"必要なかざ y 0、 粘神分祈堞 
0知識か极柢に用意しつつ"この琪に對する一つの文蓊學的 
照明を試み，絕ぇず深い SS 1 解 G 下に二つの擧が比較 S れてゐ 
SQ であ SC 
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その他、ムブシユク t " よつて、 「文喫的性格」 (アル ブ vh 
卜•シ H ッファ ー 「へ 19 アン >J の 研究〕 が發表され 、さら 
に、エルマティンが i 編基「文貉琪の會琪」に|'1、彼の「丈舉 
史におげる作家の肖像 J が採錄 S れてゐ KQ 

譯搞11、かつて外 Ml 卯三郎氏編輯のクォ！次リー特帆「文 
解學 W , 究 j U 發浚されれ拙課を、改めてテク K 卜 l : Gtl して吟 
味し推 msnnte でぁる。一舣に、锁神分析取の 術 詰的衷 
现について|1、可及的に、柬京钿神分析战硏究所|:よる惻定 
1:ミ、丨卜する心組みで^>る0 

袭述ム i 文.秘教の年代は、 a とんどす ベて 課漪によつて抑 
入 snfc ものでめる 〇 もし これ U よつて*多か n 少な かれ粘 
神分析 as 史的なパノラーマーが明か L 1? れゐ趔機になれば 
幸彼 i いはね ir な£>ない。 

この試みについては、 m 大獨逸文驭科講師エルヴ4 I ン. 
ヤーン先生"ならびに、本誌の犬槻遝一一氏1:質 ふとこる 今/わ 
めて多ぃ0ここに葩して、深<兩氏の御焯寂を詉す4次第で 


ぁる〇 
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丈齡學と粉神分析 









精神分析醫家の立場 

1その惱みと强味—— 

木 村廉吉 


從來の醫學は、解剖學、組織學などの形態學 M 2 T 15- 
logic 及び、生理學、藥现學、粒化學等、现化學 p 】 tko , 
cllio 及び兩者〇何れかに®する研究方法により、心 
现學的要素はわづかに生现學に於て馊驗心理繆的の斫究 
が幾分 E られる以外"ぼとんど用ひられるところが無か 
つた。そして精神病^もその微學の一分科として同様の 
逑て前によつて 研究され、 その1 it 他の科目に追隨して 
來たかの觀がぁる。 

もとより精神分析躁以前に心理繆的の研究方法が金然 
無かつたわけではないが■兎も角この珙問は從來とかな 
り異伤ある立場をハツキリ里示したが m に、冷靜に考へ 
れば從來の肉體的機械的の醫舉の斫究方法と： m 立しない 
わけではなくたビ耥神々經病學を獨自の立拗から究めん 
上の企てにすぎぬにもか i はらす、從來の醫斟に倚存し 


切つて槪觀する力を失つた眼からは冷視された事は又や 
む^捋なかつた次第である。そこで硏究の上からも他の 
方 M とはぼとんど歩調を揃へてゆく事が出来ず‘綜合翳 
學の異分子として扱はれ、又馊際0释業としても未だそ 
の公然の#立を主張要求し雛い樣な狀態になつて、そこ 
に此の學に依るものが常に心を痛め又緊張してゆかねば 
ならぬ所以がある。もとょり精神分析學が受けた冷遇の 
原因としては、创始盏の フロィドが ユダャ人であると云 
ふ嫌&外聞的な偶然事情も手傳つてゐな s わけではな s 
が、何と云つても物的科學に對立する心的科學である事 
が前漭に賴るものに或る嫌惡と脅威とを感ぜしめる事で 
あり，中には现解し将ぬものを自分の心からはね除け樣 
と云ふ機な動機も全然見逃すわけにはゆかぬ。 

しかし叉一方その惱みの裂がすなはち强味であつて 





€；； 


從來ヒステリ—その他 0 槪能性神經症と稱せられたも o 
が、たじ單に顯微錡や試驗管で鼯明し辟ぬ微細な神經系 
統の變化によつて起るとのみ推定され‘それ以上の原因 
は遺傳或は生來の體質によると片つけられてゐたもの 1 C 
對して、精神分析蛾 fl 合现的な說明や解釋を下し枓る嫌 
になり從つて治療の h に一つの飛蹤を示し I 又ノィロ — 
ゼ以外の噪辦症•偏救‘： r 柄神乖離妮竦の硏究にも多く 
の蒂與をなしたのみならず、又他の器0的粘 P 招 1 C 於て 
も亦その心洲的症候は精神分析學の知誠を俠たねば充分 
岡明し雛い耶は心身相關の蒯から考へて • 常然の瓜でぁ 
り，その痫氣の過蓝の上にも稍神分析繆の効;!1は祁だ多 
いわけでぁる。 

又文化が複雜政氓化する JC 從つて起‘る秫々の社 # fill 題 
に射して•神經痫は從來の饿雕の仲介 5 : 經ずに耽桉に心 
现电的に究明しなければならぬ勘合多く"かやぅな方 [(II 
でも敎灯や缏防等 0 精神術也の上に粘：一分祈事が應川さ 
るべき成い分^がぁる^は旣によく知られてゐろ □ 

更に痫氣そ 0ものと Mi 植的の關係は 無くと も，荊 ^の 

取扱や親近荠との接術0上 1 C 於て粘神分析褂的の調練に 

よつてその心情の機微を察して魯處すべき坳合多く、こ 

の 3 lf は綺神病1 a のみならず又他の分科の都門^にも大切 
な事であって，古來名释と稱せられてゐる人は言はず語 

姑神分析捞家の立堤 


ら f に犄_分祈同搽の術を用ひてゐるわけでぁらぅが、 
更に深く又 M 織的に精神分析理論を體得してゐれば一好 
S 信を持つて診捩の逾を進む S が m 來るわけでぁる。 

かくて從來の翳珙がすべて形な〇也な〇昔な P 、 感觉 
的に既驗し說明し扣る方式にょり*袖象的驳粜を何か不 
確かなものとして排除して知らず知らす粘神作 Jtj に^し 
てまでも餘〇に機械的な^へに陷つたのに對して、桃神 
分析^は新鮮の氣を吹込むべき赀淡か持つてゐるが、た 
/企 U にその现淪に W はれて奇矯 tc 流れた U 從來の常織 
や W 際を無視して脫線する啡は • 职にその罐 ij ; j に對す反 
感を挑發するばかりでなく，又 rl # 誤りに ri る他險がぁ 
る邪を忘れてはならぬ。 (昭和十二郎一/]) 
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故榊保三郞先生の追憶 

諸 ■岡 存 


故九州帝國大學敎授榊保三 M 先生は、世間では，スタ 
ィナ"ハ0若返り法で_一時知らぬ人は無い程に造騷が 
れた、有^な精神柄學の泰斗であり•わが國に稱神分析 
輸入の先驅ボであり、編輯^の求めに應じて、いさ\か 
故人'〇思ひ出を語つて見る。 

それは歐州大戰直後1醫娛も一般に大革命を 起して、 

北ハ麽方面に新しい問趙を投げかけた時の事である。當時 
先生は、九州大舉に於て活動の眞最屮であつた。當時の 
社#の戰捷氣分がやがて•世 fin の贵氣をあ ふつて、 更に 
常時の疑失端を走つた若返り法に對して*物珍らしげな 
觀察と.股も誇大なる寅傳を敢てした a > である。 

併し lit 事は唯獨り擗敎授一個人のみに對しての la 象で 
なくして、謂は V 九州大學の全髑に於て、此れに似た現 
象が幾らも起ったのである。殊に當時世間から M も花形 
敎授と目された稻田、三宅•住田の諸敎授の如きも大し 


た人氣で•逍の 遠近、 海の内外を問は ず 、 AE 背が押し寄 
せて來たものである。九大はまさに其當時が黃金時代で 
あつたと思ふ。 

これは一つには福 M といふ土地が炭抗地であつ て、 其 
頃戰後の景氣が最隆盛であつた事と.他方•此地 は、 川 
上音次郞や，桃中軒雲右:1:門等いふ所謂大衆 II 術家の出 
生地で， 土地其容が博多仁輪加式の空騷ぎを好む處であ 
つたからでも ある。 戰の贵氣に乘つ て、 大して人院 Q 
必要もない病人迄が、ワンサ^^と大踢病院に押寄せて 
入院するといふ荷様で•入院は愈持0誇りの如く心得て 
ゐたものらし50 

抑々滩多は V 何と so て も•輕薄&土地で、芝居 じみ 
た所があるから、學問の價値难判る苦がないが.唯般初 
の 學長大森 博士が、 自然的の答劇 役漭的 タィプで1非常 
に町の人望を得たのである。町民は大森博士を神の如く 
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に祟拜した。其の遺德で三宅敎授等も當時容易でなかつ 
た開股術の材料も數多得られるし，內臟外科は日本一と 
か佌#1とかいふ評判で患衮は西から斑から雲集したも 
のである。大淼博士の疽弟子た，る仲 fTi 敎授の如きも、其 
の手術數が常時日本一を示してゐる位である。氏は極端 
とも思へる程9 K 際家で•泐勉努力で押し通し，忌 til な 
く兆の所倍をやつてのけるので，これに對する反對論背 
が多數あつたにはあつたが、そ (D 技術と- K 傅力とは、盤 
形外科の部門を非常に舰版した。とは苗へ"それがやが 
て九大の彼の火騷 M 2 if 件を惹き ® i す起因ともなつたので 
ある。 

其顷、稻[11敎投の如き，ヮィルス轲で名聲を屮外に馳 
せ • 访子速は次から次と^位を^てまさに博士供水の莊 
を适つた。何しろ常時新しい大學で、努力と找力で1|1夼 
や京都に對抗しやぅといふ立てまへであつた。共の努力 
は報いられて、 一 時は恐ろしい發 M を^た。而しこの俄 
かの發展がやがて又 _1 ff;fly のャキモチをそ i つて、大反 
動を起す原因ともなつたのである。 

筘一、福岡には他の flfr !: 廳がある。その m 要椅子に納 
まつて權勒をかざしてゐ.る役人がゐる。併し如何なる地 
位の地方役人と雖も、井の地位や { n 位は却々大斟敎授に 
及ばない。そして彼等大學敎授のみが、市坟にもてはや 

故稱侏三郞先生の迫 ta 


される蕻は•他の 1 ir 廳の役人達には如何にも不快であ 
り、 m 迫の感を受けしめた。同じ官吏であり乍ら—大壤 
敎授丈け が備 けるとは不都合であるといふのが、抑々の 
彼等非， 難のはじめである。或 新聞が一寸帶 いた m が ^火 
線と なつた。 群衆心现位恐ろしいものはない。一寸の非 
難の矛先が向 s て來ると•大衆は如 ( D 赴非碑 M も判らず 
に•附和 iff 同的に.これを^^跑諧する。そして拽細な 
爪迄數へあけで辛辣 1 C 敎授の身邊に持つて行つた。 

骼察の探策雄も M る火がかりで、朝鮮から滿洲迄かけ 
て，それ等敎授の胗奴をぅけた患种の旮1兀を調べるとい 
ふやぅな、實に沿格極史6罪人搜し CDft 掛であつた〇そ 
してそれはやがて•大疑獄となり、數回に瓦る大系の條 
火となり、恪文^が飛ぶといふ工合で、風評は風;; f を產 
み•猜疑は猜疑を深めて、何れを Jrr とも決しがたき•實 
に收抬に ㈨ 難なる辦態に迄立ち到つた〇布：^大命があ 
る。敎授窀には^我の巡 W が立つといふ：丄合で不安此上 
もない。此麼風に祕阏 7 fi は勿論、滿洲かけての大掛りな 
騷授邪件であつたに拘らず"歸する所は、何等の^る m 
もなく，多數の犧牲诉を出し、多勢の人々に多大の迷惑 
をかけた計りで終局を遂げた。 

榊先生は、 S にその犓牲漭の一人であつた。今から考 
へる i •これ位馬鹿々々 しい 事件は ない0 群衆心理の W 
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す最惡現象の好適例である。 

榊敎授は人も知る如く/故加藤弘之先先生0愛姆であ 
る。加 藤 弘之先生は、 今日 流行つて席る吿別式の開始 ^ 
で、極端な進化論裒—唯物論#である。死後靈魂箬は金 
然敢知し な s といつたやぅな •常時としては餘程.新進 
的の碩學であつた。典の立場をそつくり®敎授が請け繼 
がれた。つまり加藤先生の思想の繼承容が榊先生であつ 
たのである0 

加藤先生が，榊敎授を如何 ic 愛5れたかは，羅衆が熟 
知するところであ4。自分は學生時代から侗人的に色々 
な事で先生に御世話になつ仁し，敎宗に這入つて十數年 
間、ひたすら•先生の膝下で働いて來た。加藤先生の在 
1 U : 中は、そのお蔭で，榊敎授の主張も敎授會等で も通ら 
ぬ事|±ない程であつた。 

先生の歸朝常時、九州大舉には勿論朱だ精神病敎室は 
無く.內科の一部を借 JIJ した憐れなものであつた。歸朝 
早々，先生は•大いに其の SM 痫院の必要を主張され 
た。日く「代爪病院の患敦では、 JR ; の學用也界として0 
能力を發抓する S が出來ない。かつ tr 廳の干渉を受けて 
は、入退院も自由に心らず、治療や硏究も充分出來な 
い•是非こ0際、自分獨自の附屬病練を必要とする。 i と 
いふのであった。 


常時豫緙も不自由がちな大學でぁつたに拘らず、時の 
文部次官岡 rTJ 良平氏の斡旋 ic ょつて、遂に敎室直 M の精 
神.射院が出來た。勿論そのかげに加藤光生の力の ffl いて 
ゐた事は言を俟たない。これは货に日本敁初〇大學附磁 
精神病院でぁつて•綺神病學界 1 C 於ける大切&功績の一 

つで; fe る。 

當時苽京大學では未だ巢嗎の府立病院を代用としてゐ 
たし*京都大學でも、九州に m 來た暫くあとに出來たも 
のである。榊先生は謂は气大の「新しがり屋」であつ 
た。これが最初の新しい事業の一つである。精神分析術 
の輸入もその新しがりの一つといつてもよい。ハ續く〕 


(編輯者附記)#頭の榊博士小照を參照あ U たし、如何 
1:も才子らしい奥男であ too 氏は興味 > 才分の極めて多ガ 
而 T 1 人で、窃眞竹赀かなす拚逛 II 间氏班にな silll 繪で母党 
の ff 伋拼である〇泰 i ?: ヴァィオリンー It 抑泣であった i 云 
ふ"满 W には『性慾硏究 iM 神分析 Mljr I ■變 p^fcm 俗精神 
柄的性格論及其淀生)』 tx どがある。 
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芭蕉の戀愛ミ「白」憧憬 


芭踞については Q 1 CIC 木誌上でも糨々究明されてゐる所 
であるが、なほいささか私圮を述べて m ' 瓶斫究〇一端と 
したい0 

一、如何なる對象に摁綿したか 

芭游の母 n ムブレクスは如何なる場所で*如何なる怵 
恐の下に、どんな風にいたぶ r > れたであらうか？そし 
てその特質は何であつたか。村をなるべく女人關係に限 
つて——と云ふと語軲があるかも如れぬが——私なりに 
盤珊しつ V 搜つて兄ょうと思ふ。 

( I )江の縦描一®ばかり悌松岛にかょひて又異な 

り、松岛 U 莢ふが如く欽潟はうらむが如し、寂しさ 1 C 

悲しみをくはえて地勢魂をなやますに似たり。 

CF 奥の細逍』 ) 

(二)篮に大手の跡など人の敎ふる 1 C まかせて淚’落 
E 漶の戀愛と raj 愤梭 


倉橋久雄 

し*±たかたはらの1^^に一家の^?碑5:揀す中にも二 
人の嫁がしるし先哀也*されどもかひがひしき名の世 
に即えつる物かなと袂をぬらしぬ ft 典の細虹 b 
(一) r 象似や雨に叫施がねぶの花 j これはこの時の 
句であるが.象海の風^を跗施が腔てゐるやぅだと感じ 
てそれをねぶの花 tc かけてゐる〇西施は№1にぬれたねぶ 
の花でもあり、同じく闹にけむる級猫の風姑でもある0 
だ。西施とは一:存知の•越のため111人の31を滅すべく獻じ 
られたといふ支那の美女の 2rf である。母なろ MII : の名に 
於て"惡父のため敵將 I ' c 身をゆだねたその時その垛合の 
西施を、象湍にねぶの花に间一化してこれをぅらむが如 
しと受取つてゐる。殊に蹓てゐると云ふ愆味を和手 ¢ 7 ) 蓝 
に從つてゐると云ふ風にとるとするならば•松^を笑ふ 
が如しと容易にデジ，ボウを起してゐるのに比してコム 
ブレク K 的で rftl 由いと思ふ0 






68 


(二) 僦坂の庄司•依藤繼信•忠信の跡をたづね•彼 
等の死後嫁女たちが能く男姑に仕へて貞烈の名を殘した 
耶にょせて、芭蒸は彼女等の蔑にある寂しさを想つてゐ 
るやうだ Q 

(三) 月さびて明智が妻の咄せむ 

前書に「#勢の■國又友が宅へと ir められ侍る比その 
妻男の心にひとしくもの' M にまめやかに見へければ旅 
©心をやすくし侍りぬ"彼日向守の妻が髮を切つて席 
をまうけられし心ばせ今更申出でて」とある0 

( 四 ) 行衞 しらぬ 旅路 CD うさ あまり 凝束なう悲しく侍 
れば見えかくれにも御跡をしたひ侍ん衣の上の御情に 
大悲のめくみをたれて結緣せさせ給へと泪を落す，不 
便の m には侍れとも我々は所々 1C と i まる方おぼし只 
人の行 1C まかせて行へし神明の加護 かなら す恙な かる 
へしと 云捨て出つ、哀 さしは らくや i さりけらし 

一つ宗に遊女もねたり萩と月 

Q 奧 e 細道』) 

01 D 明^の麥の傳說については"舉胬淺學にして不 
群〇芭蒸は「遜仲の骁錐の山の月悲し」と籤仲と同一化 
し、 死後粟#の義仲寺に S られたる所を見ると或ひは明 

智に もとも 思はれるが . これは判然しない。 

(四)結びの「哀れさしばらくやまざ々けらし」とこ 


の句 i の距離が.例へば月と萩の如くあ〇過ぎて.反つ 
て芭蕉の正體が嘘が明かになつてゐるやに思はれる。遊 
女と一つ衆に硿て物珍らしいと云つた意が句外にあるや 
ぅだ〇 rIE 語抄 j に「傾城の美しき•僞りがちなるょ K 
賤の女のわりなき契には、越した事がない」と云つたと 
あろが(萩 fjs 羅月氏「芭蕉の住む S 然文®』三ノ八 
W 蒸は遊女に興味をもつにはあまりにナルチスティヴシユ 
であり過ぎた〇でも あらう か？ 
t 五)見どころのあれや野分の後の菊 
(六)山中や菊は手折らじ湯の匂ひ 
眞踉に「北海の磯つたひして加州やまなかの浦湯に 
浴す m 人の日このところぼ抉燊三の名湯の共一なりと 
またことに浴する事しば <なれば皮肉うるぼひ筋骨 
に 通りて 心神 ゆるく 偏に 顏色をと tf むるこ X ちす.彼 
桃原も舟をうしなひ港 3 E が菊の技折もしらず J と前窗 

(五〕野分の後の菊(蹂瞷された後0女？)に 5 L どこ 
ろありとした t 5 藉の心愦に興趣がある。 

0ハ) r 溫缺は羊水に相當し，その溫昧は無意識の底に 
陷されてゐる胎内生活の快適を稗經驗せしむるものでな 
ければならない」とは大概氏が r デジャ丰ゥの藝術 j 
Q 俯神分祈雜描』)で言はれてゐる所であるが、扶桑三0 







69 


名湯の其一とも云はれるほど0温泉に 浴したら 成程 菊は 
手打らずとも濟むことであらぅ〇殊に野分0後0菊に IL 
どころ$:見出したりするよ，〇は安全だ。……菊は女人の 
象徴である事は一 T 炭俵 SJ に於ける芭藤の附旬にもぅか 
がはれる or 御頭へ菊もらはる i めいわくさ j (野坡)こ 
の菊をすぐ娘と解して「娘を喂ぅ人にあはせぬ JCBmo 
と附切してゐる。然しあながち處女の纊徴のみでなか〇 
た?) f は「白菊の E にたてる照もなし」によつてもわ 
かる0 ( このこと後述^ 

(七) K 痛が光定を亡命した祺についてはまづ叫つの 
說がある〇 (野田別：大 m 氏「芭燕と女性 JTW ;? 研究一三ノー) 
(ィ〕蝉^死後家督&ひが起芭班はその朱亡人 
を助けて逍孤從長を護つた爲に•敵 a から忌まれ， 
朱 C 人との醜聞を俯へられた。(茁漱年譜によれば • 
この時芭巡二十！一;歲，夫人二十歲) 

( 口 ) 阿嫂との^衣 

(ハ〕 芭满卜九歲の時娜吟の#女と通じた。 

00色游が蟬呤〇花见〇佻をして袴を拟じた時、 
E 滞の親戚なる侍女某が ao て居たのを同饰が怪ん 
で挪吟に吿げ"そのために侍女は人水して死んだ0 
(七) 右の內(ハ} と ( n ) は 同じ■ものであると して 
も、これ等には分析的に云って共通點がある S は直ぐわ 

の戀愛 i r 白 Jtt 愤 


加ると思ふ。いづれも猜斷されたる戀愛であると云ふ點 
で…… 0 SV うした「_」の煙 S : たてられた芭旗には，そ 
の火があつたやうに思へる。 芭蕉は 弟子達に r 云ひ切る 
な"宕 ひ 切るな」と常に敎へてゐたさうだが" そ 〇句に 
對する態度が色潔その人でもあつたと思 ふ。ィブセン も 
「すつかり自 7 j を語らう とする人は話せない」と言つ た 
さうであるが、 それら0 官墟に深みのあるなしは別と し 
てさうした結艰•苗涨につ S ては對女人關係0不鮮明を 
來たす S になつた。もつ i もそこに「俳聖」芭观の名は 
生れ 11 したのだらうが：：：:〇 
(八 V 尼挪 i?l が分まかりける 5: き、て 

數ならぬ身となおもひそ：土まつり 
(九) 刚女；にて 

しら菊 ( D 0 IC たて、^る职もなし 
(八)0“尼は iBf 坡 n 人た2>風律の『小ばなし j に， 
鄄坡の談ずるところとして「森- H は翁の苦き m の妾にし 
てとく m になりしなり」とある〇また次 m 共術物：姑には 
「次郞兵術が仰であり、芭湛の乳母であつた」と。とに 
かく s ^ i は西殖が般後の旅に歸鄕した時、江戶の芭雜胞 
で帘守拭をしてゐたらしい。杉風への帯簡にも「折々深 
川へ御なぐさみに御 al あれかしと存候〇され共諶 a 約人 
之取に候へば、しかぐ茶をまいる m も得致すまじく 
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暇」とある。この S 贞尼の病勢も漸く媒つて芭藤庵で病 
死した時、右 Q 句があつたのだ。 ; 

(九)阑女は#勢山田の髒師なる斯波一荷の妻である 
と云ふ。夫の死後大阪に出て暫く蓀し、その後江戶で服 
科の翳^となつた。一說に夫一苞は ？ fl JII と號して钜存し 
てゐたとも云はれる。その自著『菊の塵 J に自序して 
「わが此道に入りしは元祿二年の冬な0。あけの苹の如 
月かの翁こ、の人曾良などひきゐきたられしにしか-^ 
とつげたりければ、翁よろこびていかならむことをもつ 
r りてよとおほせたる 1 C 「花までは時雨て珑れ榆笠』と 
いひ出てければやかて脇の句附てたうべてさらに r のう 
れんの奥物ゆかし北の梅 j といふ發句をさへきこへられ 
しぞかし」と言つてゐる〇筚奔按 T るに•この句も「白 
菊の自にたて\见る顯もなし」と同じく園女の美をた i 
ぇたるものであらうと思ふのだが"北の梅といふ0は" 
きびしく概然としてゐると云ふ以外に北の方と云ふ#葉 
を聯想させるのみか"暖簾の奥/ X どあるのを見ると、ど 
うやら常時^夫の魴\らしくも思はれる。なほこ0句 m 
蕉翁發句集には「奧ものふかし」とあると" 後 、 H 舊は 
大阪に移った園女の亭で彼女の勸めた茸 Sr 多食したのが 
因となり病死した。これを眞寶とすれば、芭蕉の園女に 
對して〇愛着は餘程拫深かかつたものと思はれる。園女 


と芭湛〇卬齡の遊はどれほどであつたか知ることを籾な 
いが、 茜藤は關女に娘 n ムブレクスを持つてゐたのでは 
あるまいか。色葱『行脚の提 i に「女性の俳友にしたし 
むべからず、師にも弟于にもいらぬことなり〇此道に il 
炙せば人をもて傅ふべし。惣じて男女の道は嗣を立てる 
のみな0。流薄すれば心敬一ならず」と云つたことも. 
彼が身をもつて購つた眞馊の褒付けがあつての言葉では 
ないだらうか？なほ『閉關の說 J に日「色は君子の惡 
むところにして佛も五戒のはじめに^くといへども、流 
石 lr 捨てがたき情のあやにくに哀なるかたがたも多かる 
べし。人しれぬくらふの山 S 梅の下ぶしに思ひの外の旬 
ひにしみて忍ぶの岡の人目の關ももる人なくばいかなる 
過ちをか ff : 出でてん」と。「_峨9記』に「我夢は架人 
君子の夢に あらず、 終日装想散亂 Q 氣夜陰に夢又しか 
P 」 と。嗣を立てるの外に M 女の遒を戒めた芭蕉の心淸 
には何が潛んでゐたのであらう。たとへそれが#華の逍 
を 肋け， ょき^ -I 作を fc したとは云へ、 r 岐峨日記』の痛 
苦さもそれ ical 來したのではなか〇たか。 r 虛栗 m 』 に 
『纖の腔言を母 1 C さまされて j (胤§に附甸して「つい 
に發心ならず なりけり」 ( HW : 0とあるが、此〇11!]の祺淸 
を語るものではないだらうか。「行末は誰肌ふれん紅の 
花」、「梅の香に0つと日の出る山路かな」 • r 瘦せながら 
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わりなき菊のつぼみ哉」等も分析に M する句ではないだ 
らうか、芭蒗は「愤る第三者」を必要とする型の戀愛者 
でもあつたらうが"また一面"父と同一化してもわたら 
しい。西施のねぶの花などその例であるやうに思へる。 

二、錯綜する相反心理 

『5-子紀行』に 

「不淑川のほとりに一一一はかりなる捨子0あはれに泣あ 
り、此川の界；一にかけて浮世 cn 波をしのくにたえす • 

1£はかりの命まつ ffn を松姐けん小鞅かもとの秋の M h 
こよひやち〇らんあすやしほれんと袋よ〇 くひ物なけ 
て通るに _ 

狼を [10 く人检于に秋の風いか 1 C 
いかにそや汝•父に憎まれたるか、他にうとまれたる 
か，父は汝を W むにあらし，母は汝をうとむにあら 
し、只これ天にして汝か性のつたなきをなけ0」 

何といふ冷酷な常齪であらうか。 K ^ Il この#?子に恐 
らくは幼時期の_分を同一化したのではなからうか 。 ff 
が併し，此虛ではそれを一應投出して筇身父灿に同一化 
し扮子?:弈觀化することによつて悲慘なりし iE 想をさけ 
てゐるもののやうだ T 汝の性0つたなきをなけ」との言 
葉は松子のみでなく芭范€：身にも at へられたものなので 

芭范の戀愛 i 「- U 」 愤极 


あらう。でなければ*これぼど强 S 語調は出ないものと 
思 はれろ。 勿論、 現實間越と して、 拾子を抬つた所で困 
る fc 相違 fe woi 云つ て「こよひやちるらん あすやしほ 
れん j などと捨子の死を願望すろやうな£とを云ふにも 
あたるまい。この條の前に「露しぐれ v ; r 士を圯ぬ nv て面 
由き」と云ふ H デ i ホス的な句がある。「狼を聞く人」と 
は： liiiil : に猿の膝(或は猿の如き赤兒の聲)を聞いたと 
云ふ以外に「决るの心を聞いた」愆味もあるのであら 
うひまた別にこの句の拙稿前のものと思はれる a > に「祯 
を聞く1|1:」と云ふのがあるが_これは汴佌の狡#を敕味 
したのであらうが、^^ m 身も JMW 社^： iflll ' c 於て大いに 
狼に^ぶ所はあつたのだらうと思ふ。外に狼の紉「狼 ^I 
は狼の小袖をきぬた哉」、 HS 柿や 一 n はくらふ狼0つら」 
「さる 51 の铋と佌を經ろ秋の^ T 「初しぐれ狼も小迸を 
ほしげ也」’「年々や狼に济せたる谈の耐」等。一:1:時にこ 
れは^の甸にも云へよう。「ひごろに<き0も$の朝取」 
「何(:此師盅0市に行ね」、「旅がらす十：：姐はむめに成り 
にけ DJT 枯枝に B とまりけり秋の^」。班班また日「称 
雨の柳は糸 iK ; 述旬也 • ㈩ 蝶捕る B は金く俳諧&り」と。 
璐染の衣に烏の黑さを通はせて「俽に似て蜞あり，俗に 
似て髮なし」と『典の細逍』の行脚に終始した也茄の心 
にその B € i さが滲み込んでゐなかつたと1 H へるだらう 
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加？ 芭蒗にはなほも「這出よかし屋が下の蝣の聲 s 
「踟蛛何と音をなんと嗚秋の風」などある。 

猿に B に蟾に蜘蛛に同一化した芭蕉はそれだからこそ 
「白」への感情移入をしたのではなかつたか？俊惠が 
『無明秘抄一一で r 内き色のことなるにほひもなけれ t ' 
も，衆色にすぐれたるごとし」とは芭蕪も同感する所で 
あらぅ。その「由」を菊に求めては「菊の香や奈良には 
ふるき怫達 r 「朝茶のむ僧 t 也菊の花」(白とは明記し 
てないがいづれも佛七織があるので推定して出した") 
前述の- -1 しら菊の目にたて\見ろ®もなし」があぬ"月 
には「月影や四門四宗も只一つ」、「一一宑寺の門た k か 
ばやけふの月 r r 月白き師走は子路が寢覺哉」となり、 
雪では「馬を5へながむる雪の朝哉 Hi 「夜着は M く吳天 
に雲を見〇あらん」他に、「葱白く洗ひたてたるさむ？ 
哉」. r 其にほひ桃より白し水仙花 J 、 r 水仙や¢1き障子の 
とも移り」、「海くれて鴨の聲ぼ〇かに白し」，「石山の石 
より白し秋の風」，「ひとり尼 わら 家すげなし白つ. 4 し J , 
「夕顏の白く夜の後架に带燭とりて」等にもなるのであ 
る。白は俳句では秋の色である5うだが(荻原井來水氏 
による y 分析的には純潔、高貴、死などの象徴である。 
芭蕉に何故かうした退行願望があったか。これを知るこ 
とは結局この二つの傾向の句の間隙を埋める ことを 意味 


する譯なのだから、淺學菔才ではあるが、少し試みて見 
たい。 

『芳野紀行 j に於て m 蕉は「無能無藝にして只此の一 
筋につながる」と S つてゐる f 然しとの言葉にたとへ刹 
那の眞 Jar があつたと しても、 つまる所は芭蕉のナルチス 
ムス的な言ひ方で、死の m にあつて「俳偕は世に三合は 
出たり，七合は殘りたり」(『一葉染逍£)「後世何ものか 
出ていかなるあたらしみをや探り出すべし。我只來者を 
恐る Q 一葉集 la 語 b と CIU 本#太郞氏「被翰ょり見 r : る芭 
葯」^文學』四ノ九) S つた事と結局同じ事なのではなか 
らうか。こ0自信が「此の道や行人なしに秋の慕」の所 
思をなさしめたので あらう。 芭蕉は弟子達を愛してはゐ 
たとしても，弟子達からは「新しみ」は出まいとも思つ 
てゐたらう。「老若をわすれて閑にならんこそ老の樂と 
は云ふべ けれ、 人來れば無用の辯あり。出ては他 CD 家業 
をさまぐ るもう し」或は「あら物ぐさの 翁や。 日頃は 人 
のとひ來 るもう るさく、人にもまみ え じ■人をもまねか 
じとあまた\ひ醫ふなれど •月の夜 雪の朝のみ友の茲は 
るるもわりなしや OJQ 閑居2策(恐田九郞氏「芭纽仰文 
の一考察」8句硏2三ノー：}これ等はあ&がち弟子達〇. 
ことのみ云つた わけでも あるまいが、 「卽ち人間は 敵愾 
心を統御すればする程、自我に對する理想我0態度は益 
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峻烈となる」ハ矢部八重吉氏鑼『自我 i £) 加らして見 
れば r あさがほに我は食くふ男哉」に 現 はれた 自己 嫌忌 
も受取れると思ふ。 B 藤は相當自我が强く，現^的にも 
「燕門二千 JS : 統率しその繁榮を來たしてゐる。『奥の 
細道』以外の旅は殆ど門下から n 下への旅を旅してゐた 
らしく思へる。そしてそれらが寂びを佗びを M しみ歡 
んだ Is 桃 S : 作つてくれたであらぅと思へる。これは m に 
芭范〇現 W 把抛力のみではなく、彼が猫術家としての存 
在に M ' も大なる力があつたであらぅ邪云ふを±たな so 
門下の正秀が師の逍語として a [ i 述したも0の中に「斯中 
たるとて人にはかたり給ふべからず•仞論他門の人には 

夢の自己分析 


夢(昭和十一竿十一月二 H) 「菜所で父の土産物$:頒 
けてもらつてゐる 。切手览集帳である。大きい方を私 
に、 小さい方を弟(何れの弗であつたがはつきりしない) 
に。ところが 弟は大きい方5: くれと せがむ。母が、この 

夢 Q 构已分析 


無用の事也」など戒めてゐる所を見ると宗敎的琢圍氣も 
助成されてゐたらしい。これが西潔をして遂に古人と同 
じ旅に死なしめなかつた理由の二つでもある/ C らう。 m 
子速の取情の中に(たとへ芥川龍之介の『枯野抄 JIC 多 
分の E ^ をみとめるとしても)形/ C けはやすらかな往生 
を遂げしめた i も云へる^らう。「夢は粘野をかけめぐ」 
〇たとしても . 0 

壯後に月へのァンビバレントな旬を取げてこの稿を終 
らう。 「桐の木 ^く H さ ゆる也」(野坡 X 附忉「門しめて 
だまつて般たる面白さ」(也^)「木付の瘦もまだ Ifl らぬ 
に後の月/『そのま\ょ2:もた0まじ仅吹やま〇」(*!& ) 


久下貞 夫 

子は未だ無分別だからやれといふ。嫌であるが、やらね 
ばならない、脫痒い。私は m 校へ行く。途中父と弟が〇 
いて來00父が^に、こ s つは仕方のな s 奴だと m 々し 
けに言ふ。早く行かねば取校に巡刻する。小使が迎へに 
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戏て•七の番號の靴箱札をくれながら——一〇三七(一 
三〇七であつたがどぅれ思ひ出せない)ですがこれは假 

の札です--と K ふ。靴筘へ走つて行く*ベルが嗚つて 

扱6，心が念く0靴鞘の七にも三七にも人の靴が人つて 
ある、自分の箱がない。 

服が榧めたので、朝になればこの夢は脔きとめて分析 
しなければ&らない と 思つて、夢を心の中で反覆してゐ 
た。そして學校當時を回顧して ゐると、 次の樣な嘗ての 
或る出寐事(それは些細な事ではあるが私にとつては非 
常に111大な出涞事)を思ひ浮べた。それは斯ぅである。 

中等學校時代の事である。何かの祝日で提燈行列に參 
加した歸路•聲友七•八人と W 貨店で食事をした。一人 
がライスカレーを注文しょぅと云つた。私は江戶ずしと 
云つた。呰がライスカレ tlc 賛成した〇私にライスカレ 
I にしろと勸められたが，我を通して、すしにした。2: 
の堪があつて後*そのグルー•フから私は長い問除^にさ 
れた。この事件は餘程心にこたへたとみえて時々思ひ出 
すが、悲し S 、 苦い思ひ出である0 

引續いて、^ m の中で、次の事を思ひ浮べた。少年時 
代の家庭の食事に就て vr ある。^等(兄と私にとつては 
異母弟に當る〕は好まぬ副食物は遠慮なく嫌ひだと言つ 
て食はない。すると母は^-兄ちやんを御锶•何でも食 


ベる/ C らう•何でも食べないと丈夫になれない。!—と 
H つて叱り乍らも_何か他の副^物を與へられた。併し 
兄や私の^八1:1は e うはゆかなかつた。嫌な場合でも嫌と 
は云へなかつた。嫌と言つて母から何か皮肉を言はれる 
のを極度に恐れて何でも食べた。そんな場合いつム父は 
默つてゐた。私は常に弟達に嫉妬を感じ、雛子の悲哀を 
つ《味つた。 

夢に關して何故二つの事件を思ひ出したか？これは 
同じコンブレクスから發してゐるのであらうと M ふ。 

二つの事件は旣に夢の聯想であるが、他に攒近出來褀 
の聯想がある。 

十月下旬に弟が除隊して家は忙殺されてゐるらしい。 
■(私は未だ病氣療養中で衆から離れた處に住んでゐる。) 
先達て母に蒲幽を作つてもらふ樣賴んでおいたが、仲々 
持つて來な so それ1:私は•内心大いに不滿に思つてゐ 
る。この聯想は夢の敁初の部分と同じ弟 n ンブレクスに 
もとづ S てゐるらしい。夢の切手蒐集蜋と蒲團とは非常 
にかけ離れてゐる櫟だが•切手を m 集して*る私にとつ 
ては極めて大切な物だし•甜團とて病中の私には大切な 
物であるから•無意識にあつては同じ 1st 値を有するとみ 
てい、のではなからうか0 
X 







分析してゐる內に*もつと深い意味のあるのに思ひ至 
つ，た。私の切手览集癖也未だ分析されてゐないが、一般 
的解釋としては’唯一摄大價値のもの i 代償としてょり 
小憒値なるものを無數に集めるのだといふ匕とになつて 
ゐるが、この無愆諏の公式的解釋に依れば，切手 i 帳 
は母0代伉といふことになる。ところで1:集帳が私のと 
弟のと二つあるの W : 理笳に合はない。それとも實母と繼 
母との二つを: ec 味するのであらうか〇つく^^夢を M ひ 
かへしてみるに* m 集帳二つ私と弟に頒けてくれたのは 
私に丈くれたのであつてどうやら极醜時に诳めたのでは 
ないかとも思はれて、夢は頗るたょりな S 。 见に灼"母 
の代-併と解糊がつけば* 1 C の前半は砬幼時の一つの典棚 
的&必コンブレクスといふ祺になるらしい。 

尙夢の順^充足は父が弟に m らしげに叱つてくれると 
とろにあるのではな5だらうか。此の今も尙その大部分 
が^華されずにある^コンブレクスは、少半時代にその 
感情の^藤に惱まされ虛理し抑ず*その m みを(例へば 
家庭食都時の fii みを)梁友5:弟と兒立て V . 江戶ずし事 
伴の如く， Ifisf したのであらう。あの极合"決して江戶ず 
しを食はねばならない卿•山は無かつた。 

かうした嫉 4 fl 的な弟(カイン}コンブレクスは*幼時 
のナルチスムス?:陰性の劣等感へと根深く反應形成され 

夢の自己分析 


ていつて V 好ましからぬ性格となつてゐるのである〇そ 
れが四年來病氣療養中といふ幼時返行には好條件が伴つ 
て一胳意識にのさばつてゐると言ひ得る。 

思へば，この根深いナルチスムスの^め"私は何と惱 
んで來たことであらうか。友達との交際關係$:打毀すも 
一際ならずあつた。つまらぬ事を云つてしまつてから、 
あ i 又ナルチスムスを發抑したと^付き，又それがナル 
チスムスであるとどうやら知りつ4もどうしても K はず 
におけず後になつて後悔する。何と y ビド 1 S 不經な 
消此ではないか、二 m の9ビドーの泊#をしてゐるの 
である0 

x 

麥の後中の部分、卽ち迦刻不安 (？) 强沿的なる は 何 
と解！：すべきか？前半とどんな關係にあるので$>らう 
か。‘ W 铽报遊中の私はどん<後艰に迫越される。それ 
を爾がゆく M つてゐるのが15¢因だらうか。 又、 禁制され 
てゐる端的な性的慾销に原因するのだらうか。或ひは又 
その兩方を窓味するのだらうか。この種の夢は時々 il る 
が•分析出來ない。夢の數字は何か意咏がなければなら 
ない。又•假の靴筘札とは何か？先^の御指沿を給は 
らば幸である。(昭和二、二、七、) 





■ 不良少年敎化者への公開狀 


，不良少年は、最近•年々增加するといふ。昭和十年に 
日本少年補導舍でまとめた統計によると.少年(滿十八 
歲以下七歲迄)總數の中で、百人に一人は不良少年化す 
るらしい。しかも•現代の犯罪若中七割は.少年時代に 
「不良」として當局を煩はした者だといふ0 
こ CD 狀態から推すと•第二の國民の時代には、なんと 
恐るべき犯罪^の數になるであらう。國は、犯罪素で滿 
員になる！ _ 

1體、こ0犯罪者の卵たる不良少牢は•現在に於て* 
どうい ふ風に觀られ 、どうい ふ風に f 敎化」 されてゐる 
だらうか。 これが 問題の子供以上に，問組で ある 0 
まづ、彼等が どうして r 不 ■腿」に &つたかといふ問題 
を、現在の敎化者は如何に考えて ゐる か、私は種々の發 
表を通赞して、檢討 しやう。 

云ふまで もなく， 近來は、.爲政者の好む と好まざると 


高 橋 鐵 

を問はず.環境が彼等をさぅさせたのだといふ觀方をと 
る人が多くなつた。なんでもかんでも"遺傳のせゐだ 
(例へば、「父親が酒飲みだつたからだ」)等といふ人は 
おそらく無からぅ〇けれども、未だに、廣い意味で•素 
質の不 ii で片付ける、ロムブロゾ—の亞流も見受けられ 
る。未成年銮犯罪の原因は主に慾望の過多である等とい 
ふ茫涣たる說もこの中に風してゐる。又"これと同様、 
一見實說的にみえる「情緖性動揣 j 說(反社會性少年は 
比踩的に、情緖性動搖度が高い。一氣持にムラがある 
と云ふ^驗的心理學說)なども，もぅ一層，無意識心现 
而に及ほす祓X性を分析してみなければ、敎化の可能性 
にまで斷定することを許されぬ。 

彼等に及ぼした諸原因の中、 I 兩親乃至片親」がない 
ことは大槪の統計に現れてゐる。 

服業治產會で昨十一年に得たところでは、七百一名中 
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兩親のある者は二百七十七名しかゐなか〇た。昭和十年 
度の少年敎護法にふれた三千百四十一名中、親を缺いた 
赛が八割である。同じく浪花少年院で調べた六百六十四 
名中では、三分の二の多數が親を缺いてゐる。, 

親が ゐる にはゐても■子供をかまつてやれぬ親だつた 
といふ結論によつて、束 T ! f 小府兒肅研究所では•昭和十年 
に，彼等の母親0半數は職業をもつてゐたと發炎してゐ 
る0 

以上の數字によつても•親が不良少竿にとつて(否， 
どんな子供に對しても)^も ri ^ な役削をもつてゐる 3 if 
は明白であらう。では：现在の敎化^たちは、これらの 
不幸な子を如何に r 敎化 j しやうとしてゐるだらうか。 

钗化漪の意兒によれば•親のないことは愛に敝えてゐ 
ることである。だから、服業 ifl 產 f 70 考沲贝などは企部 
宗敎■冢である。怫の愛で救ふと云ふのだらう。 

なるぼど、愛の飢眺、(愛を注いでくれる親がないこ 
とは)社龠人として0子供$:無 K 任にするに相逆ない。 
愛の M 型さえ知らさぬことに钔述ない。けれども*敎化 
奔は、そのやうな愛動的心因のみでなく，親に對する能 
動的心理(性格形成に及ぼす意義)をも考 E すべきであ 
ら50 

受身の愛が足 b ぬ丈けで少华が不良化するのだつたな 
不食少苹敎化者への公開狀 


ら•筑物に平等〇愛をもつ神佛を『妄想」させるだけで 
救へるかも知れぬ。しかし■彼等に對して生きてゐる神 
怫(典象化された愛}が、親以外に、あ〇得るだらうか。 
まして職業宗敎家が、失 1 IS ながら抑鹏以外の心的加工を 
如何にしてなし料るであらうか。 

親は、もつと深い蓝我をもつてゐる。それについて帱 
神分析^は經驗的にいろ—-の關聯を敎えてゐる。(私は 
こ』に總括的な「恋^」を學げておかう」 

親が(殊に.同性親が)ないと•子供は趙自我(無泜 
減 Ifno . iii 心)の模型がない爲、超口我を刻み上げること 
さえ闲離になる。そこで敎化游たちが，ょき親代 frf にな 
ることが必驳である0 

又ヱデ1ホス的な愛の訓練の n — K を失つたことにな 
ろ。それから、その^に1罪障感•劣^感が絕えず親な 
き子を#かすこともね過出來な 5 。彼等 ic 妙な恐怖心が 
强いのは，多くの硏究家も報街してゐるが、少部饰判所 
保護 iil 太 Hi 秀视氏の考沲にょると、不敁少哔の七割以上 
は幽磁をひどく怵がつてゐる。いや、殆んど全部が腿^ 
で•夜道を恐れる。商所を恐れる。 S 上の相手に激しい 

恐怖心5:もつてゐる。-^れを分祈すると*必ずや' 

彼等が，罪障感乃至劣等感(從つて、願望としての晒罪 
慾，反動としての超過補伉からくる兇鉍性 ) に惝まされ 
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て； Q るのを E 出し褂るであらう。 

その次に，親のない子は，元來、リビド—顯綿の(愛 
を能動的に向けるところ)の對象を喪つてゐ る。 そこで 
彼等のリビドーはどこへ行く？ いはゆる「惡 J へ行く 
のだ。折も折(思溶期前後 y 擴大して行く自我 i 性の 
第二次開花とに總てを ゆ tf ねて、 衝動を行爲に移して行 
く！ 

それに加へ"親に向けらるべき H ディボ X 的拮抗は、 
早くも他の笫一二容や社#に轉じられて T 與太者」として 
の惡を誇るやうにすらなる。喫煙や性的俘德を彼等の中 
三分の二がおかしてぬると S ふ，その無意識動機も、實 
は大人との阏ひであり"願望充足的な抗議であろ。嘗 
て、大阪府中等學校校外钕誰聯盟といふのが、擧生の拔 
遊びを調べたところ、百九十八名中三十七名が課目忌避 
であり*十七名が自由な勉强の爲であつた。この事赏こ 
そは、ャ n ブスゾーンの說の如く、父代 fit たる教師*舉 
校•課業等をサデ"うクな腿迫と感じる少年達の • 
歪ん： U 拮抗から起るのであらぅ。 

では、 親が ゐて，しかもなほ •不良化するのは、 皆、 
「犯卵定型 JIC はまつた不良素質の少苹達 /d らうか。勿 
論"先天的に惡の素因をもつ衮も•あろにはあるであら 
う、けれども、私は、それ以上に、現代社會に於ける親 


の權威の失墜と物質文化に逆比例して堺す民衆の貧困化 
を m 要視すべきものと思ふ。 

曾て"ドィツで、戶主の失業した家庭の兒宽が急に學 
業成縱の低下する事實を詳細に調べ上げたことがある。 
又"昭和十年度^ T ィギリス政府統計局でも、未成年者 
の犯罪が失業漭增加と全く正比例すると發表してゐる。 
大多数の親はあつてもないも同樣に I 家族の長允る櫬威 
を失墜しつ、ある。これはブルヂョア家庭に於ても、結 
局、 家族制度の 徐々た 〇 崩壤と" 共に親子の離反が激化 
してゐるから"同じ結果をみる。貧家と富家とから不良 
少年群が雪崩出る事實はこれを製書してゐるのだ。 

かぅ して—諸々の社會惡を絕頂に達せしめた資本主義 
經濟機構は、少年達から超自我を祗つた。しかも I 彼等 
少年達は、燃えあがる欲望充足物を服外にみせつけられ 
たま X 、(且， y ビド—方向を昇華する道も與えられず 
に〕野へ放たれる。走〇て行けば' 罪障感•劣等感の穴 
に陷る。それを補ふのは虛榮の市と镫行の閱である。犯 
罪の斷虛である。2: I に"與太漭が生れズべ公の花が暌 
く。 r 滿州馬賊の唄」がはやり•映猫の惡影■と稱する 
モン スタ— が橫行する。 

彼等をまく人ょ、又"敎化せんとする人ょ。贵下等 
は、一體•いつまで 1 眼を掩〇てゐられる〇だらぅか。 
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まやかしの神を與 えて" 脅迫の宗敎を押し付けて"一時 
的な職業に注意を _つて、 快樂を龄斷 して、 罪の烙印を 
おして t それで救へるなら，人間 Q 心现なんて 單純な も 
のだ0 

いや、先づ舊來の犯 邪心 现娛(人間心现の窓識而を傍 
觀した r けで、それ以上、深い板がありさうなものは is 
傅 •内分泌異常、本能、術励な どで 誤 It 化した宿命 il 的 
幽逦搭 } は旣に 破商して ゐることに氣付き給へ。 

そして、贵下笠- rl 身が、健全な M 自我をもち、超自我 
の榄型になるべきである。それから.彼等のいぢけた無 
盘識柄根に.科珙的な向信を與えるべきであ6。或ひは 
甘炎な ] n ] のサデズム手段を丁：夫すべきである。又、彼等 
のどうしてよいか分らない y ビド— (及びその一扎现た 
るヒ D ィズム—慘忍•破壊•喫遡.飲酒て PK 嘩•文身 
殺 lis •軟派行爲など)を商 S ものへ孙華させるやうに努 
むべき である。 無: {5 味な趙過補 frr の觇をよ々よく解放 さ 
すべきである。{食族心理の阁を精神分析によつて發戒 
し，照らすべき である 。と共に、社科 M の#を、まづ、 
究明すべきである。これが# m 發の揩針である。 
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時言數題 


大槻憲二 


1 、漢方醫學の復興に就いて 

倚近漢方醫學の復興は盛んな勢にあるらしく.拓植大學でもこの四月から 
「漢方醫學講座」を附屬せしめることになつたと、新聞紙は報道してゐる。 
西洋醫舉と漢方醫學と CO 共通15と相違點とに就 S て tr 租は何等特殊 CO 知 
識を持たないが、西洋醫學の應倒的勢力の下に漢方醫學が不當に虐待せられ 
たと云ふやぅな傾向は*公平に見て、なかつたとは云へないであらぅ〇併し 
漢方齧學が近世頭初に於いて萌洋醫學のために鹏倒せられたことが、單なる 
西浮^拜の速夢のためであつたと云ふ風に考へるならば、それは偏見であつ， 
て、漢方醫學の缺陷に就いては冷靜な認識脱を我等は失ひたくないと思つて 
ゐる〇 

併しながら今や、西#蹬學の缺陷にも我等は氣付 S て來たのだ。その蹀は 
軍に來洋からばかり發してゐるのではなく.西洋からも聞こえて來てゐるの 
だ。本誌本號にその宵像$:•描げ•そ0通信を紹介しておいた■フランス0分 
析學者アランデ"博士の如きも、西洋 W 珙思想に對して殿正な批評を加へて 

ゐ 〇人であって、その點に於いて分析學 i 漢方醫學とは一脈の典嗚點を持つ 
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寢覺の床 

不老衆院主 

寢役の m ii I木 tl 川の龙讶の名で ある 
こ i(i、 日本人 t して施し t 知らぬ t の 
は あるまい が、併 t その何の窓味 tr るか 
を知つてゐ る も GU 恐らく一人もある 吏 
い。，一骰"雄が何時つけた劣であらぅ 
か。それは老生も知らないが、その寂味 
だけは分祈の力1:ょつて了解す る ことが 
W 來る。狡极の麻は0く滞V溪沭であつ 
て、兩焊 i 四灼ぃ巨岩 7if 以て S 然の 
H 取のやぅになつてゐる o7k の碧と岩の 










Si 


ものであらう。 

けれども、今 B に於いて漢方释 f が西洋醫學に對抗するとなれば、それは 
あくまでも西洋傻學の長を取り入れその短を補つたもの、つま〇辨說法的止 
揚の蹚現せられたもので&ければならな5笹である。近來流行の H 本主^と 
やらの感情的な*ナルチステ4シュな潮流に衆つた.取なる反励的な•非科 
嘐的な•態度や主眼であつてはならな VV と思ふ。その點’吾人ともに和互に 
掷戒するところなければならないであらう。 

二、遨原將軍の死 

松 ^ 柄院の生と呼 If れ I 精 _ 沾界の人氣：土であつた蘆脱將取こと — iKl 企 
次 S がこの二月二 13 午後界時半に、八十八歲〇技齡を以て招逝した。私も數 
郎前 、松 滞妍脘を訪れた際に、將：水に邦説 6|> 榮を行たが、その rf 將 JIC は旣に 
將 1¢ から「帝」に外格してゐた。私にも勅轿を ^ 紙に卞： 35 て下賜せられ、そ 
れには ^ 々しく「颂原帝」と肉汲してあつた。私の衆钗の一つとして今なほ 
保存せられ てゐる。 

彼は晚年は旣に正 < 7fv 容になつてゐた〇だが"院外に出ても喻つて行けない 
ので、痫人を M つてゐたのだと云ふやうな風評を If にしたこともあつたが、 
病院で彼を ia 院せしめなかつたところ1:兄ると"そんなことは嘘なのであら 
う。併し病人にして八十八歲の髙齡を保つ て， 殆ど天雜を全うしたと云ふこ 
とは、病氣と饨版との宪別を疑はしめるゃぅな郴过でぁる。精神的に不健版 
なものは•必然的に肉體的にも不健康になる i 我等は信じてゐるのに、そ0 

信念を動搖せしめるやうな事實で (1 ある。我等は主任燈師から、いつかは彼 


時 


評 


白と 相反映して如何にも美 I いが"それ 
にしても「骁煺の mj とは奇妙な劣では 
なぃか U 而も何人 I その夼か奇とせず常 
然の如へてゐ & と C ろが ます ぇ\奋 
中の夼である0 

老也の解^1*ょれば、「寐 ®J iu 「往 
生」の涟である。一,辖」が「死 J の瓶 T あ 
9「视」が「押/|-:ごの似であることは、 
大 m ^ 3神分祈^水』中の「輪 M 犯想 j 
踰に於け sr 往屯」の？ i ^ に就ぃての W 
辟 fc 依つて叨かである。卽ち—「膝從の 
mJ に投分すれ tr 死して灭阉1:押生マ 
るミの? H ® を人々が抱くの?:*と云ふこ i 
は明か；^換1?マれば、死の木 m か觸發 
す 5 i ころでわるのだ。それに t て1そ 
の「磔极」の节识に附するに「出」とは 
何叩ぞ？ rnitl •滅 W の「趑 J i 呼應し 
て「趂 mj である C 4( I 疑ひの倚地がな 
いな孩流か呼ぶ[:「床しはそかし灯骷で 
あ S が" W は漤や女の無货識象微である 
ことは迸多の讚據が上つてゐるから、挞 
つてこ vrmitl 、 女の女た3ところを 
代表寸5 10 であることは、推論せられ 
so さぅ宏へば、 C の笑赀^?5いところ 
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の症狀に就いて精しく訊いて見たい興味’感ずる。 

何れにもせょ、精神病界の巨趙は地に墜ちた。彼が死に臨み、，踱原死すと 
も誇大妄想は死せず」とでも豪語したならば"一歴面白いことであつたらう 
が、 彼は勿論そんな放言をするにはあまりに病人であるか、或はあまりに 正 
氣であるか"何れかであつたらう。 

三、內田敎授の運轉手試驗 

本誌 M 若 K 氏から二月一日 ft 「工業日々』を送られ"それに揭げられた、 

平大内田勇三郞敎授の運轉手心理試驗の結果報吿に就き•分析學的立場から 
0 批判 5: 求められたので"本誌上でお答へする ことにした。 

內田敎授は筆漭の尊敬する先眾であり、その實驗調嵛は信賴すべきもので 
あると考へてゐるので、その點第三者の容喙すべき限〇ではないが，心理現 
象は複雜であるから.意識方面からの調査以外 1 C 無意識方 iol からの見解をも 
加へることは-一晚 mK への科學的評置を蹄緻にするものであるとは云へる 
であらう。 

內田敎授 は去年の 八月末から 運轉手 一千 五百餘 名に就き「クレペリン加算 
法」を以て調奔 したと ころ、 そこ 1 C は 必然的に加算能率の上# 型を 示す もの 
と， 下降型を示す ■ものとの 別が生じた？ ^ 驗心理學上 、前者を「定型」又は 
「健康型」 と 云ひ lm 務的で述轉手な どには 好適で あるが" 後 ^ は 「>更か 
し 型 j X は r 學漭型」 と 云って運轉手に は 不向きで*學漭や 文士には適する 
ので ある。そして£の 「離 者 型」 の# は どんな繫張してゐる時 でも 茫然とす 

る瞬間を持つ。 en ち M 命に運轉してゐる最中でも色々な雜念に柿はれて「不 


から見下 L て御^な5い。まるで#3るも 
のか彷彿せしめる。さうして汽取 It 丁度 
その彷彿に好都合の位地^鬼-〇やう1-鐵 
道が布設せられてゐるの•たから"なかな 

このやう LLS 大なわるものを持つてゐ 
S 女 It 巨大な女 («) である。卽ち、苴 
母である。自然と S ふ E 母との合一、そ 
れが往生 C 接®)の捷徑であると云ふ思 
想.端的に示して&るのが"この寢银の 
麻の命名である〇 

さうしてかつてこのやうな Eo (乙 
姬しとの交 B を敢打して大往生したもの 
には浦. JS があろから、この沛岛槪說は日 
本民族0無窓識的自 m 職想の必然性に依 
つてこの猝铿の麻に結びつけられ、彼は 
かつてこ V で鈞かしたと云ふことになつ 
て"この姥费の床の M 上に在ろ臨川寺1: 
は lfilrcr か m ゐ fc と云はれてゐる E 大な 
る釣竽が麗々しく寺 S として俅疗ぜられ 
てゐる。それは货 lt K 大なる釣竿であ 
る3それはさうパ6$0茛母のお相手か 
す K 巨 A 浦ぬの字 QE 大であることは！！ 
ょ W 常然だらう〇骑费の m と浦岛 t©a 
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资の事故を起して、後に驚き慌てると云ふ。 

併しながら加算法試驗にょ D 上昇型を示したものが"夜更かし型であり學 
背型で&ると云ふ結論にまで、如何にして到達し得るのかと云ふ點に就いて 
は、私は腹接内 fll 敎授から何ら〇說明を聽いてゐないので、そのま、受容れ 
ることは出來ないが"私自身に就いて a ると•私は加^試驗はして見ない 
が"して見れば必ず上孙型であるに相逾な si 云ふことは想像が矜く。さう 
して如何に「駿張してゐる時にでも茫然とする瞬聞」を持つと云ふことも多 
少は竹 It される。併しそれ故にとて上#? fj に非ざるもの V 1切が「茫然とす 
る瞬間」を絕對に抄たないと宏ふ結論に冏ず6氚持にはなりにくい0 

た c £ v に次のやうな反 iffi 的な? Itw は統計的に上つてゐるさうである 。 fip 
ち、科料 熄分三 十回 以上に瓦る折紙付の不挞運轉手たちに對して加節法試驗 
を施して见ると•典の四十 五 パ—セントまでが上#型であり，织漪型である 
と云ふ。併しそれとても大脫の傾向であり、統計率も四十五に過ぎないとす 
ると、 半分以下の妥當性しかないと云ふことになる。 

このやうに大婣の傾向と云ふ點だけしか明かでないのに、その型に M ) する 
か不2かに依つて運轉手としての職業的資格の興^を決定すると云ふことは， 
いさ i か平社のやうに恐11れるが如何であらうか。況んや"そのやうな傾向 
を「生れつき」のものであり「矯正不可能」のものであると定めて了ふこと 
は一 / ff 大隘に過 r る結論ではなからうかと思ふ。殊に、^驗心现斟が何ら Kt 
闪調沲的方法ではなく、 m なる結供統計法であつて、從つて治撖的方法に就 

S ては何分の方策なきも CD である場合に… . 0 

科料處分三十回以上に亙るやうなものは、分析して兒れば、その無想識に 


時 


评 


由聯想的結合は、その半面 U 於いて間時 
に性と死 i の同 I 性なも想味してゐるの 
であつて" その琳 It 焚に 分析 珙 S 硏究結 
果 i 1致してゐるのであ so 

寢»の山 

終诳の m は我^に主 T : H 3!( t の45旬「鞔 
仲の紱进の山か=悲し J & W 想させる C 
この句に於ける r 辎报 j の！ ^ や 
は9「往 / I : J であることは勿 cfir であら 
う。この；？ tr 大卟 1* 於ける木 W 箱仲の 
打死の跡我仲寺の谠內にあ i ^ J 碑に刻ん 
であ5"毡纽が璇仲の肋馆な沿期か憐 
み"彼があの世1:於いて成佛(磔赀)し 
てをれ [r ょいがと念じ cKa 誤し〕天上に 
賊つてゐ&|]か仰いでは、あれが成は_ 
仲の紱铌め t : sM の^であれかしと M つ 
てゐる心であらうか C それにしても sfs 5 st 
の 「 ill 」 ilx 何でんるか。 m が女性で* 
るならば、こ、の山 IX 叨性を愆味するの 
であらうか。老生もかつて、10葙仲寺を 
肋れ" E 然句碑の前にた、ずんで低荆去 
る能[ I ざろ思ひをした經驗があるのでょ 
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於いて何等かの破壊衝動的なも0を持つてゐるのではないであらぅ か。この 
倾向は個人的-)ムブ1/クスに基く場合もあるが、年齡的には#年期に於いて 
殊に遊だしく顯现するやぅである。從つて分析治取に依つてか\る傾向を取 
去る可能性はあると共に、また年齡の進むに從つてか i る傾向が自然に 先は 
れて 行く可能性も否定出來ない。事は入の生命と生業に關する問題であるだ 
けに、 何れの倒の事を考へるにしても、斷定は愼 m でなければならない。 も 
し運轉手等の悉くが他に適當な職業がある場合には•内田敎授の實驗に基く 
大 r!s 論を以て決定的な標準と してもょい かと思はれる。併しこれは あくまで 
も乘客本位の考へ方に偏するわけではある。 

古今集2公德心 

倉橋久雄 

本多辰次郞博士は『古典硏究 j 二月號に「十一今和歌集靖後感」を寄せて* 
平安時代の道德觀念に言及してゐられる。その内に、古今集には「櫻でも紅 
葉でも折り取つて赏玩する歌が頗る多くある。他衆や公阅の花•紅避を折取 
るとは速ふとしても*庭前とか山中とかでも扪成るべくは其の儘、指し措い 
て卽ち c やはり卿におけ)と言ふ風にすれば、大衆が見ることが出來る0で 
ある。又木の爲にもよろし s のが，當時その思想«:少ないと見免る。」と云 

つて"次の三つの和歌を證據■として擧げてをられる。 


{知つてゐゐが I この券(とは云へ、昔 
11知らず"今では寺 L 1 あらず俳人の庵 U 
過ぎない) III 4 上にあるのではなく、平 
地 It あるのだ。それ1:對して山と云ふ 
は"寺の m を一概卩山±云ふ T : め[4:かり 
ではないかも知れないが、そ：までの詮 
sllt 芭か菸から起して m いて見るよ y 
外^ auTi い〇併 L 「疲钱の床 J とは、 
何 i しても云ふわけには行かないであら 


押蘩の辯 

いつぞや Q 家に物^押 H に來 n 男があ 
つた。その時その男は面白い盗詞か U に 
L た。日く「金錢物资1:御不自由11あ y 

ますまい•か . J 云々と。この曾葉は货 

U 愆味诩長であ00腿 H 渚への威^と懇 
顆とを！1時に苋味すると共に"他而に於 
いて彼 B 身の劣等感 iJT : 较 Mi な tIill 時 
に意味してゐるこ i が、あとで牙析的に 
者へて见弋判つ n か£>だ0 

「金錢物熨 J と云ふ^同じことか別々 
の筲葉で云ひかへてゐるやぅ^一見思へ 
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‘篤の笠に縫ふてふ梅の花折りてかざさむ老かくるやと 
折りつれば袖こそ fo ほへ梅の花ありやとこ X に®〇嗚く 
よそにのみあはれとぞ見し梅の花あかぬ色香は折りてなりけり 
本多博士は古今集に樱や梅5:折つた和歌が多 S と云ふ褀を根據にして、簡 
m にこれを现馊の祁として論を迆めてゐるやうだが、见してさうなのであら 
うか。あえて和歌とは一 k は十俳旬でも r 梅花ををりてよめる」と前^して $) 
る^合はとにかく —— いや’これとても作者が梅花と共に何を折つたか 、 rf 
れた梅花よ n 折つた作奔の心塊にこそ和歌評0愆指があるのだと思ふのだが 
——おほかたの作^にとつて"それが现實であつたか m なる顧^又は幻想で 
$>つたかは大い;1疑問としなければならない所であらうと思ふ0だ。十；！今犯 
序にも「秋0ゆふべ ' rnm 河にながる、もみぢば、みかどのおぼんめに"錦 
とみたまひ*称のあした，よしの vm のさくらは•人まろが心に、くもかと 
なんおぼえける^の如く现實と幻想とは表 Ifa 的にはつきりと削り切れるも 
のではないと思へる。作^が現^の 3] f であるかの如く iK 现したからとて"そ 
れをそのま i ? Jf 實 i して^取るのは用心される y き ri らうと思ふのだ〇「や 
まとうた ST 人のこ、ろをたねとして、よろづのことのは i ぞ&れりける U ! 
とも ある 5 M り、和歌の如き人1!!]の空想的所席又は象徴的表現に過ぎないもの 
を銳據として道德を沄々することは輕卒の黢を梵れないであらうと思ふ。示 
された：二つの和歌は道徳的見地の极據とするには澉制のもの i やうである。 
だからこの場合，慌测すれば、本多博士は『宙今集』の和歌評に托して現今 
の S 1 德心の缺如を突かうとされたものと思ふ方がむしろ妥茁でもあり，正 i£i 
な圮方でもぁるゃぅに思へるのだ。丁度十3今集の作漭述が梅花に托して、何 


時 


評 


るけれどもノさうしてそれが恐らぐ彼の 
寂識埘 G 目的ではあつたらうが.彼0無 
湓識では別の M 的があつ r : らうと思ふ。 
何となれぱ"それ fjt 彼 s 身の JS 度(成赭 
と懇陬とを诚咔に丧纵してゐた璐度〕が 
それな證明して* r : から T 金0物^」を 
二 c に分けて#へて; L 6 と"その: et 味が 
非常に判然と分る。「企01:御不 n 山は 
あ y ま- r まい，だか•りこんなもの一つく 
らゐ n つ r :つ- C お前3んの來ては1«る£ 
と (I なからう」41•ムふ成牌的な: fialci 、 
「物 HI : 不 nMlfl ない： U . LI うか6-こん 
な押資&されろのは、さぞ^迷惑 i : らう 
が」と琦ふ想鼷的な撤哝と1 … i 〇その成 
_と懇順との陰 1: は彼 n 身の IE 我感と劣 
筇感 i が典付け Lt ゐる W だ〇何 i なれ 
ば、命 ¢5 物 ftlc 不 . riUI のないものは rt 分 
のやう一一不 . rl 山な t のを助けろ鸦務があ 
siCDJE 魂? 3i と • n 分は不 nIflQ ため 1: 
人に懇邸しなければならない漪•たとの劣 
筇惑と…… i ころで、彼はこれをもつと 
不^:由でない人のところへ行つて云ふべ 
きであつ?;0 5う沄ふ所に行つて云へ 
IX 、 5 5 云ふ人の睜故感 U 觸れて效果盼 









驾かの感慨を示さうとしたかの如くに—。公園とか大衆とかの言葉が博士 
の言の中にあるやうであるが"當時は現在と郡變〇木々も至る所に^甯であ 
つたのではないかと思へる。一枝や二枝"歌ご X ろのあるものが折つた所で 
さして大衆 rcM ; feip も與へ fcs だらうし"いはんや公德心云々も問 1 ±れなか 
つたであらうかとも思へるのだ。だとすれ•は本多博士はとんだ江戶の敵を討 
つたとも云へるであらう。 

さて：^^折るべき か 折らざるベき か 〇とれは矢張の 作者 その人にまかせて 
その作^ の # 華 振心に.鮮 分の感槪を 寄せる方が [ S 白くもあり、賢明でもあら 
う。 若し本 多博士を して 作 背たらしめば•折られざる梅花 1C 博士のコン ブレ 
クスは語られることであらう〇和 歌の象徴的 意義については大槻氏が『やは 
わ 人 fyl 的な』 C 都新聞 十一 年 十月中旬) 等 1C 於いて詳述されてをられる 〇 本文と 
並讀 され X ば 幸甚である。(終) 


新 

刊 

紹 

介 


『問題の子供』ニィル原著•霜田靜志譯 i — 

この寄は、霜田氏の名をわが國に髙からしめた名著であると共 
に、兒實問越への關心を强めた歷史的出版物である。內容につい 
ては今更記^が紹介するまでもな S であらぅ。この度改譯改版し 
て手 tfi な上下二 冊の 美®となつて' 一屁藝人に親しみ易い瑕と 
なつて現れたことを我々は甚びたい。 

(定價 • 上下各冊 五十錢) 刀江赉 淀發行 


であつ fc らうが、さう云ふ部障感のな 
い、同 e 不 Am 漭仲問へ來て云つ T : も〇 
だから"到頭分祈材料として利川せられ 
るたけの結果になつ n ! i 過 〆 ず•一物も 
質つて( X 莨へ tc かつ T : Q は鉍の蒱であ〇 
た0 

時計の子 

昭和十一年新年號の！ f 少牢惧衆部』0 
「樊話 J 欄に®白い詁が出てゐた。 MII 
『時計の子』 i あつて r お父さんが帶の 
.間から時 t+ か取出すのを見て"坊 ^p が『坊 
がいくつになつ7;ら"帶から時計が生れ 
£の？』.と邳ね7:」と云ふ話0兵硪縣の 
小川光治氏の投 m とあつ?: が、 この 話は 
勿論货新であらう G こんな Is が大人の架 
?H で担 m 出來る笛> ない。 

まづこの坊やが如何に m 產 ilK ふこと 
に絕大の興哝^持つて&るか^分る〇出 
mi 云ふこ i の興哝は勿論' P ! 分0身の 
出產の由來 U 就いて疑 a を抱いてゐると-, 
1K ふ C とかその斑而 Li 豫想 L なければ t 
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らない 1 とだ。少くとも彼は"出產とは 
大舎な人〇扇邊の何逝か V ら小さいもの 
L 出て來ることだ i 理解 L てゐるのだ。 
との m 康覜は0分のほ然の領解でわらう 
か。次に面 ft い點は坊やの r-I t X ムス 
的思想で、彼が時計/ if 塒人化し、それが 
帶の11:]から出6のか出逛と間一視してゐ 
£こ i である。彼は， r . l 分か特肿に；2一 化 
して&5のでめらう〇浓三に：_ D いの 
は"幼ゃが夂糾に11{淹能力あリ2考へて 
ゐ6ことである〇幼兒にとつては父仰の 
性別とその杜浙的性能別とは1511”あ主 
P 明 rlT ないのであら50それは多くの 
幼 511 が他親に t ペニスがわると枣ヘてゐ 
るのと tnl じで?>らう〇访四に而1:1い© 
は、釘分 t また出茂 m 力を父親の如{几 
へ5やう1:坫く仃リたいとの抓轺か持9 
てゐるこ i *-/ l の一您に於いて明 ml : 示 
してゐることである J 子供にとつての H 3 
親への阅1化は、この出庾能力の璲#と 
S ふことに於いてその紡秘の n 的に速し 
たことにな K > のでわらう0 


時 0 


二月十一日には 

土屋秋赏 

一 Bill 十日 m 炕 yi \ ICA 主他の下1:開 
值5れに天文挪成において、 3 X 都花山天 
文 sf 役 rll 本一沾博士( I 「本平の二：！：十一 
n は神武！ KrAPIl 位紀元二五九七¥の紀：兀 
Fiji であ iilii ] 時1:火^正 MwHLitts か 
ら、 n 木の時： iu 何か興味ゐる IKI 姐が起 
S に相迩ない OJ と天丈氓者の銳い職笼 
的れ 83 i か以つて興哝あ aEK をした0 
1舣に正月1:おいては、^々の心は_::: 
然に阶始時代1:吏た幼^期 U 退行するの 
であるが、紀元節でわる二/]十一 n が本 
部は大 BJEW 朔 nu 常つてゐる iH ふこ 
iir 條#反射1:ょつて：：！本 NW の#:溢 
識心 _ I:H 锥かの民族的 ri 猫が昂极する 
ので lx £> る i {いか。何となれば紀元節も 
正 ;| 1共に物の新た |: 龙れる1义 {1 生れ 
代 S 、 * とな無; ffi 識論观的に®:味す5から 
:::〇私はそれが神經症的な形態で現れ 
なけれ ir よいが i ! a の不安を懷き t £ が 


らも多少0好寄心を以つて a 日を待つて 
ゐる。併しこの雜誌が i!t に出る鲺 uIi そ 
の日旣に過去となつてゐる答だ。 a 3 

とろんこ大將( I 痛) 

保崎茂明 

これは卟邮十二 W 二十 ntrto 师夕新 wi 
LLIB げられ fct ので、班: 1 C は供^ C 木眦本 
■|:於て取上げられた咁©ある『小热お 
でん J の作*松下丼知夫氏である。と乃 
んこ火將±云ふ toll 班中の莳さんの仇名 
らしい、ノ X トゥ的杯布から仲けられれ 

尨す£1:'大將を以 X して、 ffi 在ではもぅ 
"並になり過ざてゐるが"不釣合の袖端 
5 から來ろ浒格味を助及してゐる J 

i ろんこ大將〇浚班は此の外！111 i に 
してゐる•か"漢碎的作法の起承轉 M に做 
つて此れ糂而3く述んだのは他 1 C は fe か 
つ r : やぅだ。 

笊一颂而で II 大將が飯煺にあた y なが 
ら、娘の乳砂に吸ひ 5 JJ いてゐる赤ん坊を 








8S 



藥んで， 0 る〇この炬煺は Bfr 内‘グ x がラ 
ィズしてゐ100大將□身もぅ MM で小兒 
化してい，年配なのだバ第一一勘 MT は赤 
ん坊の幸福から必然的 1 C 想到する苦の m 
放を思つて、いや！ i 七ンチになつてゐる 
が"^の言菜で B 分自身の事か思ひ出し 
t : 〇笫三場面では i ろんこ大將の考 7 M 
若夫婦〇考へとが全然逆つて*る所一!而 
a 味がある。江戸小咄に親爺が嫁の乳房 
を吸つて息子 U 「お前は俺の女 M の乳を 
吸つ?:から"俺 U お前の女原の乳か吸つ 
ても文句 ( T 出 i い o 」 i 苜つたとか1 K ふの 
があろが"现爺の息子に對する報復的心 
理は聱が笼子に來 * T ; 笛だから此の洩逬に 
は常ては吏ら f £ いかも知れないが、似 n 
ものか此の若夫搿 tt 感じ?: t の4考へら 
れ so だから第四場面では大將が飲まん 
i 欲したの ( t ® であ0 たと 知つて微笑か 
禁じられないでゐ 00 彼莲は大將 の 1 r 葉 
に對する觀念支出が多過ぎた ci か今知 
つたわけであス G 

笫四揚 M で大將が喇叭飲みしてゐるの 
〜44味がぁ；一子は乳房、酒 tj 母乳© 
(以下箔一〇一茛下段へ續 
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蠢 


大島(三原山)分析紀行 


1、死(詩)の .：： T g 生の岛 

私は咋邶十二月半 m 、^: に機^を^て久しく一遊を望 
んでゐ仁大.：3へ波ることが m 來た。自分にとつては M 々 
な意味で非常に冇益でもあむ愉快でもあ〇た。 

十二巧十四!-|0夜十時半に芝浦の棧梳から观船した。 
船は橘丸であつて、これは東 m 汽船株式#社でも自 m に 
して， Q るらしい美郴な船で、形こそ小振りたれ•服栽 i 
梢造すべて歐洲航路の船のやうであつた。私は In ] 行十數 
來の嵆友部と脤かに乘込ん•たが•自分の宛てがはれたの 
辻日本室であつた。日本室と沄つてもベ，卜の代りに荊 
團を敷いて艘るやうになつてゐると云ふだけで•室全體 
の感じは非常に®洋風で、絨墟綠のも S で m 全體が被は 
れてゐる。深夜に入らうとする刻限に芝浦を出發して文 
字通り眞暗な海上 S : •南へ南へと走つて行くのであるか 

大岛(三眧山〕分析紀行 ， 


大 槻憲二 

ら•その P 自身が非常に圾徴的で、如何にも詩(死) 0 
cT 浞漀〇阈へ行くと云ふ感じが、痛切に胸 icia つて來 
る。さぅして一夜明くれば——と云つても船が元衬に沿 
いたのはまだ H 時前で•四邊は全く ilt の Dif であつたが、 
とにかく明け近くなつて.眠 b ( 死)から^めると兆に、 
兄知らぬ南の阈に溜珩してゐるのだから•如何にも死を 
經て彼圮の大往纸塊に到速したやぅな氣抟にむる。私は 
かつて諕んだ英阀の死の詩人ヰリアム•モリスの作「乃 
は束に m は西に J を想起した。その詩は羽衣型の傅說を 
取扱つたものであるが c 本鈦第二卷邡四號に奸 し y 逝ける 
_人を祥ねて主人公が世界中を11流し般後に海底の瓶厨 
となるが.失神から目ざめると_分は南海の怪しい孤^ 
に漂漭してゐたと云ふ話で•大岛が涅赞本能强きわが垃 
衆の無想識にとつて非常&魅惑であろ所以も判然と諒解 
せられた。 . 
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二、島のあん乙 

元村へ涪いて疵ちに自動車で二坩餘(？〕をゅられ- 
岡田村の觀光ホテルに磨いたが、そ0ホテルの意外に堂 
々としてゐるにはいさ k か擗いた。船があれぼど立派で 
なかつ たら， 恐らくも'〇と餡いたであらうが、同じ汽船 
會社の經營である以上、 C の船にしてこのホテルあるは 
當然であらう。 

ホテルの女中としては有名な•鳥のあんこ(娘)たち 
が例の手拭を王冠の如く輪形に頂き •漆黑 の恐ろしく豐 
宵な頭髮を特異な形に結ひなして，帶はグルグル卷きに 
して、素朴&姿で接待をする。この地方色はホテルが恐 
らく大事に保存して遊客へのサ—ビス隨一上してゐるの 
であらうと思ふ。あんこたちが美しいと云ふことは豫々 
聞いてゐたが1それにしても a 中のょりぬき0美女たち 
を集めたものと見えて、何れもょく顏形が整ひ•體格も 
美事で、如何にも立派である。皮碑に潤ひがあり容貌に 
一種の品位があつて.只の田舍娘とは思はれな S ◦多分 
昔.大烏は流人の地であつ仁から、文化の血がそれ等の 
人々を通じてあんこに流入してゐる〇ではないであらう 
か。もしさうだとすれば文化と野性とがよき調和を得た 
る結果であると申すべきであらう0 


島には藝者&るものがあるのだが"その藝盏たるや" 
やはりあんこなのであつて*そ〇姿もあんこ0制服制帽 
を 着用してゐて*極めて素朴なものである。有名な大岛 
節だの、大島踊りなどを演じて見せたが、流石に鄙びた 
中にも洗練せられてゐて、哿通のあんこの唄とは述つて 
ゐる。言葉は完全に大岛辯である。例の「わたしや大島 
御神火育ち胸に煙は絕ぇやせぬ J 云々と云ふのは宿名な 
大鳥節であるが、こ ( D 歌詞の分析はわが讀者諸君に對し 
てはあまりにも容易な課 IM であらうが念のために試みる 
ならば、「私は大島生れで三原山の御神火に敎育？れて 
來たから、山に同一化して私の胸 m も戀情の火は不斷に 
燃ぇてゐる」と云ふ意味であるが、大地の火が本能の火 
(情熱)〇象徵となつてゐる C とは定石通りであるから 
今更說明するまでもなからう。この大岛節以外にも一つ 
「ガシャガシャつたら寢られない」と云ふ折返しのついた 
唄がある。名は聞き M らしたが•この折返しはどう云ふ 
意味であらうか〇竊聽症的 コム ブレク K の唄であらう 
か。かう云へばわが讀黹諸野には旣にお分りであらう。 

三、 富士遠里と 三 原近 M 

着 ルた日は雨天であつたので、終日ホテルに 螫居して 
あんこの唄&どに聞きとれてゐたが"その翌日(十六日) 
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は反對に天は淸く晴れ、風もなく絕好の登山日和であ〇 
たので1 H 原山見物と定め湯場まで自動事で乘0つけ、そ 
こから林間0小徑を徒步して行くこと一里ばかり、葙名 
な御神火茶屋に迎〇箝いた。 

湯場へ行く途中、山腹から海を隔てゝ右手に富士を見 
たが、 e 分はかつてこれほど奥しく •これほど莊肫な 7rl 
士を兒たことはなかつた。思ひがけもせぬほど商い中天 
に}1つてゐる W 士 •糊の方は成にかくれて夢の如く*眼 
下には靜かに2波が烨邊に打播せてゐて*如何にも身は 
瓶^にある心地であつた。大- .UJ からの符士を ii ずして帘 
士を云々する勿れと*私は云ひたい。 

御神火茶 M は W 火口0外輪山上にある。これは恐らく 
涔咖火口邊であらぅが、今まで ii て來たところは一而の 
樹海であつたが.こ、は一绍灰色の砂山で.如何にも淡 
慘な感じである。眞 JHrfti 遙か现喷火口からは一一: JJKS 喷炖 
が眞白に，速讲の如き辨きと共に喷， /11 される。：1::分は 
同行數來と共に初めて乘つた駱駝の If 上から四邊を咖埜 
しつ身は宛も神曲地獄篇中の人となつたやぅな感じ 
がした。火 n から數丁離れたところに「火 n 茶 M」 なる 
ものがある。その茶 MSM まで來た時、駱駝は如何 1C も 
自分の fi 任を娘したと云はぬばかりに立停った。御^は 
も少し上まで行きませうと手綱を引强つたが駱駝はテ n 

大 ac 三 Ef 山〕分析紀行 


でも動かなか0た。駱駝の職業意識の11|:#辛さに苦笑し 
01、併し遙々異郷へ來てこんな勞務に服してゐる彼女 
(それは牝であつた)に同情と感謝と S :- 寄せつゝ私等は 
鞍から下りた。それから一二丁の灰 UI 逍を辩 々と^〇 つ 
め"]? i 上の火口茶 M でまた小憩して愈々現 pit 火口を视き 
に出かけた。同行の内には恐れて引返した^もあつた。 
無 PR もない。孤！2の卿きが、不断に pit 火 P 成から鄉いて 
來、その/# icfi し SKI 炖が沒々と立^るのだから，火抵 
の^は尻込みするのは尤もである。併し私は折角こ\ま 
で來て喷火 n ? rM 下して投身^の心珊に感惝移入する機 
#を放笟するこ i は-^^^氏に對しても不忠實である 
とばかり•敢然^的我務她と兆|€坊を跛して出か if た。 

坑 nl !!] 近には金網の斯が fjie ■してあつて近付くことが 
出火&かつた。併し案内の人が111]逍から櫓0方へ逃れて 
行つてくれたので - C 分^同行 H 人は代る <その橄3 
交出た桁の上に四つ這ひになつて中を觇キ j 込む事が l [ i 來 
た。そこは文字通り切立つたやぅな斷 m で古い形郛&が 
ら身の毛もょだつばかゎであつた。只今自分はこ、へ飛 
込まぅとしてゐる〇だと想像して^たが、一向誘惑も衝 
動も感じなかつたから•まづは自分の心 B 1! の健企に安堺 
した。併しいつまでもまご<してゐるとどんな無您識 
願 S 1 が心の喷火 P 底から湧き上つて來ないとも退らない 
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ので丧居は無用と早々に立上つたが、途々案內袞加ら投 
身背たち Q 數々の珍妙奇拔 &H ピソ—ドを聞かされた。 
歸途は徒歩で元村に下 P、 元村から梨合自動車でホテル 
に歸着した。 

四、波 浮の 港と六 踏 固 

その翌日は有^な波浮港へ行つて見た。「波浮の港は 
巾着港•惜しいところに紐がない J と云ふ俗諮があるさ 
うだが•この誰を分析的に觀察する と、 どう 1K ふこと 1C 
なる であらうか。さう して その分析はそ® ま ゞ波浮港そ 
のものに就いて0人々の空想の分析となるであらう。と 
ころで現寶〇波浮の港はそんな詩的なものでなく (と私 
には 見えた y 如何にも現實的に、商喪熱心な魚類の取 
引場である。軍なる遊镋客相手の町ではないと云ふこと 
を、 そこらの空氣が切 ¥£ に示してゐる。 

波浮から私は直ちに乘合で元村に引返し，元村から徒 
步して藤^犁園に行つて a た。この跟園と六踏園とを訪 
れることが、分柝學徒としての私にとつては莜も m 大& 
目的であつた。殊に六踏園は不良兒を取扱つてゐると云 
ふことなので、本號にそ q 様子を報道するためには赴非 
とも行つて見たいと思つてゐたのだが、いさ X か距離が 
遠く時 R 3 がそれを許さなかったので割愛することになつ 


た〇は如何にも淺念であつた。また〇機會を期したい。 

五、藤倉學園と 川田 圃長 

藤會學園は低能児の收養所であり敎育場である。門前 
に立 o ' て奥を覘くと、松並木が道の兩侧に立ち、まるで 
禪院の参道で r もあるかのやぅな感じであつたが、奥ま 
で行つて見ると"學校とも病院とも云へる(その何れで 
もある)空氣が新たに展開して來る。受付の姆母に刺を 
通ずると快く園長室 1 C 通された。園長川田贞治郞氏は五 
十五、六歲位の、小柄の紳士で、丁度晝時に飛込んだ初 
對面の私に對して「お畫食は如何ですか」と勸めてくれ 
るぼどに親しみのある人である。その代ね前客の手$つ 
けずにおいて行つた茶菓をそのま ゞ 私 1 C 勸めるほど(そ 
れは姆母のやつた事だが)呑氣なところもある。如何に 
も鄙びてゐてょろしい。 

藤倉學園は藤倉電線#社からその資金を供せられてゐ 
るので•創立 ^ 中內辦吉氏は藤倉熊吉氏の四與で 、中內 
家に養子に行つた人である。中內氏と川田氏の關係は私 
には分ら&いが、川 Ffi 園畏〇經歷はドィツ福音學校〇出 
身。宗敎學校の出身衆で、髒學的知識を必要とする低能 
兒敎贺に從事してゐると云ふ0で•その點に就いて氏は 
や V 劣等感を持つてゐられたらしく、方法論上種々苦心 






£)3 


をせ^れた結果 > 今日では敎育學的 V 精神病學的、心理 
舉的、三種の方法を綜合する方法を樹て X 確信の域に達 
せられたと去ふことであろ。氏は一般の敎育家や敎育學 
者たちに甚だしく不滿を持つてゐられる。また各地 Q 大 
學ゃその他の學校から多く〇餿地斫究家たちがこの噪闽 
に硏究〇ために來訪することを誇りとしてゐられる。十 P 
滞平作氏とも迈知0問であるとか。闽投は本誌節三卷笫 
二號 r 宗敎心理研究號』を W 棚から取 IU して见せられた 
が"同號には十：！滞氏の執^があるので、或は间氏から川 
£闹提に贈られたものであるかと思ふ。 

圃畏は 起って、 闽内を隈なく架内せられた。蹒觉 、敎 
空、治療室、•一染から便所まで案内せられたが、何虛も 
心地：く说柿せられあって世の多くのこの稂の公炎迚染 
物の如くでなく*象庭的な溢咏を感ぜしめた ことは， 一 
つには碗に网设の人格に地くものであらぅ。た ir 癖室に 
至つた時に、做かに興^の麻をつくものあるを感じたの 
で、夜械症の患盏は陆0ませぬかと韩ねたが、居るには 
尻るが、^鞭二時 flsl おきに^謹婦が起して使を させる の 
で、粗相をする やぅなことは ない>1て、その記錄の表 を 
奥の方から持つて來て a せられた。その並々 ならぬ 世話 
の燧けるのには、私も 自ら 頭の下るのを徙えた。硗室に 
は能力の殊に低い兒宽が三^ほ ir 殘つてゐた。(他の生 

大 ft 011 原山)分析耘行 


徒たちは敎室加作業場 tr 赴いてゐるのに。)何れも實際 
年齢ょりは遙かに年少に見える。七、八歲であると宏ふ 
に二、 H 歲位のやうな顏付 JJ 1 度を持つてゐるものもあ 
つた。彼は艘衣の紐をしきりにしやぶり、その口替定猗 
ぶりを露骨に示してゐたが、極めて怡樂扼的傾向の子供 
と見えて機嫌 rt 頗るょろしく.園挺の手にすがつては廊 
下をビョン^-跳びはねてゐるのもいと哀れであつた 0 

講觉£?)黑板には^^#か何かのブ11グラムが眼0出さ 
れてあつたが、その21には架^朗 M と云ふやう&羽目も 
兒え‘流：心に阅设の出身を思はせた。私 i しては低能兒 
敎竹に尕敎的情操の注入がどの程度にまで役立つかは全 
く門外漢の 2 Jf とて分らぬが、併し£のやうな犧独的な事 
業に拢はるものに祭敎的倍念がなくてなし得るものでな 
いと云ふことは"十分に同情出來ることである〇園兒は 
固下六十五名，內三分の一は女児、園-兄とは云へ砬年授 
游は三十餘歲であると云ふ。，下滿 M で、これ以上收容 
能力はないとのこ i であつた。國家は^に M 々"あまり 
に腿々、かう云ふ固家的那眾を比!!1]に裘任して何等關心 
を示3なすぎはせぬのでなからうか。 

辭去する 1 C 際し、園避は私に贈るにその著 f 敎 W 治療 
學』の一卷を以てせられた。私は阂畏の奸意を深く謝し 

(筋一〇 1 H 上段へ撗く) 
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講 座 

二三の語義に就いて 

北山 隆 

精神分析學の語義は、他の科學の場合と同様、一般の 
人々に屢々誤解せられ勝ちで あるが， これを通俗的に解 
くことは容易でな S 。 英國の通俗心玴繆若 rlK ター氏の 
説明は如何 かと 恐 はれる 點も あるが、 分りい i ので左に 
二三摘靜紹 介して見ることにした。 

n ムプレタ！< 

n ムブレクスとは•或る^緖を自發させるが如き性質 
を持つた所の觀念〇集合體にして、それが、當該侗人に 
とつて、一定の事柄を聯想5せるものである。或 4 T も 
つと簡 m に云へば、 n ムブレクスとは X & る刺激によつ 
て、 A の心の中に呼び起こされる侗人的聯想の一集合11 
である。 

總て人間の心は、 n ムブ-1/クスの塊である。我々は最 


幼時から"何でも我々の觸れる物に對して惝_的聯想を 
柳成す る 部を始めるので あるが、 それらの物は Ri 母にど 
ん^^大きくなり、益々込み入つて來る。かくして爐端 
の敷物に坐つてゐる赤ん坊は"火が自分、の食物を温めて 
くれると云ふ事から"火と暖か？"輝かしさ"腹のくちく 
る t 等と云ふ心持ょい感じを關聯させ、る、の、である U 又 
彼が スト— ブ圍ひの上で火傷をすると、苦痛と恐怖と云 
ふ m 緖的な觀念 が、 彼の コム ブレクスの屮に加はるので 
ある。 注意が 行 Md いて W び傷をしなく &ると" 苦痛な聯 
想は消えて 行き、一方、偸 快な聯想は毎日の反復の爲に 
强められて、遂に彼は燃え上る火を m る時の菩ばしいコ 
ムブレクスを再び取 返す 0 である。一つの事につ ^ て葳 
圖的に得られた智的觀 念は i コムブレ クスと 學術上云は 
れてゐ る 物とはならないので ある。私が アル コ—ル中諧 
と酒類醚造禁止の事を.一生懸命頭を使つて锶えても、 
この問 M に 就てのコム ブレクス ？ r 構成しはしないのであ 
る。私は酒が無數0不幸と堕潘を生ぜしむると S ふ事を 
知つてゐる。所が酒類に就ての私の惝紐的聯想と云つた 
ら、野外で長い一日を送つた後、火の傍で飲む熱い奴か 
さもなければ御馳走のテ—ブルの上に光つてゐるグラス 
や、ピカ<した銀器の资澤な事などである。酒と云ふ 
もの忙就 S ては、私は喜ばしいコムブレクスを持つて居 
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り、それが私の鱟ぇた知識なんかより锒强い爲に、私は 
禁酒 論者の 說のた めに猛烈 ic 反應 する 事はあま &無 さ X 
ぅな人間なのである。 

n ムブレクスは】组涯"取仲くこともあるし"叉，僅 
か fx 時間の中に發生したり消散したりすることもある。 
暗れXばい、と烈しく m む怵緖的固子が私にあると■ま 
ぎれもな s 雨降 U の徴候も私 1C は藤張り目に入 ^ ぬかも 
知れない。目下の所■私は天候 n ムブレクスを持つてゐ 
るわけなのだが•明13になつて.天候に對する私の感惝 
的聯想が消散したら、天候を判斷する能力も扱つて來よ 

4 

心现锻法は、奥深く潜んで 5 b る苦痛なる n ムブレクス 
を大抵は處珊するのである。か i る n ムブレクスにまつ 
はられてゐる祺柄は無想識中に退却して I そこに勒藤を 
惹起すのである0 

心輝■故法{永は種々な方法によつてこれらの事柄を發见 
し、 岡 Mrr 指された時に、患 ^ の起す激しい感動によつ 
て•彼は患荠の無觉11 . 观解するに到るのである。 

例へば潑師が一人の女兒を扱つてゐて、彼女は兎と云 
ふ言葉に特に非逍く恶じ易いと云ふ事を發见する。やが 
て彼は、その少女が兎狩を兑て、怖がつた時に起つた所 
の、深く抑！！された恐怖を表面に持來すのである◦又" 

0 座 


或る男を取扱つて見ると、水、湖、泳ぐ等と云ふ言葉が 
彼0 n ムブレクスを示す物だと醫師に分る〇卽ち•これ 
らの K 葉に依つて譯〇分らぬ感情をこの男は起すのであ 
る〇醫師は此の患者が投身自殺をやらうと企てムゐたの 
だと云ふ事^發兒するのである。 

抑壓と禁制 

抑壓とは、不職快な n ムブレクスをその意識&くして 
無意！一中に追ひ返す事である。卽ち•故趑にではない 
が、何等かの觀念を忘れる織にしてゐる場 合、 我々はそ 
れらの觀念を抑贈してゐるのだ。禁制とは*或ろ惝紐を 
故意に隠蔽する事である。かくて我々は、勘定を桃つた 
り、 [ ft ] 倒な手紙に返祺を#くのを^ P 々々忘れるので、 
そこに我々の無窓識的抑_が苻るわけなのだ。併し非常 
に不機嫌 tcfc つて階下 ic 降りて來たと云ふ事 B : を隱さう 
とした隣人の談話にホト< 困つてゐろと云ふ事^ 
41^0うとした U するが、これ卽ち禁制である。意識的 
槳制はそれと分らないほど微妙な漸胳をなして無意識的 
抑醣と隣接してゐるのが普通である。かくて、レォボル 
ドと口 H ブと云ふ少年犯の行つたシカゴの殺人事件を设 
近研究した m からして、この浩漭共はその情緖的 M 應$: 
變態的に抑刪したのだと云ふ事が分つ fe 。!/ オ ，ホル ドは 


I 
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元來 チト 變な子であつた が、 極く幼い時.憐润、愛淸等 
と云ふ S 然的な感情は自分の滿足の爲には邪魔になる事 
を知つたので•それらを故意に禁制したと云ふ事が明に 
されたのである。 

後に&つて此の禁制は自働的になり•彼の意識的制魏 
以上になつてしまひ、かくて抑歷となつたのである。し 
かし抑颳がそのやぅに禁制から變化せず始めから卽時的 
に存立し*自働的になる祺も、等しく普通な事である。 

理窟付け 

抑應 された コム ブレクスから 起る情緖は元 來 無意識的 
であるから、意識に於ては尤もと人に思はせるに足る原 
因があるわけがない。現に、私は隣滾のマシゥズ氏を弗 
道く嫌つてゐる。實際の所.私はそのやぅに猛烈に彼を 
嫌ふ理由なんかないのである。 しかし、 彼が何かの瑕で 
私の馴染トムソン君をチト惡く云つたと云ふ事を偶然聞 
いて ■私が私自身 も 秘かに躲く程、一也懸命 トムソンの 
M を持つならば、そこにマシゥズ氏を嫌ふ立派な理由が 
成立つのだ。トムソンの肩を持つことは理窟ぬきにマシ 
ウズを嫌ってゐる事の結拱だと云ふ事に私が氣付かない 
S もある•或は「マシウズがいやな奴だと云ふ事は•私 
社元かち本能的忆知〇てゐたんだ。 J と云ふやう裒こぢ 


つけで I C の： 小 合 J1 を說明することも$>る。明かに不4 n 
理な惝紐に對して、合现的な极據を與へる此の過程を 
「现苘付け」と呼ぶのでぁる。もし私が自分の無意識を 
知ることが出來るなら、こんな事を發見するかも知れな 
5。卽ち ，マシ ゥズの盤は、私に豫備將校時代の或る敎 
師の聲を思ひ出させてをり"兆の敎師を嫌つた事にはチ 
ャンと譯がぁるのだが、しかし私は典の敎師の存在なん 
ぞ疾くに忘れてしまつてゐて I その 聲の n ムブレ クスか 
らマシ ゥズを嫌つたのだと云 ふこと を。 

又別の例を錐げょう。貧乏な境遇の■一 Ilf 年が或る病院 
の無料診察を受けに行かねばならなくなり•長い事.四 
邊の氣持が惡くて汚ない所に待たされてゐる。やう A つ 
と翳#^彼? ra る段になると、いきなり彼はこの病院で 
は看！！婦共が貧乏人の女や子佻を冷遇し®待すると云つ 
て"猛烈にヒステリ7クに m 慨する。翳者は彼の非道く 
憤慨するのを見て，訝かしく思ひ、又，外來患裝達は大 
體に於いて人逍的に丁寧に扱はれてゐることを知り•長 
晖の經驗からして大抵こんなことで fe からうかと察し、 
さうして美事に知るやうになる。卽ち、此の靑年の貧乏 
コムブ V クスは慈悲深いお助けを受けると云ふことを屈 
辱と者へ、氣持の惡い所に待たされたりした事から•ひ 
どく憤慨するやうになつた0だ*と〇この場合に關係し 
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た ®者が"他人に於いて深切な感情や利他的な感情を總 
て疑ふ所のつむじ曲りではなく"外に現れた感情のヒス 
テ y づクな 烈しさに俄つて却つてそのコムブ V クスが察 
知出來たと云ふ事を注意すべきである。そこには政冶 
的、 社會的弊赉に對し、或は他人の苦惱に對して憤る所 
の感情みたいな物が存するのだ。しかし、一昆我々自身 
と何ら個人的關係のなさ V うな事について我々が熱烈に 
議論したり感侦を激させる傾向が我々の中に常にある事 
を我々が發见する時には’その事に就ての我々の個人的 
聯想の何であるかを觀察し理解するがよいのである。 

抵抗 

我々は苦痛にして不面目なる經驗を無意識の中へ抑壓 
するものであるから"か、る經驗を意識させやうとする 
ものに對しては我々は勿論、抵抗するのである。分析受 
療中の患者は、; 1 TC 識的に分析者と協力しようと熱心にな 
つてゐ る 事からして感情が銳敏 に &るのを經驗する m は 
よくあるし.又、如何なる感情上の犧牲を拂つたにして 
も、無意識的抵抗に打勝つた時には、エネルギー解放か 
ら生じた安樂は實に大きく、その後味とも云ふべきもの 
は疲勞よ〇も寧ろ一種の爽快の氣分である。分析治療を 
要する者は屢々.分析と云ふ物は自分0日常の仕事を邪 

0 座 


魔して•とても 骨の折れる處置な〇だと考へるので あ 
る〇けれども多くの 例に 於て は" 實はその逆である。治 
療の終極の結接としてのみならず" ft 接の結集として 
も•彼の H ネルギーは增加するのである。 

轉嫁 

轉嫁と云ふ S の性質に就て深く哲學的に若究する取 
は"本稿の範幽を踏み越ぇる。轉嫁は微妙で混み入つて 
ゐるが‘しかし贺際的な！-3的の爲には轉嫁とは患^の释 
師に乳する信用•埝敬•親和の感情であると解してお S 
てょからぅ。多くの^は"この感惝を彼锥の镫師に對し 
て持つし"もしカト y ック敎徙であれば收師に對して^ 
つし"又"誰でも良いから指 S 者の槪に振舞ふ ^や、 力 
を借してくれる相談相手に對して此〇感愤を持つのであ 
る。先に述べた抵抗なるものは、分析^に對する消極轉 
嫁と呼ばれる形を取るのが M 々である〇換言すれば"患 
敦は自分の無意識に御目にか IP たくな VV 所から分 r 
者に對して嫌惡の感を 起し、 £:の感愤を利用して*治療 
に 信用を遛かな S 口 ^ にしたり" 治療に行かぬ n 實にし 
たりするので、これは 勿論、 理疝 付けの一種で あろ。何 
故なら， もし治療を受ける心算なら ば 筋の通つた理由 も 
t c のに 之に 抵抗す ると 云ふ事は道 现に合はんから であ 
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る。尤も、消極轉嫁が必ずしも常に理痛#けだとは限ら 
ない。消撷轉嫁は他の理由に甚いて起る^もあるだらぅ 
が"これが m 張つてゐる限〇效梨ある治療は妨げられる 
0 である。 

分析的心！ f 學〇早期〇解說胬たちは"分析莕と斑者の 
問の感情關係はその感情の歷史に於いて新しいものだと 
云ふ觀念を人々に與へ " MIC 就ては多くの有害な痴言が 
一新られた〇锴かれたりしたのである。忠背は神秘内な" 
明かに寧ろ變憩的な產で醫師に饱れ込む Q だと說かれ 
たのである。しかし乍ら、非常に熟達した翳師には(精 
■醫にせよ肉體發 1 C せよ)自然で常然な，乃至は： H 茶で 
度を越した感謝•尊敬を捧げる熱狂的な人々がくつ X い 
てゐると云ふ m はよく見かける所である。 C の關係は何 
も新しい物ではなく"人問性その物と同嫌に古 VV のであ 
つて、或る人が與へるだけの力を翁し、別の人が受けた 
いとの願望を持つ腿0、何としても必ず現れ來るのであ 
る〇 

コスターは右のやうに云ってゐるが、それが誰の事だ 
加我々は知らない。さう云ふ誤れる解說漭も英國にはあ 
つたかも知れない。(終〕 


相 談 


老父と若い妾の問題 

問——私はーニ扔1女の父でございます。十六年前妻に死 
別しましたが子供速がふびんさに^:まで獨身で is して张 
ました。それを子佻達も私の德として理解してくれ*お 
互に！；勵して皆一家をなし、妻帶又は入嫁して幸福に菘 
し"猫を又&き父と敬愛して男れて居りました。尤も私 
は八平前畏男に嫁を迎へると！：時に數町離れた所に m 身 
別; 3J して居0ます。處が誠にお恥しい次第ですが、今か 
ら三年前誘はれるま i に或閜の女と遊んでからは，此女 
の身の，上が如何にも薄倖なのに同情して、少しの赍で私 
の手％に引取り、一通り女の盤を壮込んで女中代りとし 
て使ふやぅにな0ました0女は非常に經濟的で叉實住觀 
念が强く骨身咨ます働 S て親切にして毋れます。處が此 
琪以來枠•線、娘、婿達は今逛と打つて變つて私を冷視 
し•路傍の人の钱に素ッ氣なくいたします。然しそれも 
私の非行故と決して他を恨んで i-i 居りません。今回女の 
親許から今迄の事情を少しも知らないらしく"娘も¥頃 
故(廿二歲返して賞ひたいと云つて來たので， ISI 會して 
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一切の事情を話しましたら v 親御は貧_な生活はして居 
られる が、 誠に無慾な人ら しく、 娘一人を無き衆に思ふ 
から貴公の御存分に取計らひ願ひたいとの事に私も感心 
して居ります。本人は私の死ぬ迄傍にゐて盡したいと 申 
しますが1何分年が親子程も違つてゐるのですから應分 
の S をして歸闽させたものかとも思ひますし、尤も子供 
達は彼女が私の遺産を目的としてゐると思つてゐるやぅ 
な樣子もあります。私は今或^性^に權つて a るので^ 
命も後ーニ年ですが、取ろべき ffl をお敎へ下35。彼女 
は間の女でございましたが一衆の境遇上止むを得中&つ 
たのだと思ひます。正しい精神の持ち主で、兩親も無慾 
の#入である琪を念頭に於て御批制下さい。 

， (下谷、健三) 

答^^實にあり勝ちの®で皆さんの立場の何れにも同情 
します。併し記客は11:殿が御自分の立場に對して都合の 
い、解答を與へて欲しい11望を露骨に出して ft 問して來 
られたことに對しては、いさ ゞ か反感を持つたと云ふこ 
とをまづ申上げたいと思ひます。 

十六¥間子供のために後妻を嬰らず孤獨の生活を送つ 
て來られたことに就いては，誠に同惝に堪えませんと共 
に，大 S に感心もし3:す。併しその事が子供等への恩清 
せの理由になり，^つ自分の自らの行動に對する自已是 

相 談 


誔の现由になつてゐろらしいととは$認理由にはなら 

ぬと云ふわけではないが)面白くないと思ひます。そ0 

ために貴殿が狡猾であると宕ふ〇ではないが、性格が弱 

いとだけは 1 K つておきたいと思ひます。そんなことを恩 

看せがましく持出さないで(贵殿は恐らくそれを恩箫せ 

がましく子供等の前に持出されたことX思ひますが y 自 

分の己むを得ない要求ならば> 堂々と始めから子供等に 

斷つておやりになつた方がょかつたと思ひます。恩若せ 

がましい/ j とを云ふから子供等は反感を持ち•またそ« 

弱目 1C , つけ込んで攻擊的な態度を示すやぅに&る©でせ 
う0 

どぅせ人 ini には幾つに&つても性の要求は全然消える 
と云ふわけ0ものではないのですから、それ辻己むを很 
ない事でせぅ。併しそれは生物人 lli ] として已むを将ない 
ことであつて、人格人|111としては、さぅ云ふことは超越 
すべき答に&つてゐるので，费踉の子供衆から M ると、 
货殿は尊敬すべき父親として(超自我の原型として)完 
全な人格人 fin であつて欲しいのでせぅ。ところがその願 
望が見事に•製切られたので、非常に不愉快になつて來た_ 
ので—その心持ちはょく分りますが•それは云は \ r 彼等 
の我儘であり得手勝手でもあると云は ir 云へませぅ。自 
分達は結婚して性の滿足を得てゐるのに、永らく自分等 
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〇ために性の禁斷(或は制限)をして來た父親に對して 
は、それを永久に許さぬと云ふことは、共に同じ生物人 
間としての道德から云へば非常に利己的な、自己本位的 
な考へ方であります。さうして貴殿は恐らくその立場を 
取つて物事を考へてゐられるのでせう。ととろで*子供 
衆の方は人格人間としての立場をとつて別種の道德を奉 
じて貴殿に臨んでゐるのだから、まるで兩者の考へ方が 
チグ < グになつてゐます。 

贵殿は次に，そ〇側女及び側女の親達を非常に辯護し 
て"絕對善人として見てゐられますが"これは併し貴殿 
の願望の表れに過ぎなくて、果してそのやうに「無慾」 
であるかどうかは分らないと思ひます。と云つても私は 
惡人だと云はうとしてゐるのではないので、人の卷惡& 
どはその時、その場合、その境遇によつて區々になるの 
で、 「無慾」 だから 善良だと も 云へ ますまい。さう云 ふ 
風に娘を(失禮乍ら}死にかけたやうな老人に妾奉公さ 
せてゐて全く r 無慾」であるとすると"私&ら馬鹿だと 
m ひます。妾にする位なら，どうせ遺產をアテにすべき 
で、それをアテにしないやうに菏へてゐられるのは貴殿 
の「願望 j であり r 空想 j であると申上げたい。そんな 
ことでは 到底子供衆の心持は分らない し、 心持が分らな 
いやうなら彼等を統御することは出来ますまい。 


子供衆は女及びその親達が貴家の逍產を目當にしてゐ 
ることを心配してゐるやうですが、それは尤もでせう。 
實際、目當にしてゐるだ らうと 私も思ひまず。妾本人は 
まだ若いからさうでもな s かも知れぬが"親達は娘を間 
の女にしなければならないほど貧困であるのだから、そ 
れ位の事は勿論考へてゐると思ひます〇然らば子供衆か 
ら見れば財産を繞つての大餞宰苕が突如 i して出現した 
ことになるのですからなァ。それは貴股への人格人間的 
要求もさることな於ら，財產上の競爭考を製造したと云 
ふ恨みもあるのでせう0 

だから今の貴殿としては、とるべき途は二つだけだと 
記者は思ひます。第一は、贵殿が完全な人格人間として 
(今か，らでも遲くはないかも知れない〕妾と手を切0、 
應分〇手切金を與へてあとくされなくすること。併しそ 
れは只今の貴殿としては恐らく不可能の事でせう。生物 
人間としての要求が許さな S でせう。それならあまり無 
现なことはなさらぬがよ S と私は中上げい。今より一屁 
S けな S 事態が惹起するかも知れないか％第二は、完 
全なる绝物人間として居直り，子供衆等に父親への幻鳋 

(完金な 人格人間と して e ) を 打破す るやうに 努める 2: 
と〇財產に關 しては、 女に與ヘる分と子供薄に分配すベ 
き分とを今から遺言書の中に明記して關係渚一同の了解 
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を得ておくこと。第一が不可能だとすると•第二をとる 
ょ 0外 はない が、根本の 問題は貴殿が自分の内なる生物 
人間と人格人間と0二つの立場の間に統一を求められる 
ととでせぅ。貴殿自身0立場が判然してゐないから、子 
供衆は妙な不安を抱くのでせぅ。貴殿は老齡のために退 
行して幼兒的になつてゐられることが文面でも察せられ 
ます。だから考へ方が理知的でなく感情的です。幼兒的 
だから側女を泥海中から「救助」してそれを母代償とせ 
られたのでせう◦母に去られては幼兒は生きてはゐられ 
ますまい。だかち私は第二の途をおとりなさいと勸める 
わけなのです。(記者) 



C 第九三 S 下段よ y 續く〕 


て辭去し"直ちにまた徒步にて元村に歸つた。 

着船場〇待合室にて同行〇袭等と落合ひ、一同再び橘 
丸に乘込み、恙なく艰京へと歸蒞したのは、そ〇0の夕 
であった〇 ( 完) 


相 政 


(第八凡頁下段よリ緻く〕 

代笟である事を思へ If 雅口を使つてゐない方が设琺と，しては効 
果的である" M が乳0を手で支へて恰も子供に見せびらかして 
ゐるやぅ1:してゐ S のも面白い。宽識的に U 速つた銚子と乳© 
の無意識的同一性か强觊してゐるのだから。 

我々は人生の苦難&忘れる I つの方法として酒耥飲料か ; fJCA 
て來てゐるが"その altil は忘れ切れ t £ い n # 性感への働合かけ 
£アル nl ルの薬理的作用2よる抑 M の解放1:よ0我々を小兒 
に迄邊一兀してし生ふ爲1:よ5もので幻る。 

此ぅ云つ?;點か、谩齋家的な皮肉 ti 感 ® から此處1:よ i め T : 
才を货ひたいと思ふ e 併 L この前の『坩搔おでん』の揚合で 
i 、 今度 S 揚合で I 、共 JC 乳房が主姐になつてゐる の だから" 
或 II 偶然かも知れないが"この作者松下井知夫氏©母乳定瑢、 
口®性感の相當 t£ ものであらぅこ i が察せられ so 

!一九三七* T 三—— 
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內外彙報 


アランディ博士の第二楫 

先號にフランスの分析家 アラン ディ氏 ( Dr * Km rs-l Allly 〕 
の延岛氏宛來翰か紹什したが、今度は S?: 大枧氏宛に手紙が來 
たからそれ?>こ\に紹介しておきたい0 

「十一 H 九口付のお手紙並びに貴所の分析雜誌二部磘に拜受 
い?:しましれ"小生は只今ではバ9粘神分析堞舍の主事か勤め 
てを y ま 1 i んので、御乎紙 f± 現在の主 3 f リゥバ fs 士に移牒して 
おき生し r: 〇莳恝から常方の雜誌はお送 y 致すこと、存じま 
す0 

御所轺の小生0窝眞及び小傅はこ、に问封しておき泛し 7 : 〇 
印刷せられ乏したら一部御逛送下さい主すやう、お M ひ中上げ 
ます。敬具 アランディ J 
釕眞は本誌本號卷姐に揭げておい t : から御 r ^fe M ひたい、 
まるで5|1洋の坊さんのやうな感じの人であ5。一95|:‘分柝老 
はみな也洋的な涵じかするや>っで?>-るが>どラ云ふわけであら 
うか。分析保が m 洋的たせいであらう。次！ i 延岛氏•レ嗯して" 
アヲンディ氏小傅な邦弹して ^ つ fc ものを次に揭げて おく J 
「ルネ*アランディ tf 士は一八八九部二月十九 H バリで生れ 
れ〇1九一二年 1 C 彼は翳彤史上に於けろ練命術に關して博士論 
丈をパ y 镫科大舉に提出したが*典通過後は快定的にヒッボク 


一 M アス积派に柳じた〇一九こ〇屯以來彼は斛热が瞄啉上汛要な 
ろことを强調(此の考へは典後基本的 f : 換作川の名 ST に發 M 
せしめられる こと ( : なつた)して、ブ I シャ ー ル BslQrrd 及 
フランス學疵の見解にょれば營菀(變換作用)と關聯あ S 氣質 
に關十る研究か公けにし"箝い弋内分泌腺の役割1:關マる研究 
か發表した。一九ニニ年に「氣質論 Lea Tempos 莒 nsrJ i 題 
す名彼の淠作が公刊か见れ。 

以上と時な同じぅしてアランディ博士 U 原始思想及象徴思想 
の硏究に蔚手し、『數の象微 . M 想 Lo symbclislls tls ^ culljroa 』 
iM すろ ffi 要菸作な公け(:しれ0此方法は博士>耥神分析學に 
#5"彼は1九ニニ年來それを徵科大琪犄舺科臨床部附阁の準 
アンチ粘神祸院に於て焚地に應用したが、1®士 it フランス人の 
嵇神分析泝として(:其率先莕の 1 人であ-5 0 

一九ニニ年、 1 ¢士は y ルボン ヌ C パ y © 科大彤〕 に rr 學的及 
科 ^ 的 ® 究グル L フ GrouI o ^ Eludey rhi - so て l s-iues a SUU 3? 
t 54 u £ を創皎し、今日でも猶其中心人物と^つ- C ゐ S が、そ 
れは フランスの 公衆に粘祌 分析 彤理 S か#及 To 最初の中心の 
一つであつた〇である" 

アランディ If 士はバリ精神分析战曾の创立委 ili し T 學曾の 
主事4四哗朗 B めれぺ次いで『粘神柄 m 上の迪化！ ^ v —1 
pfhiatrf e 』 (綺祌分析舉徙が他の耥鱗炳取若と共同 L てゐる 
現曾で同名の雜誌を發行してゐる：一の創立赛员にも任じ、一九 
一一六年 - ifx フヲ 〆 ス U 於げ！〇赖神分析畢の最初の跋麻觀務の集 
錄れる「糖神分析學 i 神 M 官能 «ELa : payclml£lvs ul 1£ 
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the psychoanalytic quarterly 

iS ( leVOted t0 tl'-eoretcal, clinical and 

The Kditnrial Br^rd of the QUARTERLY c_i 渺 "fDi^ 

ザ orian Fei^onbaum, Bertram D. r.ewiu and Gregory Zilboorg, 

た ! 0 T. ate 气 d f ⑴加 ， Horny Alden Bunk^, Kaymoxid 
Go^^lin and r JR wrence K. IO 〗 bie. 

KditoriaJ^ comniunications Bhould I> e 8 e nt to t!ie Editor-iu'Chief, 

885 Park Avenue, Now York. 
COM lft OF THE JUf.Y ISSUE 1936— 

Dorkn JFeigenbamrij On Projeotioth - Ivea Hendrick, 

玲〇 Develofiment and Certain Clmract r Pr^bleme. - Felix 
Deut^ch, ] H :uthfmr ぶ ia_ • Keu^ Laforgue, Jixcoptioiifi to the 
PandiiinentaJ Kule,- KcHtlia Stcrba, An Abuonnal Child.- 
Sigmund Freud t Inhibitionw, WymptoniR and Anxiety. - In 
Mamorian^ JVIoiimgu iJavul Eder. - Book Xieviews. - Currenl: 
?Rychoana]ytic Litcmturo, - KotoR 

Foreign fuib^cripticm price is 86.50 : volume^ in original binding, 
$8.00, Addre^fi business correBpoucIcucG to : 

the psychoanalytic quarterly peess 

3T2-374 Broadway, Albany, Kew York ， S.U.A. 


N 6 ii 」 をラフ t ルグ K . I/ifurgue i の典落として公刊し、次 
いで夢 1 ^關する二著、「夢と其糖神分析學的解釋1 ‘s Keyset 
Jour Interpr 6 taueu pKyclmnal } 1 iilut ?」 及「夢と精神分析 ^ Le 
acve e 二 a paycllapalyse 」 (後#は共求〕^公表した。更 K 又 
博士は幾多 SMffil : 就いて精神分析啩的見解か知らしめる目的 
を以つて、次の如->夥しい游作か公けに L ?: o 『運命の間 EsMb 
Pro ブ r;i do ! awestir . 家』 ( 一九二七年刊 I 一九三〇年铽諏さ 

『擬壤思想め赴 IE1%'orieatatlml d:siIn.'frs M&JislesKl 

九二七年刊 M 九三二卬櫻深如一氏にょ本譯41 V 『精神分 
析珙 prayer 这 alii C 1 九 k 1年刊)。 f 資本主義と性的本能 
pp?al ぎ leaSJXU;d:t£( 一九三二年刊〕。『治癍諷 Es^surp 
G 6 risenj (1 九三三年刊； T アヲンヂィ拇士 U 今夢の解釋に關 
すろ 渐菡の準備中であるが、それ II 傅士がパ 9 粘神分析啩硏究 
所 K : 於て四¥來紐 irt ; 講義の材料に據るものである0 

以上の他 L1T ランディ# 士は镫氓、心理取及一般思想に關す 
ろ多數# m に^槁しれメ博士はX精神分析彤 L1 關して多くの 
諝演を爲したが、(博士IX殊に社愈科明 mm 大哄 co:?>goLU>ro 
dg sciensy sociales の敎授であリ、又 m ジャック祸院の講師で 
もある)それ U 取にフランスのみに限られず、ベルギイ"デン 
マークIスエ！デン等0賭外^ U も及んでゐ so (I九三六年 
十•月3十日现在： >J 

フ/ゲンバウ厶博士の來翰 

内外強報 
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米阈一一々ョ ー クの分析答にして『精神分析班季刊餡』の編怦 
奔たるフアィゲンパゥム博士 CI : r _ B ，一 vigulliric 宛に大楓 
氏から迎佶あつ' f : に對し"フ T ィゲソパゥょ博士から次のやう 
な返事があつ;:。 

「拜移。十 一 月十日付©御手紙誠！2有難う存じました。私は 
一九三七年 一からの小誌か今後©號交換的にお送 y す S ヤ 
うに取斗ひ*只今11部ほどお送り致させま1た0 

なほミ T : もし货殿が廣吿樣のもの、寫しを常方にお送 y にな 
つて小誌に祸诹方な希轺せ&る>ならば、當方にては交換廣吿 
の儀も ? f んで致 LT : いと存じ v 3 ty 主す。當方の廣吿职描はこ 
*に同封してお吾ましれ。(前頁下榈參照)。 

同時 LT 小生は、赍誌が獨、英"怫、何れかの丈にて耍領か 
揭げ E > れるやうなら l ' r " 常方にては非常に役に立つのであ yt 
すが"如何 t £ ろ t のでせうか〇铊て貴誌ではさう云ふことを試 
みられ?:ことがあろや3に存じてを0ますが。 

數 U 前、小也論文の拔刷を Jr /. 篇お送リ致しておきましたが" 
それに就いては鑭課楢を I 同時1:談渡いた L てお<わけであ W 
ます。これ等の論文が货殿の興味4牽き、一部分又は令® 
課しになるならば、それは小虫の鞍だ其びとす 5とこる であり 
主す。敬具 

*j ュ111クにて、ドリア y •フアイゲンパ^ム 
北山氏が本■號に紹介してゐる瑜文は、右に言及せるその拔刷 
の內の一でし依ったのでぁる。 


『イマゴ 1 』昨年度第四册 

一、『同 ff と戀愛』ルド砟ヒ•イ H1 ケルス？イン〕-「可 

哀想だとは惚れ n つてことょ j と云ふ俗諺が B 本にもわる 
が、この二若の關保 i 相逆 t は極め r 微妙である。 

一、『幾何、棼術及び物理摆の精神分析』パ❖ル T ゾルダ 1 C 
ゥ m ナク)——數字や形態や？ H 問など U 關す5人間心理の码 
理性を多くの焚例について調べ7:1のであろ。 

一、『凶眼不安疵』 H ミリオ•セルヴデオ caI マ)- tf 本 

1 C も三つ眼小佾、一つ m 小僧など V 云つて、眼に關す5妖怪 
の話 II 多いが"それ等 U 抑々眼1:關する不安症の表はれであ 
る。その不安症！ i 關すろ分析をフ a イド、フェレ5^チ等先哲 
の脫を參考し〇 V 硏究せ S もの。 

一、『赌 W 若の心理』 H トム y ド • V ル^ヲー C ギイン )I 
賭1¢心理 - uo いてはフロイドの一 f ドストイ H フスキーと父殺 
し』に論及がある位であま9他！ i 見常らぬ〇これは设讯な文 
献であ50全能念 It と賭博心■との M 係を硏究してゐるとこ 
ろにそ Q 特徴があるらしい0 

一"！ T 比較 g 始人心理璆』イムレ•ヘルマソ(ブダペスト) 

一、硏究#に於ける論文討讁 i 
一、新刊批評數種 

『糖神分析季刊誌』昨年度第二册 

アメ？力の楮神分析尊門雜誌にて、- 1 ゥ al クにて菝行せら 




ior> 


れ、ファイゲンバゥム氏！！輯に常つてゐ io 卷頭にフ a イ K 
0最近肯像と博士の八十歲への贺辭な描げてゐる°' 

一、！ r 分祈取扱中に於ける勉駔の臨床的研究』フレンチ I 精 
神分析は再敎育であ si フロイドは S つたが"そのことは也 
若か分析取扱中に痛感す5ことであ S とて、その焚際か物諮 
つてゐ3。 

一、！ r 南カリフォルニアのイン r 人 nnlr 於ける^と夢の解释」 

卜夕7 H ルミヤ、ルォマラ共袭-南カリフォルニアには、 

「嬰©邮」なる t のがある。その夢握师の苽集 LT : る!2人問 
の夢の材料に基き？分析的硏究を施せるもの。 ， 

一、『非 lai & l : 就いて j HK ムンド•ベルグラ—(ギイン〕—— 
卑猥諮な用ふる時の心理に就いての^究 U 
一、『切性と女性』 c フ H レンチ) I フ H レンチの1 T 性器脫』 
の一部の MIIO ( ォ I ルデン•パ V 力 V 氏 鞞) 

1、『禁制と症攸と不安』フ U イド KC 砮の課 OC 譯莕はやは D 
ォールデン•パ X * I 氏}。 

I "新刊批評數秫。 ■ 

最近國內蓽實 

▼木硏究所客玟镫學博士木村廉吉氏 II 本年二月五 H か期し、市 
內中酑區氷川 PIr 二十三#地(竹線 m 中野郎 mn 资バ K 終點、 
南か®へ入ろ J にて、精神分析舉を基礎として神經癍の診锒 
並びに粘神術生の相談- U 應すること、なった。 

內外糜報 


▼ S 舉博士佐藤亭氏 itItH 夜、文理科大®心理學敎茧 
にて犄神分析舉の耍領につき講演した。 

▼ f 文藝莽秋』一月號所诹削作！ TU ン|1ラ物語』には精神分析 
に關して少し務いてある〇蕻の亊、蹏爭の事"或 S 事件から 
性格が更る CS , 息子や M が二入共社命遝泐に投ず5こと T £ 
ど O c 久下貞夫氏報进：> 

▼『芭葙か哀しく切 y きざむ』高橋鏹槁——俳 ？ I I 柴 J 昭和 
十一年十二月铖〇 

▼ 一 r 现代娘 {1 どんな男を m むか』商橘鐵杭 I 『奥の塊』三月號〇 

▼一 r 新媒馏としての絕對映进』高橘鐵稿——『撳带#』三月號。 

▼『少女心理2貞操擁護』大概滋二稂 I §00 ^4 

► f 凡人强者逍锶』大概 3 g 二餡1『人生創造』二 W 號" 

▼ i 川家 31 の心理の M 格 j 大槻溆 II 描 I 『现代佛敎』二月 
独。 

▼『犯罪 M 茨と： iffi 刺愛好』大槻描^ —『演刺』1 1 A 號。 

▼『女の千物化 U 就いて』大槻 m i 『女性の光』二>1號。 

▼『岡邦雄氏の戀愛問题と诹邊代議士夫人身锊叫題に就いて』 
大概摘1『ォール女性』三月號。 

▼『戀愛性愁の邂趄』大槻稿 I g - 人生創造』三月龊一以下梅 
號連載卩 

►大槻遨二恶『粘神分析槪論』は二月一日に锒五阪を上梓し；^ 

►フ a ィ F 粘神分析璘金集 m 六衙 F 分祈齡術論』は一月中に再 
販を上梓し t : d 主た苘令；集笫九卷一 r 分祈戀愛論』 li 二月中に 
再版か上梓し fco 
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長畸氏 7 P イド賞受領祝賀曾 

前號旣報の孤 5" 長略文沽 KII 笫一回フ P - イド rf を受けられ 
ること1:なり、昭和十二年一月十五日の新年例僉か兼ねて、同 
氏祝贺 命に宛てられた。食場はいつものアメリヵン •で|* 9 
であつた e 

己むを得ざ3川事のためや" M れて W 席せられた詮衡委 M 0 
一人岩# T 具榮氏 Q 臨席を持ち、大槻恋二氏立つてフ D イド^贈 
與の次第^述べられ、同氏の手がら(硏究所の長老狡谷川誠也 
氏缺席のため〕長略文治氏に^狀"赏牌及び貧金が疵された。 

そ0瞬間席！：列る曾 S 一同思はず M 翮の拍手か送つた。長崎文 
治氏緻ぃて立つて謙譏な逋度で所旃及び挨拶な述べられ、今後 
の一®の粘迎&約 m せられれ。赏牌は日木类術陇彫刻部俛才大 
内 w trra 氏作 1 :保る&銅の类事なメダ少で"表面に「7ロイド^」 
の丈宇と共に 7 P イド先生0.フロフイルを刻み、奥 M にはナル 
チススの姿と哿贈我某氏の紋筇とが刻まれてある。奥少年ナル 
チススの凭れか、つてゐる凜に K 「 T . 1. 1\ AJCmJlf 精神分析 
學硏究所 q 略稱)の pq 文字が阃案化して盥み込主れてあ S 笠" 
細々した注寂©程にょ-お0とめて(口箝 SS を〕御! SM ひた 
い〇裰製のものは說明畓と共に近くフロイド傅士の許にも贈ら 
れる答であ&0 , 

#後， 紀念撮映をし t : が、 口繪第一面最下の 岡が、 それであ 

KI 。 0中前列右よ 5" 田内長太 IP " 大槻憲二•長時丈治•岩貧 


具荣"竹田浩一郎、内0梅子、米村®古、^ H 龄忠"伊藤能 
朗、济田_介_梅木米吉、小山苋修、ル林一"萵梳銥、塚赂芘 
明、立川玄一郎の fs 氏。後列右ょリ#槪久雄、平塚莪角"内田 
靜代"大槻皎美"加藤己酉三郎、土 M 秋贸、武田忠哉、北 MM 
雄、 E 中虎 ET 平野 si の諸氏。他 LL 錄苡に映つてゐなぃ人に山 
口樋氏があつ?:。 

本硏究所研究會例會 

昨年度十二月の例會は二十1 B 夜、例にょりァメリガン • V 
I * リに於いて他され T : 〇當夜は昕惡しく"昨年宋に入つて0 
初 S の B に常？、竑狨極めて德烈、出席赉の錐溢を思 tt せ fc 
が、热心なる會 m は意外に#數に m まられて司龠奔を感激せし 
め fco 

食食後、まづ宮田齊氏からナチ Km 支配下のドィッの社曾事 
情や敎宵事惝など|:就ぃて"钝々興哝のある訢がゎつ；^續い 
て"木夕め硏究主題!:入り、苡樯氏まづ不良少哔の心现に就ぃ 
ての HS が^つれが、それに對して控蛴文治氏不良少年の定莪に 
就いて質問がゎつれ。モれ[1續いて、氏が永く硏究せ£>れた枋 
果に就ぃて分類的な話がめつれ。 

それに聯關して富田我介氏と竹田浩一郞氏 i から罪障感から 
の犯罪 fc 就いて 1 U 1 のヶースの報传があつた。 

最後一一大槻氏立^"氏が過舣の大烏行きの感想、殊ド藤 Ar 擧 
阖訪間0所見を語ら nT ; "それ li 本誌木號に探訪と L て祺げら 
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れてゐ各 D 

X 

in 例會に就いては長崎氏受貫1 祝贺の報丧の條に於いて"旣 
に 多少報齿した通9であ6が、常夜は、來北帘大精神科£の 
人あ y と 久しく我々 の聞知0てゐた、木村廉4:口博士が出席せら 
れ、上京開業の辭と共1-、分析遛としての今後の想惜を語られ 
た。その翦領は大體本誌本號 U 描げたろものである。 

緻いて、武田忠哉氏立つて"氏が役葸の mnfca 「ノィエザ 
ハリヒカィト」に 就いて 久しき 硏究の結 娘を 發表せ られれ0 C 
れに對 して 大槻氏は精神分析學 i の關係に就いての3£明を要求 
せられ、萵樯鐵氏:11:他から批評があつれ。 

次に畏略文治氏の不焱少年讁があ|3^、その內您荊絕對無川0 
4 H 服があつたので、それに對して大棚氏、商 fl ? 氏から疑^1が發 
せられ、霜 E 氏は慫則絕對無用論に詉乜られ?:が、木柯氏"常 
E 氏舔 [I 折災說をと£>れ1:0結 屈、 神 M #: 的犯趴漪に It 無川で 
あるが"正常兒-し對しては必梨であろと云ふこ il ; 大體 I ':於い 
て洛涪いた〇大楓氏の本誌本號 e 論文はこの pnml : 就いてその 
後の考究かまとめられ T : t のであ*。 

出席者は長崎氏砑赏祝贺報齿の條にある通好であるからこ ゞ 
には繰返3ない。長谷川誠也•松井定之、西御門千代、その他 
の諸氏から鄱 m な缺席挨拶があつた0 
X 

二月例#は十五日夜"同貧®に於いて他3れれ。 

企後、初出席の樓渾如一氏夫妻の紹介が司#者！一依ってなさ 

內外迤報 


れれ〇樓潷氏は本誌本號ァランディ博士傳 IB 中に t 貫及乜られ 

てある通り、同博士の袭『西洋®珙の沒落』の譯著であつて、 

豫々食狻述泐に從事せらわてゐ00 

本夕は f 生理 i 心理 J i の硏究題0が揭げられてあるに基 
を大槻氏 i づ立5、 F 精神分析學と倐件反射』の關保につき • 

米^17>分析學者パゥル•シルダ—氏の硏究«|介が試みられ7:。 
その內 II 言及せられてゐる B シアの條件反射學徒ィシュ n ソド 
スキーの分祈觀1:就いて"長赂氏"續いて立つて紹介をせられ 
れ。それについて"大腿生活との關保につき、木村廉吉氏"苡 
橋娥氏"塚崎苽明氏铕の間に肘謀が交され?:" 

次1:櫻滞如 T 氏！$び立つて"氏の立祺である陰猫雄(ィンョ 
ロゲ ー) f 愈狻生論に就いて說 yJJ をなされ"二三の人々から質 
即がわつ/:。允萊生詾と it 身地一如の WIM に立〇ものでわると 
云 ふ。 それにつ き、 北山隞氏戎 ろ M 允兒童 3 ヶ IKft - 報齿乜ら 
れた。 

次に商描氏は「上田秋成の分析」の未定描な發表せちれ"緻 
いて直 PK : 现代少女の男性觀 U ついて述べられた。最後に"宫 
E 海氏 ■«: 世界各國の敎育界からの報齿に基ち分析^の敎宵に 
應;[1せられてゐる K 狀!:つき報齿せられ、最後 K ハン K * タリ 
ガ•の藩班中に報吿せられてゐる興味ある分析的焚話の二三を 
紹介せられ nQ 

出席矛は右言及諸氏の他に"岩倉其茱"井岡峻 V 大久保眞 
太郎、田中戊與"倉橋久雄、大槻畋奥、松井定之、小山 Ji 修— 
內藤梅子"小林一、竹田浩一郎、伊藤能 m の諸氏であつた 。 fx 
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ar 武 ra 忠從、旧內是太郞 "{: rrl 田箱介、 SIIII 銥志の諸氏からは 
鄺茁なる缺席梭拶がぁつれ。 

本硏究所譁習會例會 

一月例會 tt 十一 B 夜、硏究所に於いて他された C 
當 H は新年 a : 曾を鉸ねて、夕愈を共 II し、いさ、かの酒肴が 
供せられ、一同打<つろいだ。その代 U 、 フ P ィド蒗裨の精 M 
はお流れとなつてしまつ?:。併し談論の花は頗る腿か！ i ! K き亂 
れ、延鳥英一氏から政治上の K ターシステム11就いて Q 社曾分 
析か試みてくれとの依賴が萵橋鐵氏に對してなされたりしれ。 
その他 ，m 合無葸識說への疑莪(北垣 M 雄氏 S 芭蕉の分析(古 g 
橋氏〕その他種々な M 目！！關する評々な湓見が飛出し、時の移 
るを S えず*氣がつい fc 時は旣に十二時 M 前であつた0 

出席密は、右 B - 及賭氏の他に、北山险、众嵇久雄"加藤己酉 
三郞"塚略茂明"大槻懣二"同岐獒の九氏であつた。 

X 

二=：例曾はーロ夜、同所|:於いて他3れ?:0 
11^快不快原則』笫六京末を粘_した4擔任は大枧氏であつ 
れ。生物體 U 生か受け?:^時 U 小部分に分れ、その後絕ぇず性 
本能に依って再結合を求めてゐるのだとの假定か下すべきかど 
うかと一 K ふ問題に就ての考究の個所でぁっ r:o 

粘 m 後、土提秋货氏、 f ゲ—テ赞王の分析』諭その他二三を 
顧讀ゼられ"一同それ： i 就いての批評を K みた。 


また商撟氏も硏究諏文を illiM せられて、相 : c 批評が相常に峻 
锻でぁっ|:。出席者は右首及三氏の他に、北山隆、贪樯久雄、 
延 W 英,小林一、加藤己酉三郞"塚崎茂明"大概岐美の敝 
氏"即5十名でぁっ?:0 


長谷川誠也著( 1 ®一一 ¥ IHg 順一 

遠近精神分析觀 

大概憲二著 3 %^ 0 ) 

精神分析雜稿 

大槻憲一一著 sff JIO ) 

精神分析讀本 


以上何れも岡倉書房の發行に係るものであります 
が、本硏究所出版部にてお取次販賣いたします。 
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M 輯後詆 

こ i にやぅやく『不 a 少年少女心理』 
號か編輯し終へて、後記を#く段取 itf 
つた。後 m な寄く編輯农の心掠は?:^: 
〇經驗ある t の、みが知ろところであら 
5。不岚少苹少女 i : MLL 就いては主た論 
及す YS ことが深山!:?>りま-すが-また 
M 々試みて行きませぅ。 

杉 EW 士が公務多端の寸暇か制かれて 
卷 M 諭文を執絍せられれ_好意か深謝し 
it 。 その他"賭岡、木村の雨11?士の御 
執^も久しぶ y の.事であ yi した〇兩博 
士は今後も W く緻けて御執带下さ S こと 
になつてゐます。今度 ti 初執®〇方は一 
人も御座い 31 '乜んから、改めて御紹介は 
致しません。 

X 

本印は本研究所削立十周3 r 機關誌伽 
刊第五周年に常リ主すので、五月顷、何 
か轵念の^ rw 僉か他したいと存じえす 
が，さういふ催 LU 非常に勞力と金銭 i 
か要しますことでゎリますので、只今の 

編桃後記 


ところ i だ考撖中であ P ます。健すとす 
れば"五月六日 (7 D ィド博士誕生 H ) 
前後に定め"餘興として、木硏宪所 m に 
してホルモン研究の榔威小山良修博士作 
映^『女性 e ホル#ン』な同時に上映い 
7:す豫定になつてゐ吏す。他し t す T っ 
ならぱ"詳細は次1誌上で詳しく御報齿 
巾上げます。こ s 映 mll ^ 術映进として 
一钱の必盟ある L のであり3:すが"公開 
禁止になつてをリ走す。 

X 

新誌友及び關係洛が族々咐加して行5 
ますことは、御互1:間鹿の至 P であ y ま 
す"左1:御紹介申上ます" 

▼騙岡市 .. 彌舍 JE 人氏 

▼ 岡111市 . . . 野 M 典康 K 

vm 内中野 ®……… ：： ： cl 場山子氏 
▼ 市内杉並區…：：.：：，:.蛊荔幸氏 

▼ 京都市： . .…松略政雄氏 

V 市內中野跖 c 洛貝 ) ：：：木、村廉吉氏 

▼ 市内牛込鼷 … . . 杉本 K 作氏 

T 71 J 内木鄕區…：：：；…三浦髁彥氏 
▼ 市内大森楓…：::•:•■•深狢恭平氏 
▼帘內芝區 . ® 島行良氏 


►市內世 E ヶ谷 M . 今枝常 5 J 氏 

► W 内本所! S …： •.. 渡邊角之轤氏 

X 

大概氏新菡『新しき立#道』 It 別項防 
呰の涵 P " 務賜错齊店から出版になり主 
し T : が"詖漪諧氏 I 金國各地の大小新聞 
紙上で盛んな廣 * を御^になつ t : こ i t 
存じ吏すが、大齊肄#哚觉が非常允砘信 
と乘氣で出版いたしましたので、菸游 t 
い SV か而喰つてゐるやうな有桡でわり 
S す。とかく地味な涞费として ti こんな 
はで；：？；と It 恐らく始めての經驗のやう 
です。本誌讀者諸资 i : t 蔣按的 U 御腊讀 
か願へれぱ幸莊であります。著者 IX 喪店 
に m 失©か、6ざら心ことを偏に £:5 fl し 
てゐられるのでず。內容 U 本誌上で常に 
謂潘の見てゐられる聚濟の而と U 金べ違 
つ ?': 而を——碎け t :" 話術浙としての一 
而を—そこ["、見出されるであリませ 
う〇通俗的講話であ yi して"前港『社 
#生活法』と、姉妹篇の觀か St てゐま 
す0 

X 

本硏究所發行の！ r 阿部定の糙神分析的 















I JO 


一半定 


年年 


m 


分分部 

三一五 
w 

ID 1 錢鈸 

r\ r\ 
送送郓 

料料 f 

共共錢 


御注文規定 

本誌の御注文は一切舫金に呻淑 
ひ致し主す0 

御送金( I なるべく安今：至便なる 
振稃を御利用下され度く、振# 

口座 東京七八八一七番 へ御拂込 

み下さい G 

•郢券代 ;0の場合は1割僧に願ひ 
ます" 

•木誌廣舟に關しては、御照 f ? 次 
笫部 M を何はせます。 


東] sclli 木 S 2 C 辟駒込则坂町三一一七 

發行所 東京 糖 神分析®硏究所 

振®口座 m 京七八八1七抵 

大寶一來京觉 # ! m 海敬 V 大來館 

捌所北降 firA 大販)翩音社 


限和 十11年二 ^ 1:十！ fin 印刷 
昭和 十二年111勾一 11:筏行 

(隔 n 刊) 定惯 五十 錢 
C 郵 K H 魅) 

東京帘木鄉韫駒込颭坂町111 U 七 

S 火棚 JJ 二 

柬苽市 a 雄 S 北 H 筋町五3£ 
印刷所 三通堂印刷 Jirr 


誃斷 J も幸にして常局の忌諫 i : 觸れろこ 
となく"脏ちに砰版11附せられて|碟ん 
な反®な呼んでゐます。流石 fc 一代の人 
銥港を對象11とつ飞の苗であるだけに寂 
外0方面からの註文があ y ます"再版で 
It Kiis し - C あり主す〇從つ^七九 Mr 揭 
げた正誤表は W 版の分には適;1]せられ$ 
せん。但し一字?：けその後 S 發見があり 
主す Q 

X 

7 D ィド金集の逐次前版も铪ど完了し 
生し t : が、なほ二册ばかり残つてゐま 
す。が > 四月號 ixuli 何 i か令郄 3 KSK 
の完了な見れい i 思つてゐ玄す。 

m 版 ills へ、只の m 版に非ず C 货に 
炎心的な改訂改課の m 版であ P 交す。同 
時！ i 第二期刊行の大針锻を帮 ® 党が發表 
致しまし?: Q 第二 jw 刊行はやは9十册" 
別册として！ r 糙神分析學辭與』が附加せ 
られ■て M 卷濮々サー册。これ 1 C て7ロィ 
ドの全著作が邦譯 -££& れゐわ！？であつ 
て、赏に譯璘舉生の大業であ yi す。构 
容目錄御希蒙の方 it なるべく郵券一一錢か 
雜へ C 特別誌友1¢無料〕御申込み下さい0 


★ 

次號 は『生理と心理』 x fl r 精神分析 

と條件 友射 i の 腿 係 II 就いての特輯 號と 
いれし生す。これは货に m 大师題である 
と 共 K : 興味 ある主題であります。 
r 狱神分祈氓と條件反射辦…林 0 
一"楮神 分析から 

倐件反射^ ii - る，：大枧憲二 

一 1 ぺ AJ テレフの 

生现心理研究：•延岛英一 
一、生理と心0!の相關關係：長崎文治 
一"上 m 秋成の辅神分祈……商描 綴 
一、幼 5 a の^ K 感 ® の 

發展段階 C フェレソチ)：•伊藤龃朗譯 
一*夜ふけて 

(マンス7ィーがド〕…岩众具榮諍 
一"アレキザンダ| 

の分析論…木村廉吉 
一" 心现研 究ノ—卜 C 辙〕…控谷 川誠也 
r 少年沏心理 i 自己分析：，擀藤多菸男 
その他®々計班中のものもあリ i す。 
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例に就いて述べてあるので 
誰にでも分る。面白い爲め 
になる天下の奇書。精神分 
析學の通俗入門書としても 
極めて適當。 
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第 I 講 
第二講 
第三謂 
第四講 
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第八講 
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社#生活の不圓滿と幼兒性 
神聖なる自惚とその危險性 
優越荠の僻み根性 
人間心理の矛盾 
社會心理と犯罪心现 
嫁姑問匯と家庭 lil 滿 
憎むべき容こそ愍むべき者 
近親愛着の葛藤 
夫嫦生活の D 1 I 滿法 
夫婦生活圆滿七ヶ條 
人格分裂と社會萬藤 
圓滿迩活と閊爭生活 
女心の分析 


明朗生活 



IT# 


人生創造社發行 

吏京精神分析學硏究所 

出版部•取次販賣 
本鄆區動坂町一ニニヒ 
振替東京七八八一七# 























硏究所事業案內 

r 分 析部 

•神經症治療(ヒステリ\强迫症，恐怖症、妄症啤 
その他〕 

•性格改造(惡癖，帝習など現赏生活に不適當なる性向 
にして無意識病根に基くもの) 

•容員の診察(分析的又は！？；術的)希 m の方には、紹介 
の勞 をと るべし 

二、通信分析部 

■分析 法は毎日， a 渚が分析 满の許に 通 ひて、 處 fl を受 
けるが正當なれど、遠隔の地に居られたり、その他、 
經濟上、健康上、それの出來にくい人々のために"こ 

の部を設く。 

•筇 r ?! 渚は、その姓名、年齢•病歷、手記、感想、夢の 

記述などに、料金(十圓)を添へて常 硏究所にお 遴り下 
され度。分析診斷明細®を相當期日の後に送る。手記 
その他は絕對に他に洩らすことはなし。文字は明瞭に 


锊かれたし。 

•擀常渚 [i 硏究所に御一任ありたし"それ <適當の人 
々にふり向ける。 

三、 敎育部 

•常硏究所主催の講演愈、公開講習 tr 演劇、その他。 
•所尊亚に客员に對して他ょり依 M の 1 M 又は講習會。 

四、 出 販部 

糙神分析に關する雜誌及び岡證の m 版。 

五、 研 究會 • 

•研究の發表とその討譏を目的とす" 毎月 一！ T 第三 月 
曜夕、 にて開催その都度通知 • 
p 席希 ra 渚に對しては別に資格制限を設けず。咨费は 
食致、#場费、通信費とも出席の都度•六十錢。(徂し 
誌代を申受く。雜誌講辙は 0 A の義務とす。) 

.雜誌のみに依りて硏究の發表又は諸般の事菜に參與せ 
んと欲する向は特別誌友(直接勝讀者)とならるべし。 

六、 講 習會 

毎月一囘、第一月曜夜、於硏究所開®當分主として 
ブロイド著错の精 IK 。 會我 U 十錢， 
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所究硏學析分神精京策 
次取部版出 


•行發房書倉岡 


普及版出来 


定價一圓 J 送料十錢 
紙裝輕快本"口扮三而"凸版瞄十餘面 


m 


著者の前著『雜稿 J の姉妹篇として續刊しましたところ生死解脫の問題への言及 
多く， 佛敎傳統深きわが國人に示唆するところ多大であつた i めか半年餘にして 
殆ど賣盡 し， こ > y 错及版を上梓しました。本書の漫諶分析は著衮のいさ、か得 
意と^られるところださうであります。 


社龠と傳統 —— C 3 橋畔女怪考 QW 筘神分析から見 f : 宗敎心现(三)輪廻と復活(四〕 
阂弹三男士分析 C 五：> 南班と山 7 k 类心理(六〕 m 西山水美心斑比較 
戀籤■嫉妬-結婚 1 (〇宽貞と處女 an 右颯小兒病と老人小兒祸 Q 1) 嫉妬の心 m 
(四，新娇心理學 

Q 本文藝分析評論——(1〕文藝 i 心理舉 (5 111つの蔻 Qb 中村&湖『少年行』 ( 四)十 
一谷義三郎 r 神風連』(五〕上林曉『贽色』 c 六〕弘渖千代『蛇性の涅』(セ〕川. M 順平 
『ぁ|:1のゼクサ|1(八>牧逸渴04ング*エング 
西洋戯曲映®鑑賞 I ( r 〕 r ハムレット』 C 1) クレナパトラと铤蛇(三)チェホフ(四) 
ゴ—ゴリ『檢察宵 j ( 五〕ィプセン『野鴨』 c 六)『莳い花』と『符い烏』と『宵い光』 
c 七〕 f 自出か我等に』を辦ふ(八〕『ァトヲンチィス』と浦岛傅說。 

美術鑑赏と®®分析—— ( 〇龍子と m 7 kifin 風 CU ) 一平作『心づかひ』(三〕『只野凡 la 』 
(四〕 f 嗜 k 祸豫防』(五)『女中殺し恐怖』(六)『パチンコ自殺』(七〕『眼發渚の戀』 

CA ; 『風流 j その他二 m 

修赛と人間蟹 —— CI ) 人心觀破法00科學的修绽法ハ三〕自惚と僻み(四)人類愛と個 

人愛 c 五〕怒りの統制法 
術語略 M I 分5易ぃ說明付にて三十二 31 
































五三九五二京班替振） 
〇- . 〇—〇二田神(話電） 


房書倉岡 


町路淡區 m 神 

ルビロ小，七ノニ 


*• 著二憲槻大 

稿雜析分神精 

錢十金料遝 • 圆二金價定 


わが阈に於ける斯學の脎史に不朽の足跡を印しつ V ある大概先生の業緖 
の内、比較的柔い、隨维的な文章を輯めて頂いて、玆にこの一锴を公に 
する事を得ましたことは、人間心理の動きに興味ある諸賢の共にお，¥び 
下さるところと信じます。何れも永く斯學史上 r 殘るべき重要な、獨创 
的な文獻ばかりであぅ嚏す。 

] gl 大槻先生作油繪「浦島と乙姬 J 靑山熊次蕺伯作「金怫 J 
口^一川端龍子諶伯作「愛染」、 一1澤一郞諶伯作「馬」 

戀愛と性慾^^戀愛に於ける救助願望の心理とその種々相。獸性への馈憬と恐怖 Q 
矛盾心理。 ( ジーキル博士とハィド氏の分析、そ Q 他。：> 

男ご i ろ..女ご i ろ I 或る新婚者0心理。或る晚婚衮の心理 u :4£ 貞の誘惑。女心 
の分析。 

傳說•行事•民倍 —— 衆西桃太郞譚。破花と破瓜。高い山から。寂と室と女と。力 
フ H 參籠の歴史必然。初夢分析考。象徵としての馬。蝶と蝶番。 

人物月旦—將耶綱吉と犬。朿鄕元帥と乃木大將。生田葙月の投身心理。水袼八靈 
子。符崎潤一郞。日瓦秋之介。井伏鱗二。室生躍生。有岛武郞。芥川龍之 
介。坪內逍遙。坪田讓治。山本宿三。川端龍子。志贺直哉。水上瀧太郞。 
土方與志。石井鶴三"豐岛與志雄。 

文藝と美術 —— 文學の微力。デジヤギゥの藝術。龍子作「愛染」。變裝したる國王。 
世情人 It ■——截物 m 集癖。千軒盜み分析薄。泥棒に扮裝する心理。復赞心 Q 效^1 
犯罪と善行 Q 同一性。野球 ？； s Q 分析。現代童貞論。 

術語略解 —— 重要な術語に、碎けた說明を、赏例を以て：：。 

























學問の世界性と麵 

f : H ^^ fi : i : f:ii エスペラント 


國 


辱 


學 


問 


は人類命體の共 IRI の財茂であ 
つて、決して、一氏族や-: [da 
R の私すべきものではない。 
☆ ■…：したがつて"^問上の m 耍な新 
發 ii や新创意は、必ず世界へ發丧して、 
文化促逝の助けとするのが、^渚の涟 
務である。 

☆:::i こ5が、その奴行上1 n 本の 
识*は"一つの大 s&Ia 難に行常るの 
である。それは：：： 

の n [] M である。 3 1 d ツバの 
學者逮は、の言葉である 
言 F ィツ語、ィギ y ス邹 ur l フ-プ 

ンス語等で、その梁縱を發表してを y、 
それにょつて文化に©猷してゐる。 

☆ ……が-:::太人は、口本語が孤立して 
ゐるため、これで發表したのでは"世 
界に認められるわけにゆかない。そこ 


言 


で、從來は 

を忍んで 
外®:語で 
發表した 
ものである。科拐 
H 本の體而上茌だ 
情けないことであるが"それだけなら 
ば、文化の向上を陬ふ密の襟度として" 
堪へ得るとしても、外賙語の啊抑に、 
多大の^: IK な時1!!]を^®することは、 
取 fi:J を愛する潢にとつて、焚に惜しん 
でも餘 W あることである。 

☆…：•外刷語を_み栉るまでになる努 
力だけでも韩易ではないが" a むため 
だけに外阀語を取ぶことは"まだやむ 
を得ないであらぅ。そこで、せめて> 
最も凼難な一 r 外阙語で被く』努力だけ 
でも逃れる手段はあるまいか。この間 
題の懈決策として、取界 (01 部 t ' cT 罹 
習 1 C 容易な-:… 

i 典通語 OL スベラント&胡說發 
i 表用語とせよ』といふことが 
際叫ばれ、現に活用されてゐる。 
商溆 m 淑凝は、每年浩瀚な報街 1*?を、 


H 


ス 


この首葉で出し，多くの翳轵者や、理 
硏01部の科埤者逹は"その樂紐の發 
衷に盛んに、 これを 利用し"* ' lit 界の 
科^界から注目されてゐる。 

ベラントで發表すればエスべ 
ランチストでなくとも、 3 丨 
T3 ッバの^^は、自分 S 思 1 !!] 
のことなら、綷易に现解し你るから" 
決して rr 過される心配はない。 

☆ ……語學の素養が和常にあれば、 H 
スベラントで論文を锵き#る程度に速 
するこ itr さほど E0 雖でないから、 
n 本.? r 

は1すべてエスペラントを舉 
んで、これにょつて"人類の 
ために、大いに £ r 獻すべきで 

ある。 

☆…… H スベラントの彤習法や取^迸 
の遝棵については" H 本におけるエス 

ベラ V 卜邨及、硏究の中心機關財圃法 
人 H 本 H K ペラント^#(來京市本鄕 
元町)あてに Mfr すれば、答へてくれ 
るはずである C 


學 


者 


































口 〆〆 ス神木*^義岩倉具榮譯 

t レ、\ \ノ偵 f _ 大槻憲二跋 

陽 

詩に、小說に 、戯曲 に、論文に、行くとして可なら ざるな く、 
あらゆる文明の虛僞を振 6 拾てて肉體と魂の健全 性を 强調 する 
ロレンス。 そこには又えもいへぬ藝術美と雄大な原始美とがあ 
6、 彼は まさ r 二十世起のジャン•ジャック •，ソ ー。 その 中 • 
短篇にこそ却つ て 緊張した美しさ•かある。 『プロシヤ士官』 は精 
神分析 的 傾向と社會的傾 向を 取入れた最初の 傑作。『太陽 』は精 
M 分析の 野 M 主義と题術美の 結合した 傑作。=微笑 j は小篇中に 
人 [ n ] 心理の 複雑 性を描いた傑作。 『 山間の十字架像 I は叙景と以 
想とを交へた獨特の美を持ち、精神分析學の所謂「死の本能」說 
に基い允人生舰の表現"附錄の 『男女相 要論』はて 册 0 
單行本の全譯であつ て、 卽ち 彼の 戀愛 論の 粹である。 


燦々とふ9注ぐ白日の光の下に照 

ら出された人間稞身の美を見よ 


內容 


フロシヤ士一目 


太湯 


微笑 


山間の十字架像 


附錄 


男女相要論 


跋 


ロレンスと精神分析 

四六判上製二00頁 

定價一圓 


苽金 

趣七 
谷番 
區地 

作 

品 

社 

振七 
替四 

加に 
東七 
京番 


長篇小說 

リュシエンヌ 


ロ メン 

富澤統一郞譯 

四六判三 一 0 K 
定價 一 BI 三十錢 


































































番七一八八七京柬(嵇振）.七二三町坂動區鄕本 

部版出所究硏學析分神精京東 


譯榮具倉岩 

族家の想理 

集篇短ドル-ィフスンマ * K 

錢十九圆一金共料送價定 


精神分析學と露文豪チ H ホフと CD 影響5:受けて、獨自の金磁的銳さと可 
憐優美の光彩とを放〇英國現代文藝界0名花マンスフィールドの珠玉短 
篇は、從來 、岩 倉氏の名譯に依つて 5 神分析』誌上に追次紹介せられて 
班たが、 こ X に それ 等を纏めて待望の一# は 遂ひに調得 界に遂り出さ れ 
た。旣發表のものは頁數その半に足らず、新發表のものに於いて殊に原 
作^の傑作を窺ふことが m 來 る。 f * 記と鑑赏案内とを添へ，か S る ^切 
の譯#はわが飜譯史上にも稀ではなからうか。 


(□繪二葉)マンスフィールド及びそ0夫君ミドルトン，マリ 

作品—— 

，フト鑛泉場。炎。逃避。風は吹く。この花。心理學。芹 
の漬物。ブジ，嬢。理想の家族。密月。新月灣のほと6。 
附錄 —— 

一、 マソスフィ1ルドの生涯 

(ミド/Vトン•マ y) 

二、 作品分析鑑賞薬 a (譯者) 


大概憲二著(增訂第三版) 

精神分析概論 

(定愤送料共#余八十六錢) 


















本鄕齒動坂町三二七 • （振毬)東京七八八一七番 

東京精神分析學研究所出版部 



性的 1C 變態なる者は爾餘一切の生活 1C 於いて變態で 
! ! ある。まづ性生活と戀愛生活とを分析含理化せよ。 

; ; 然 6 ざれば其の人は遂に現贲生活の敗北者たらん。 



大槻憲||著||^_眉 |(|<33 



緒論戀愛性慾と本能との關係〇、本迸の H 的と範囤。二、箱神分析本能觀とその發逮❹11 r 想愛 

性慾心现の推移。) 

第一堂戀愛生活の心理( I 、自已戀愛の樣相。二、對象戀愛の深相。三、救助願萤の心理とその楳 
源。四 r 女性の戀愛心理◊五、戀愛に於ける好きな型。) 

，節二章性慾 生活の心理(一、 性慾心理の根柢。 1 V 思春期以前の性感。1 二、 幼兒性感設の生物學的 
吟味" 四> 男女背年の性心理 U 五、食慾と性慾と q 關係口) 

第三筇變態性慾の心理 ( K 變態性慾心理の_々相。一 r ヒステ y - Q 性心理。三、母性愛と妖婦 
愛。四、情死の性心理的意義。) 

第四筇同性愛の心狸 (" 同性愛と異倥愛。 一-: 嬸人の同性愛。三、男子の同性愛"四*同性愛に 
對す&逍徳的判斷の可否。五、子供の同性愛とその取扱方。 

第五輩家庭生活と性慾生活( I 、夫嫌生活に於： bs 性的關係と逍德的關係と。- r 或る夫婦生活の 
分析激^ rllv 嫁姑間題のリビド I 述命史的意義 a 四、 IE 親問の性的定漭。五家庭內に於ける女中の 

愛慾間題。) 广 


第六章想愛性慾生活の統制及び處置 0 、戀愛性慾生活に於げる#心の關保。一 r 五種 CD 處疵法。) 



待盟の科學的新# 4 -; 訓 I 遂に完成！ 


















































番一五•橋本日•電市蛮ギ f •想 l 志區橋本日市京東 i 
番七—六一京東替振沾亩里陶發地番八目丁三通 I 





si 夢の註釋 1 % + if _ 大槻憲二 譯 
屋卷〕.日常生活の精神分析§茲大槻憲二譯 
(第三巻〕 社會.宗 、敎 .文明 P - ? 1茲 城が川、 1 謂 
(第 四卷〕 快不快原則を超ぇて3 A . I 大棚憲二譯 
靈卷〕 性慾論•禁制論 P 一 3_矢部 八重 吉譯 
析藝術論1%一 f 1 _ 大槻憲二譯 

■テムとタブ ー定 5 回八 S 矢部八重吉譯 
我と エス 造料士二錢對馬 完治譯 

析療法論3纖大槻憲二譯 
(第九卷)分析戀愛論@|^|大槻憲二譯 
C ? 巻)精神分析總論| ?プ 大槻憲二譯 


(第六卷〕# 

(第七卷 〕I 

自 

(第八卷〕# 




















































ベルグソン著 

廣瀨哲士譯 


S 背葉 vrlf 3 



(內容) 

夢 

形而上學序說 






ベ 〆 グソン雜記 


忽ち S 謹 iGS i ?! slilss _ b 2 f 努 

再版 r 形而^ r 學良說」の二篇は 、 t 後年の大蒂にも見られない美しい詩藻が盛られ、ベルグソン哲 


學の薦髓に觸れる絕好の入門帯である。 


メレジ11 n T フスキイ著 

昇 曙夢！^ 


II 了 V8 


トルストィと 

ドストエーフスキー 


小林秀雄氏評：：ドストユーフス>ィに關する外國の硏究 

寄は，僕の語^のゆるすかぎりいろいろ臏んでみた。メレ 

ジュ n フスキイの『トルストイ tK スト K 1 フスキイ」も 

昔 m んだので最近諫み返してみた。やは认この論文は光つ 

てゐると思った。ことにトルストイの分析は蛘ゃかであ£ 

と思った。(文舉界) 


11 < ss 笑の哲學11 


湛4〇〇 


廣潮哲士譁 


耶 


蘇 


i 

送料 


51 


ヘルマ I ル i 高橋 M 二譯 

人本主義と浪漫主義11 


看二60 

Ly- ► ,• « 

10 


ヒ111マーーズムと〇マンチシズムは近世の二^:思個だ。 
本迸は獨迆學界に令名砹々た&コルフ博士の名講演を諍 
述せるもの 0 ヒユーマニズム Q 間姐め粒しい折**大方の 

5£璁む。 ： 


































硏 
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醫學博士杉田直 II * 著 c 茗溪會推薦圖 io 


定 m 金一圓 

送料十錢 



新四六判 Jslm 彼 
總ク G 1 ス涵人 


1二〇〇ぺーヂ 


「わが社倚^理學は、畢 m 今後に典5べき凡ての社會邵業•社會保謎祺業•司法保譏事業* 
iilh 命敎化那業等の^施に對し、をの被保 Ei 港の個人的方] fil の特奴に就いての正しい知識を 
與へ、その > Jf 業を一斟劾果的ならしめる方笕 ic 對し、幾分な6とも參考とな指^とも 

ならん2:とを期して居る次笛であ6ます」と薄漭は述べて、き->、1 

ゐる。犯罪少年が段々微坩をして來るにつれ、生物學的立 
描からの硏究氣述が碰んとな&、少卬敎謹姐業や司法保護 
槻關に對し、 Ire 大なる铬與をなす JC 至つ/ e 。 しかし ^ n は 
一部 ¥ i u J 家のみの研究題目や知識であ〇てはならない。社 
fr 惡を根絕し、/社—を淨化し、家庭を明朗化する爲には、 

恶の蔚芽た3少年の犯罪的傾向•不良性に就いて、正しい 
科學的知識を持ち、を n を未然に防ぎ、善群する t とが必 
翦であると M は n る。本.IVは^にをの指針たるべきもので 
科 m 的に不 a 少年の木態を明かにし、をの原因•矯治を講 

全闕の敎 W 家諸寶、子女を持つ雨親の必詖すべき名著。 


◊内容0次<> 

緖 論 

第 I 講不良少年の本態 
第二講不良少年の病理 
第三講不良少¥の)]; I 因 
第四講不良少苹の分類 
第五諝不良少年〇症候 
第六講不良少年の矯治 


「社會病理學 ㈡ J 

以下® 


刊 


rcccc-l.t- 5 %s>\r-r-r-c/'c/^t 3 


. 大 

g 日 

C 

一本 
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替 

口 

座 

東 
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九 
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V. JahrgnnSi Heft 2. Miirz—April f 1937. ErBcheint zweimonafcllch, 

I ZEITSCHRIFT FUR PSYCHOANALYSE 

Herausgegeben t vom ，/ Fokio Inatitut ftir Psychoanalyse^ 

(Sonderheft fiir das Problem der Schwierlgen Kinder) 

，た * _ 

IS 

( - Studien 

1 Die verbrochoriacho Kinder und die Psychoanalyae, * Naoki Sugita 

i Wie sd】man dio proyeraatisclien Kinder bahandoln?.Kenji Ohteki 

巨 Psvcliologisch© Profalome in dor Kiuflererziehmig， …… Takaei Kitayama 
^ Sehwiorige Kinder von paychofumlytischem Gedchtspmikt，• - • 

至 . .Bunji バ agafiaki 

1 Dualiatlsclie Anffasaimg der Sedo und die Zwillingenkult 〇7,五咖り 

a . .. . "Eiiti Nobusima 

| Psycl^analyse fiir PUdag 卿 n ( 儿 -Freid) .. Hitosi Miyata 

Literarisclie Werke 

麵 Her Firet Ball(iC Tomdiide Iw^uara 

画 Ps> r choaiialy»o mul f 4 iteraturwi^o i；sc I laf t ( 3InBchg) — - * Tadaya Takeda 

画 Kritik und Methodik 

I Qegpuwartige Situation der Analytiker,. ……… Renkiti Kimura 

| Erinneningen an Dr. Y # Sakaki, ... . 1 amotu Morooka 

I Liebesverlialten doa Basho, deft Dicliters, . . Hisao Kuraha^i 

Selbstanftlyse meinea Iraume^.. . . . Sadao Kuge 

An die Erzieher von schwiorigen Kinder,. … /I’etu Takahasi 

巨 IJber dio verschiodeiien Zeitfragen, . Kenji Ohtski 

匿 Pliantasie Jind Eealitat in Dichtung, .Hieao Kurahael 

| Varia .，• 

Dai Bett von Nirvana, .. . . . . Furosen-In 

匿 : Aber び】 auben der Gelelirtan,--*.Byujitu Tuny a 

Z Analyse e：ner Karikatur ， .. .Sigeaki Tuknzaki 

i Ohaimaroiso einon Analytiken?， . .. Kenji OMflki 

| Einleitung in die Psychoanalyse 

二 tjber einige Terminologie,. r JakftBi Kitayama 

1 Batgeber 

1 j;in alter Maim und acme Frau, . . .. . 

| Neuigkeiten des In-und Auslandes 

| Inlialt von ，， Imago 11 und ^PaychoanalyLic Quarter]〆’ ... 

二 : Kleino Mitteilungen, .*.*. . ...... _ 

,y * f _ , ，い 一 . 

1 Preia des Enzellieftea, 50 Sen 

裏 Tokio Psychoanzilytischer Verlag 

3 327, Dozakacho, Hongoku Toldo Nippon ^ 




























